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　温泉の湯気の先に頰ほおを赤く染めて、悩なやまし気な吐と息いきを漏もらす女がいる。

　年の割には発育のいい肉体をタオル一枚では隠かくし切れないようで、大事な部分が見えそうで見えない。

「あ、あの。迷めい惑わくでなければ、ご、ご一いつ緒しよしてもいいですか？」

　いつもと違ちがう艶つやのある声に、俺は思わずつばを飲み込んだ。

　あの知らない人の前では挙動不ふ審しんでまともに会話もできない、紅こう魔ま族ぞくの中では常識的な……ゆんゆんだよな？

　顔とスタイルは間違いない。

　でも、こんな事を口にするヤツじゃないのは重々承知している。

　普ふ通つうなら「そこまで落ちぶれたんですかっ！　お巡まわりさーん！」とでも叫さけぶ場面だ。

　だというのに混浴で俺の隣となりに寄って来る意味が分からん。

　えっ、これはそういう事なのか？

　そう判断していいんだよな？

　ここは手を出すのが礼れい儀ぎだよな!?

　俺は内心の動どう揺ようを隠しながら、平然と答えた。

「お、おう。好きにすればいいんじゃねえか」
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　壮そう大だいな水しぶきを上げて、湖から現れたのは八本首の巨きよ大だいなドラゴン。大物賞金首の『クーロンズヒュドラ』だ。

「大金がもらえるだけあってさすがの迫はく力りよくだな、おい！」

　その巨体にテンションが上がった俺が仲間に同意を求めたのだが、啞あ然ぜんとした顔でヒュドラを見つめている。

　冒ぼう険けん者ギルドでカズマがヒュドラ退治の人員を募ぼ集しゆうしていたから話に乗ったのだが、これは想像以上の大物だ。

　話によると一度カズマ達だけのパーティーで挑いどんだそうだが失敗に終わり、他ほかの冒険者達の手を借りる事にしたらしい。

　カズマの呼びかけに応じて集まった冒険者は俺達だけじゃない。何十人もの冒険者がこの戦いに参加している。

　冒険者達は真ま面じ目めな顔で、カズマの指示に耳を傾かたむけている。

「盗とう賊ぞく職の連中は、鋼鉄製のワイヤーを持ったな!?　アーチャー職の連中は、フックロープ付きの矢を用意して待機！」

　盗賊職とアーチャー職が真しん剣けんな表情で頷うなずいている。

　カズマが全員の役割を説明している最さ中なかに「はやくしてー、はやくしてー！」と悲痛な叫び声を上げるプリーストの声が聞こえてくるが、とりあえずスルーだ。

　作戦の概がい要ようはダクネスが囮おとりとなってクーロンズヒュドラを引き付け、爆ばく裂れつ娘むすめの魔法で一気に消し飛ばすつもりか。

　日ひ頃ごろから厄やつ介かいな三人をまとめているだけあって、指示も的確で作戦内容も悪くない。

「カズマって戦せん闘とう力は低いけどよ、意外な才能があるよな」

「感心している場合じゃないでしょ！　キースは矢の準備できてる!?」

「おう、任せておけって」

　キースは矢にロープを結び撃うつ準備をしている。

「悔くやしいが、ダクネスのようにヒュドラの攻こう撃げきを受け止めるには力が足りない。俺は後衛職を守る事に専念させてもらう！」

「無む茶ちやはしないでねテイラー！　あんな攻撃喰くらったら普通は一ひと溜たまりもないんだから！」

「ああ、肝きもに銘めいじておく！」

　テイラーはキースと一緒に後衛がまとまっているところに駆かけ出していく。

　よく見ると魔法使い達の中に、落ち着かない様子のゆんゆんの姿が見える。

　この状じよう況きようでも人見知りを発揮して挙動不審になっているぞ。

　戦場では盗賊職の『バインド』でヒュドラの首が束ねられ、放たれた矢に取り付けられたフックロープをバインドに引っかけ、力ちから自じ慢まんの連中が相手を逃にがさないように引っ張り続けている。

「って、カズマ何をやってんだ！」

　ダクネスが攻撃を耐たえている最中にヒュドラの体を登ったカズマが、その背に手を当てて何かをしている。

　ヒュドラが苦しそうにもがいているって事は、何かしらの攻撃をしているようだが。

　それにしても危険すぎる。大だい胆たんなところがあるとは思っていたが、ここまでやるとは思いもしなかった。

「あっ、危ない！　きゃああああっ！」

　背中から振ふり落とされたカズマを見て、リーンが悲鳴を上げる。

　地面にぶつかる寸前にダクネスが抱だき留めたのはいいが、そのまま倒たおれ込んできたヒュドラからカズマをかばって懸けん命めいに耐えていた。

　硬かたさだけが自慢のダクネスだけなら、支し援えん魔法がかかっている状態だと押し潰つぶされても耐えられる可能性もあるが、下にいるカズマは確実に死ぬぞ。

「お前ら、カズマ達ばっかに活かつ躍やくさせてんじゃねえぞ！　おらっ、男なら気合い入れて引っ張りやがれ！」

「言われるまでもねえよっ！」

「俺達だってやればできんだぞおおおおっ！」

「女だけど舐なめないでよねっ！」

　少しでもダクネスの負担を減らそうと冒険者達に檄げきを飛ばすと、周りの連中が呼応して気合いの雄お叫たけびを上げ懸命にロープを引っ張る。

　ヒュドラは動けないようだが、カズマ達を救うのに必死で冒険者達も積極的に攻せめる事ができない。

　……いや、待てよ。これって絶好のチャンスのような。

　動けないヒュドラ相手ならやれんじゃね？

「見ろよ、ヒュドラのヤツ随ずい分ぶん弱ってきたんじゃねえのか!?　しかも身動き取れないみたいだぜ！　大物賞金首、クーロンズヒュドラの首は俺がもらった！　賞金は、トドメを刺さしたヤツの総取りな!!　誰だれにも分け前なんてやらねーぜ！」

　周りにいる連中に大声で宣言をしてロープから手を放し、ヒュドラの首を目がけて脇わき目めも振らずに突つっ込んでいく。

「ちょ、ちょっとあんた、この状況で何言ってんの!?　それに、身動き取れないって言っても、首が束ねられているだけだから油断してると……」

　背後からリーンの声がするが、こっちはそれどころじゃねえ。

　このままヒュドラの首を刎はね飛ばして、賞金も女達からの羨せん望ぼうの眼まな差ざしも独り占じめしてやんぜ！

　ヒュドラの束ねられた首が間近に迫せまったところで、一つ気づいた事がある。

　さっきまで攻撃を引き付けていたダクネスは今、カズマをかばって巨体の下にいる。っていうことは、ヒュドラの攻撃対象はいないわけで……。

　その現実に気づいた時には、鋭するどい牙きばが生え揃そろっている大口が目の前にあった。

　視界が真っ暗になる直前に、

「ああーっ！　ダスト！　ダストーっ!!」

　リーンの叫びが聞こえた気がした。
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「ダストさん……。ようこそ、死後の世界へ。私は、あなたに新たな道を案内する女め神がみ、エリス。あなたの人生は終わったのです」

　視界に光が戻もどると白い宮きゆう殿でんのような場所に居た。

　突とつ然ぜんに意味不明な事を言い出したのは目の前の女だ。

　高級そうな白い羽は衣ごろもに、白銀の髪かみとシミどころか日焼けの跡あと一つない白い肌はだ。

　高司祭とかが着ていそうな無む駄だに金のかかってそうな法衣。それを押し上げる胸の膨ふくらみは中々なもんだ。だが、ちょーっと不自然というか違い和わ感かんがある。

　常に女の胸と尻しりを観察し続けてきた俺だからピンと来たが、これは盛ってやがるな。

　胸さえ気にしなければ極ごく上じよう美女の青い瞳ひとみが、悲しそうに俺を見つめている。

　セクハラして女に蔑さげすまれるのは慣れてんだが、こんな目を向けられる覚えはない。

「もしかして俺に惚ほれてるのか？」

「いきなり何を言っているのです!?」

「だってよ、俺に恋こい焦こがれる乙女おとめの熱い視線を向けてくるからよ」

「これは欲よくに目が眩くらんでヒュドラに突っ込んでいった、あなたを憐あわれんでいる目です」

　初対面なのに失礼な女だな。

　そういやさっき、いきなりわけの分からないことを言い出したが、もしかして宗教の勧かん誘ゆうか？

　この真っ白な部屋なんて、いかにも聖職者が好きそうだ。

「悪いが、そういうのに興味ねえんだよ。特にアクシズ教はお断りだ。他を当たってくれ」

「えっ？　いえ、そうではありません。宗派で言うならエリス教ですし、そもそも宗教の勧誘ではなく」

「違ちがうのか？　あんま覚えてないんだが……もしかして、酒に酔よった勢いで暴れちまったのか!?」

「あのー、もしもし。お話を聞いて頂きたいのですが」

「こんな高級そうな店だ、とんでもない金額を要求するつもりじゃねえだろうな。悪いがこっちの財さい布ふは空っぽだぜ。どうせアコギな事してぼろ儲もうけしてんだろ？　断固としてぼったくりには負けねえからなっ！」

　チリ一つない白で統一された部屋なんて、超ちよう高級な飲み屋でもあり得ない。

　貴族御ご用よう達たしの秘密の店にでも紛まぎれ込んじまったか。

「ぼったくり……。さすが、カズマさんの友人ですね。一ひと筋すじ縄なわではいかないようです」

「ん？　カズマの知り合いか。だったら話が早い。俺のマブダチにつけておいてくれ」

「ですから、ここは飲み屋ではありません！　ちゃんと話を聞いてください！」

　落ち着いた佇たたずまいで優やさしい口調だったのに、急に怒おこり出しやがった。

　あれ？　この声とこの感じどっかで……。

「もう一度、初めからやり直しますね。ダストさん……。ようこそ、死後の世界へ。私は、あなたに新たな道を案内する女神、エリス。あなたの人生は終わったのです」

「おいおい、よりによって女神エリスとか言い出すのかよ。まともに見えるのに、お前もカズマのとこの宴えん会かいプリーストと同じか。今は女神を自じ称しようするのが流行はやってんのかね」

「先せん輩ぱいと一いつ緒しよにしないでください！」

「先輩？」

「あっ、いえ、失礼しました。ともかく、あなたは死んだのです」

　臆おく面めんもなくこんな事を口にする、自称女神パート２が現れやがった。

　だがアクアと違って、目の前の美人の姉ちゃんには妙みような説得力を感じる。女神を騙かたっても笑われない見た目と雰ふん囲い気きがある。

　もしかして本物なのか？

「と言われてもな、自覚がねえんだが」

「死んだ直後は皆みなさん混乱されていますからね。ゆっくりと思い出してみてください。何があったのかを」

　優しく語る声に促うながされるまま、何があったのかを思い出してみる。

「珍めずらしく朝早く目が覚めてギルドに行ったな。暇ひまで金が無かったから、受付をやっているルナの胸の谷間をじっと見ていたら、警察に通報されかけて」

「……朝っぱらから何をしているのですか」

「知り合いを探して朝飯をたかろうとしたら、カズマを見つけて……」

　カズマが珍しく必死になって人を集めていたから、話に乗ってクーロンズヒュドラ退治に参加する事になった。

　どうやらダクネスが絡からんでいる問題らしいが、理由なんてどうでもいい。ダチが困ってんだ、手を貸すのにためらいはねえ。

　それにちょうど懐ふところも寂さびしかったしな。

　んでもって、戦闘中に。

「ああっ、俺が活躍しようとしたところで、ぱっくりやられたのかっ！　もうちょいで、賞金独り占めだったのによっ！」

「悔しがるところはそこなのですか……。でも理解はされたようですね。残念ながらあなたは短い生を終えてしまいました。アクセルの街では悪名を轟とどろかせ、かなり人様に迷めい惑わくをかけた人生だったようですね」

　その言葉を口にしながら微笑ほほえんでいるのが、逆に怖こええな。

　思い当たる節がありすぎて、どれを指しているのかさっぱりだ。

「まあ、そんな事があった気はするな。でもギリで犯罪じゃないだろ？」

「立派な犯罪です。警察に何度お世話になったのですか」

「おいおい、そんなの覚えているわけがないだろ。お前さんは自分が今まで何度警察に捕つかまったか記き憶おくしてんのか？」

　質問に質問で返すと、自称女神パート２が俯うつむいて震ふるえている。

　ほらな、普ふ通つうは答えられないだろうが。

「ゼロです！　普通は警察のお世話になんかなりません！　そんな人生を歩んでいるから善行なんて……。あれ？　あれれ？」

　手元の紙を覗のぞき込んで慌あわてている。何が書いてあるのか。

　何度も文字を読み返しては、俺の顔と紙を交こう互ごに見ている。

「善行を積んでいるとありますね。えっ、アクセルの街であれだけ好き放題しているのに？　もしかして資料を間違えたのかな。最近、地上に降りる事が多かったから、慌てて違うのを持って来たのかしら」

　頰ほおに指を当てて小首を傾かしげている。

　あの紙には俺が今まで何をやってきたのか書いてあるのか。

　善行か。あの頃ころの事でも言っているのだろうな。

「もしかして、昔に何か人のためになる事をやりました？」

「さーてな。でもよ、女神ってのは噓うそじゃねえんだな。それが分かるって事は」

　昔の事を聞かれるのは好きじゃない。

　現状を認めて話を逸そらしておくか。にわかには信じたくはなかったが、本当に死んだみたいだしな。

　死んだのか。実感はないが意外とあっけないもんだ。

　色々あった人生だったが、最後は亜あ種しゆとはいえドラゴンに食われて死ぬなんて、これも運命か。

　最後までドラゴンとは縁えんが切れなかったらしい。

　落ち着いて冷静に観察すると、今いま更さらだが目の前の女神エリスから神こう々ごうしさを感じる。

「ようやく認めてくださいましたか。思っていたよりも善行を積まれていたようなので、あなたには死後二つの選せん択たく肢しがあります」

　説明が始まったので大人しく聞いておこう。

「一つは、人間として生まれ変わり新たな人生を歩む。この場合、記憶は全すべて失われてしまいます」

　生まれ変わり……ね。あの国での日々も全て失われてやり直しか。

　リーンや仲間達は俺が死んで今は何をしてんだろうな。……清々していたらムカつくな。

「もう一つは死後の人々が集まる天国で悠ゆう久きゆうの時を過ごすか」

「そこって何があんだ？　賭と場ばとか酒場はあるんだよな？」

「ありませんよ、そんなものは。魂たましいの存在なので食事も睡すい眠みんも必要がなく、あらゆる物を必要としません」

「体がないって事は、胸揉もんだり尻しり触さわったり、エロい事が何もできないのかよっ！」

「当たり前です！　日々、穏おだやかな時を過ごしてもらいます」

　酒もエロもない世界で、何もできずに暮らしていくだけ。

　……それって、地じ獄ごくじゃねえか？

　欲が満たされない世界で生きて何が楽しいんだ。こんなもん実質一択たくだろ。

「急がないでいいですからね。これからどうするか、とても大切な──」

《もしもーし。聞こえるー？　アクア様が蘇そ生せいしてあげたから帰って来なさいよー》

　女神エリスの言葉を遮さえぎったのは、どこからともなく降ってきた能天気な声だった。

　これって、カズマのところの宴会プリーストだよな。

　そういや蘇生ができるのだったか！

「おおっ、じゃあ死ななくていいのか！」

「はぁ……またですか。最近、死んでも直すぐに生き返らせるから、アクセルの街の冒ぼう険けん者の死亡率がかなり減っているのですよ。悪い事ではないのですが……。天界規定により一度の蘇生は認められますので。ダストさん、現世にお帰りになって結構ですよ。門を開きますね」

　大きくため息を吐ついて、指を鳴らす。

　すると目の前に突とつ如じよ、白い門が現れた。

「よく分からんけど世話になったな。女神と会った記念に一つ質問していいか？」

「はい、なんでしょうか？」

「その胸は本物か？」

　俺が不自然な膨らみを指差すと、女神エリスは笑顔を引きつらせて門を押し開く。

「暫しばらくは、来ないでくださいね。次は蘇生が認められませんので」

「でもよ、カズマが何度も生き返ったって自じ慢まんして──」

「それでは、悔くいのない人生を送ってくださいね」

　それだけを口にすると、俺を無理やり門に押し込んだ。
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　目の前に泣きっ面つらのリーンが見える。

　その後ろにはこっちを心配そうに覗き込んでいる、キースとテイラーもいた。

「ダスト！　ダストオオオオオッ！　心配したんだからね、バカっ！」

　上半身だけ起こすとリーンが抱だき着いて来る。

　力がうまく入らないで受け止める事ができずに、再び寝ね転ころぶことになった。

　後頭部を結構派手に打ったから文句の一つも言おうと口を開きかけたが、泣きじゃくるリーンを見て、その言葉は吞のみ込んだ。

　お前がいるなら……まだ死ぬわけにはいかないよな。

「悪かったな」

　そう言って、頭をぽんぽんと軽く撫なでる。

　こんなに感情をあらわにして泣く姿を初めて見た。本気で心配させてしまったみたいだ。

「はぁぁっ。なんにせよ、蘇よみがえって良かったぜ。体があんな状態だったから心配したんだぞ」

「ああ。アレを見たらもう無理だと諦あきらめていたが」

　キースとテイラーが不ふ審しんな事を口にした。

　自分の体を見下ろすと、腰こしの部分に布を被かぶせられているだけで服を着ていない。

「お前らまさか俺が無む抵てい抗こうなのを利用して、イタズラをっ!?」

「「するかっ！」」

「じゃあ、なんで全ぜん裸らなんだよ」

「そりゃ、ヒュドラの胃い袋ぶくろでいい感じに溶とけかけていたからな」

「火を通したチーズみたいだったぜ」

「……マジか」

　体が粘ねばっこくて濡ぬれているとは思っていたが、これ胃液の跡あとかよ。

　服が完全に溶けているって事は……想像するのはやめておこう。

「ダスト、アクアさんには感謝するのだぞ。あの人が体を修復して蘇生しなければ、お前は死んだままだったのだからな」

「おおっ、そうだった。後でちゃんと礼を言っておかねえと」

　あっちでもアクアの声は届いていた。

　一度死んだ身を蘇らせてくれたのだ、感謝しても感謝しきれない。

　今は姿が見えないから、ギルドに戻もどったら正式に礼をさせてもらおう。
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　冒険者ギルドに戻り、俺は溶けた服の代わりを手に入れて何とか半裸からおさらばできた。さっきまで腰に布巻いていただけだからな。

　下がスースーして気持ち悪くてしょうがなかった。

　話を聞くとあの戦いで死んだのは俺だけで、それも蘇生されたから実質犠ぎ牲せい者しやはいないらしい。あれだけの大物賞金首を相手にこれは快挙だと、ギルドの職員も大喜びだ。

「しっかし、俺達でも案外何とかなるもんだな！　いや、カズマんところのパーティーがいなかったら無理だったか」

「そうだね、やっぱりカズマって凄すごいよ！　今回のヒュドラ退治の報ほう酬しゆうは山分けって事だったけど、カズマ達は多めに持っていくべきだよ。ちょうど、『賞金は、トドメを刺さしたヤツの総取りな!!』って言い出したバカがいたから、そのバカの分をもらうといいよ」

　キースとリーンがカズマを絶賛するのはまあいい。実際その通りだとは思うからな。

　だがな俺を引き合いにすんな、と言いたかったが事実だけにぐうの音も出ねえ。

　今回の戦いは良いところが何もなかったからな。唯ゆい一いつ良かったことを挙げるとすれば、女め神がみエリスに会えたことぐらいか。

　これで暫く話のネタは尽つきねえし、この話題はエリス教徒なら飛びついてくるに違ちがいない。上う手まくやれば一ひと儲もうけできそうだ。

　っと、そんな事よりアクアを見つけないと。まだちゃんと礼を言ってない。

　辺りを見回すとカズマ達から少し離はなれたところに居た。

　近づくとコップの水でテーブルに見事な絵を描かいている。

　何気に凄いな、これで食っていけるんじゃないか？

「ちょっといいか？」

「何よ。もう少しで完成するから、用があるならちょっと待って」

　命の恩人の言う事なので待っていると、テーブルの上に今にも飛び出してきそうなヒュドラの絵が完成した。

　水で描いた絵だから少ししたら消えるのが惜おしい。

「で何よ。てか、あんた誰だれ？」

「お前さんに蘇生してもらった、ダストだ！　一いつ緒しよに冒険もしただろうがっ！　はあ、まあいいや。おかげで助かったぜ、礼を言わせてくれ」

　俺がそう言うと、初めは眉まゆ根ねを寄せて訝いぶかしげにこっちを見ていたアクアの表情が一変した。

　満面の笑えみを浮うかべ、腕うでを組んで胸を張っている。

　鼻を鳴らしてじっとこっちを見て、何かを主張している。あの目はもっと褒ほめろと言っているのか？

「いやーマジで感謝しているぜ。まさか蘇生ができるプリーストがいるなんてよ。前からどこか他ほかとは違うとは思っていたんだが、想像以上だぜ」

　おだてておいた。これで満足してくれただろう。

　そう思って視線を向けると、顎あごをくいくいっと動かしてもっともっととアピールしてきた。

　……助けられた恩があるからな、それぐらいは構わないか。

「前から凄いヤツがいるとは思っていたが、ここまでだったとは。御お見みそれしたぜ！　あんたほどのプリーストは何処どこにもいないんじゃないか！　よっ、大陸一の美人プリースト！」

　どうだ、思いっきり持ち上げてやったぞ。これで……。

　何だよその目は。何を期待してんだ、もういいだろ。

「本当に感謝しているぜ。それじゃあな」

　背を向けて立ち去ろうとしたら、服の袖そでを摑つかまれた。

　恐おそる恐る振ふり返ると、俺の顔を下から覗のぞき込む欲よく望ぼうに満ちた目。

「もう……いいだろ？」

「まだよ。まだ足りないわ。ここに来てから、みんな私の事を馬ば鹿かにしてばっかりだから、ちゃんと的確に褒めて！　みんなに聞こえるようにもっと大声で称しよう賛さんして！」

　ヤバいヤツに捕つかまった。感謝はしているがこれ以上は面めん倒どうなので手を振りほどいて、足早に去ると、後ろから足音が付いてくる。

「ねえ、私をもっと敬って！　生き返らせて頂いてありがとうございますアクア様って、もっとたくさん褒め称たたえて！」

「ええい、うっとうしい！」

[image: ]

　保護者は、保護者は何処だ!?

　みんなに囲まれて酒を浴びるように飲んでいるカズマを……見付けたっ！

「おいカズマ！　生き返らせてもらったのには感謝するが、さっきからお前んとこのプリーストが面倒くせえぞ！」

　俺の腕にしがみついたまま離れようとしないアクアをカズマにどうにか押し付け、その場から逃にげ去った。





[image: 第二章　あのハーレムを目指して]







　　　　１




　ダンジョンの最深部らしき場所に到とう達たつしたが魔ま物ものがいるわけでもなく、独り暮らしの男が住んでいそうな部屋が埃ほこりまみれで存在しているだけだった。

　簡素なベッドとテーブルと椅い子す。本ほん棚だなには様々な本が置かれているが、風化していて中を読むことができない。

　後は四角いガラスを囲った使い道が不明な物体もある。

　奥にも部屋はあったがそこは風ふ呂ろ場ばで、このダンジョンを作った魔法使いの居室じゃないかという結論に達した。

「しけた部屋だな。面倒な割に実入りの少ない仕事だったぜ」

「そうこぼすなキース。まだ誰も手を出していないダンジョンの探たん索さくを一任されただけでも幸運だったのだぞ」

　愚ぐ痴ちをこぼすキースをテイラーがたしなめている。

　キースは黒い髪かみに黒い瞳ひとみ。細身で前まえ髪がみが片目にかかっている感じは一見優やさ男おとこに見えなくもないが、モテているところを見たことがない。

　アーチャーとしての腕も悪くないんだが、女おんな癖ぐせと酒癖が悪く、お調子者なのが玉に瑕きず。

　パーティー内では一番気の合うヤツで、よく飲みに行く間あいだ柄がらだ。

　テイラーは体格も性格もキースとは真逆で、背も高くがっしりとした体つきをしている。くそ真ま面じ目めで融ゆう通ずうが利きかないクルセイダー。

「体が本調子じゃねえから、異様に疲つかれたな。はぁ、酒飲んでだらだらしてぇ」

　ヒュドラに食われてから、どうにも体に違い和わ感かんがある。

　治った体が未いまだに馴な染じんでいない気がするんだが……。

「はいはい。愚痴を言う暇ひまがあったら手を動かす。ダンジョンを作るぐらいの魔法使いなら、何かしらの宝がまだあるかもしれないでしょ」

　落ち込んでいる二人に檄げきを飛ばしているのは、うちのパーティーの紅一点ウィザードのリーン。

　赤毛の髪を後ろで束ね、幼さが残る顔をしているが見た目で騙だまされてはいけない。性格はかなりきつめだ。特に俺に対しては。

「あんたも、腕組んで傍ぼう観かんしてないで手伝いなさいよ」

「へいへい、働きゃいいんだろ」

　ほらな。やっぱ気が強い。

　戦士である俺が調べても何も見つからないとは思うが、やっている振りだけでもしておくか。後でうるさいだろうし。

「ここら辺がー、怪あやしいんじゃないかー」

　適当に色あせていた壁かべをコンコンと叩たたくと、カチリと妙みような音がした。

　んんっ？　……冷や汗あせが背筋を流れ落ちていく。

「今、変な音がしなかった？」

　思ったより大きな音だったらしく、仲間が全員こっちを見ている。

　何か言い訳を口にしようとしたその時、今度は地じ響ひびきがした。

　もしかしなくても、俺のせいか!?　ヤバくないかこれ！

「な、なんもしてねえぞ！　何が起こっても俺のせいじゃねえからな。これは運命の悪戯いたずら……。えっ、うおおっ!?」

　手を突ついていた壁が横にスライドして体を支える物が消え失うせ、俺はその体勢のまま横に倒たおれた。

「痛いってえなあっ！　何なんだってんだ、ったくよぉ」

　頭を擦さすりながら体を起こすと、さっきまで壁のあった場所に見知らぬ空間が広がっている。今までいた部屋よりも大きな部屋は天てん井じようも高く広々している。

　右と左の壁かべ際ぎわに扉とびらが二つあるだけで、他には何もない。

「妙に明るいのは天井の魔道具か？」

「そうみたい。隠かくし部屋を見つけるなんて、お手て柄がらじゃないのダスト！」

　バンッ、とリーンに強く背中を叩かれ、むせそうになる。

「お前は手加減を知らねえのか！　しかし、何の部屋だここは。隠し部屋ってことはお宝があるのが定番だが、……扉二つだけしかないぞ」

「扉のどちらかに宝があるか、その両方か。これだけ大おお袈げ裟さなもん作っておいて、何もないってのはあり得ねえよな。金目の物があればいいけどな。まずは右から調べてみっか」

　キースが右の扉に近づき、ノブに手を伸のばす。

「気をつけろよキース。やはりシーフを雇やとうべきだったか。ギルドの事前情報によると、魔物が住み着いているだけで罠わなはないとの話だったが」

「そんな事を言っても後の祭りだろ。今まで実際に罠はなかったんだからいいじゃねえか。んじゃ、俺は左を選ぶぜ。あっ、この隠し部屋を見つけたのは俺の手柄だからな！　そこんところはハッキリしておくぞ！　宝が出たら俺に多めに寄こせよ！」

「じゃあ、魔物が出てきたらダストが全部独り占じめしていいわよ」

「……仲間で山分けするのが常識だよな、やっぱ」

　大人として良識のある判断をすることにする。

　キースとテイラーは右の扉を、俺とリーンは左の扉を開けることにした。

　リーンが用心して俺の背中に隠れているが、放ほうっておくか。

「よっし、これで扉が爆ばく発はつして四し肢しが飛び散っても、毒ガスが出て悶もだえ苦しんでも、矢が飛び出して体に突き刺ささっても、体がただれる酸が噴ふき出しても、あたしは大だい丈じよう夫ぶね。さあ、開けていいわよ」

「何がいいんだ、何が！　生々しいたとえはやめろっ！　大体、爆発の威い力りよくが高けりゃ、お前も一いつ緒しよにあの世行きだぞ！」

「縁えん起ぎでもない事を言わないでよ。あんたと一緒なんてぞっとするわ」

「おいおい、照れんなよ」

　本当は俺と一緒に逝いけたら嬉うれしいんじゃないのか。

　そう思ってリーンの顔を見つめると、心底不ふ愉ゆ快かいそうな顔つきをしていた。

「照れてないわよ。そもそも、あたしは天国であんたは地じ獄ごくだから行く場所が違ちがうし」

「はっ、残念だったな。俺も天国行き決定だっての。あのエリス様に会って直接そう言われたからな」

「ヒュドラに食べられた時に会ったんでしょ。何度も聞いたわよ。噓うそを吐つくにしても、もうちょっとマシな噓を吐きなさいよね」

「噓じゃねえっての！　何で、どいつもこいつも信じようとしねえんだよっ！　マジでエリス様に会って話したっての！　あの胸はちょい怪しかったけどよ」

「それは凄すごいですねー。よかったねー。神様をバカにすると罰ばちが当たるわよ。ほら、さっさと開けて。テイラー達はもう向こうの部屋を調べているみたいよ」

　リーンが指差す方を見ると、扉が開け放たれていてテイラー達の姿はなかった。

　無む駄だ口ぐちを叩いていないで、とっととやるか。

　慎しん重ちようにドアノブを回すが、罠が起動するようなことはない。

　そっとドアを押し開き、中を覗のぞき込む。

「真っ暗で何も見えねえな。ちょっとランタン取ってくれ」

「うん、分かった、はい」

　手て渡わたされたランタンを手に、そっと中へ一歩踏ふみ出す。と、頭上から目も眩くらむような光が降り注ぐ。

「なっ、罠かっ!?　リーン！」

　咄とつ嗟さにリーンを抱だきかかえるようにして庇かばう。

　そのまま、何かしらの衝しよう撃げきや痛みが訪おとずれるのを覚かく悟ごしていたのだが、痛くも痒かゆくもない。

「ねえ、いつまで抱きしめているの。昼間から正々堂々とセクハラとは勇気があるわね」

　胸の辺りからくぐもった声がする。

　怒いかりの感情を押し殺した、低いドスの利いた声だ。

「おっ、悪い。別に強く抱いて胸の感かん触しよくを楽しもうと思ったら、弾だん力りよくが殆ほとんど無くてガッカリなんかしてねえぞ？」

「よっし、そこに座って。骨まで消し炭にしてあげるから」

「ちょっ！　冗じよう談だんに決まってんだろ。詠えい唱しようを止やめろ！　ほ、ほら、それどころじゃねえだろうが。灯あかりがついて周りが見えるようになってんぞ」

　掲かかげた杖つえをすっと降ろして、しかめ面つらのままリーンが辺りを見回している。

　どうにか意識が逸それたようなので、俺も室内を観察するか。

　壁際に丸い玉が無造作に置かれているが、これなんだ？

　手のひらにすっぽり収まる大きさの丸い玉。触さわってみると表面がつるつるしている。

　上に少し膨ふくらんだ部分があったので押してみると、カチッと音がしただけで変化はなかった。

「なんでえ、つまんねえな」

　興味が無くなったので足あし下もとに投げ捨てる。

　改めて室内を見回してみたが、俺がたまに利用する宿屋の部屋よりは大きいな。

　正面の壁一面に本棚が並んでいて、ぎっしりと本が詰つまっていた。

「立派な本棚ね。さっきの部屋の本と違って保存状態もいいみたいだけど」

　背表紙に何か文字が書いてあるが、読めない。

　見たこともない文字が書いてある。

「何語だこれ？　妙に派手な色合いの文字が多いみたいだが、……読んでみるか」

　適当に一冊引き抜ぬいてページをめくる。

「こ、これは、間違いなくお宝だっ！」

　目に飛び込んできたそれを見て、即そく座ざに理解できた。

　これはとんでもないお宝だぞ！

「な、な、な、な、何よこれっ！」

　リーンが叫さけんでいるが、そんな事も気にならないぐらいに熱中して本を読み進める。

　この本は文字が少なく代わりに絵が多い。文字は絵のキャラが話している言葉だけのようだが、絵に動きを感じられるので文字がなくても何をしているのかが理解できた。

　見たこともない服を着た女が部屋の中に大勢いる。全員同じ格好なので制服のようだが。

　しかし、なんて色っぽい格好しているんだ。スカートが異様に短いぞ。

　次のページをめくる。

　今度はその女が年上の男にベッドのある清潔そうな部屋で迫せまられている。そして、男はニヤリと笑いながら女のスカートに手をかけて……。

「これも、これも、これも！　何で全部エッチな内容の絵ばっかりなのよっ！」

　悲鳴に近い叫び声に反応して顔を上げると、顔を真っ赤にしてうろたえているリーンがいた。

　床ゆかに投げつけられた本が幾いくつも落ちているが、表紙からして全すべてエロい。

　俺が手にした本をパラパラとめくっていくと、本番をしているシーンも普ふ通つうにあるじゃねえか。

　この絵、エロに関して情熱を注ぎ過ぎだろ。……たまんねえな。

　絵のち密さにも驚おどろかされたが表紙が妙につるつるしていて凹おう凸とつがない。普通の本とは手て触ざわりが違う。これって本当に凄いお宝じゃねえのか？

「おいおい、乱暴に扱あつかうなよ。これは人類の宝なんだからな」

「何が宝よ！　ただのエロい内容の絵じゃないのっ！」

「バカ野や郎ろう。これだけ綺き麗れいな絵で、男の妄もう想そうを具現化した本なんて高値で売れるぞ！　言葉は分かんねえけど、やってることは分かるからな」

「う、うううっ。変態！」

　肩かたを怒らしてそっぽを向いている。

　女子供にはこの価値が分からないようだ。最高の芸術作品じゃねえか。

「俺はお宝を調べておく。リーンはキース達と合流するか、休きゆう憩けいしていいぞ」

「そうする。……戦せん闘とうで魔ま力りよくがほとんど残ってないから、ちょっと休んでおく」

　邪じや魔ま者ものが扉から出て行ったので、本の内容を吟ぎん味みできるぜ。

　サキュバスの店で見せてもらう夢も最高だが、この本には俺が想像もしなかったシーンや行こう為いが描えがかれている。

　これをロリサキュバスに見せたら、夢の内容がランクアップしそうだな。何冊か持って行ってやるか。

　じっくり読むには時間が足りない。中をざっと確かく認にんしていくと、本の内容が偏かたよっている事に気づいた。

「男が責められている場面が多くねえか？」

　普通の作品もあるのだが、何故なぜか男が女性に責められているものが多い。

　逆の内容ならダクネスが喜んで買い取ってくれそうだが。

　入り口付近の本ほん棚だなにはエロい作品が多かったが、他ほかの本棚にはエロがない絵が描かれた本も大量にあった。

　多種多様な本を揃そろえているのか。このほのぼのした絵え柄がらで子供が多い作品ならリーンも読めそうだ。後で渡わたしてやるか。

　とりあえず、厳選したエロい作品を袋ふくろに詰めて持って帰る事にした。こういうのは部屋でじっくり読むに限る。量が多いからキース達にも運ばせないとな。

　そうだ、あいつらの方はどうなった。

　パンパンに詰まった袋を背負しよって部屋を出ると、もう一つの部屋の前でぼーっとしている二人がいる。

「どうした、何もなかったのか？」

「ああ、ダストか……。もう帰ろうぜ」

「そうだな。はぁ、ここにはこれ以上いる必要もないだろう」

　キースのやる気のなさはいつもの事だが、テイラーがこんな事を言い出すのは意外だ。

　そっちの扉とびらの先に何もなくて落ち込んでいるのか？

「そんなに落ち込むなって。こっちはお宝の山だぞ。これを持って帰ったら、絶対に金になるぞ」

　そう言って俺がもっともオススメの本を開いて、その絵を二人に突つき付ける。

　天てん井じようを向いていた目が本に向けられるが、……それだけだ。

「はぁー」

「ふぅー」

　これだけのエロい絵を前にして、ため息だと!?

「おいおい、お前らマジでどうしたんだ！　この絵を見てその反応はねえだろ。疲つかれていても別の部分が元気になるだろ普通！　俺のロングソードはギンギンだぞっ！」

「あー、まあ、エロいんじゃねえか」

「そうか、猥わい褻せつだな」

　なんだ、その鈍にぶい反応は。

　男なら歓かん喜きして盛り上がる場面だろ。疲ひ労ろうがピークに達しているとしても、この反応は男としてあり得ない。

　特にキースなんてエロと欲よく望ぼうの塊かたまりみたいなヤツだ。なんで食いついてこないんだよ。

「ど、どうしたんだ？　俺に隠かくれて何か悪いものでも食ったのか？　怒らねえから正直に話してみろよ」

「ダスト。二人とも疲れているだけでしょ。戦闘が激しかったし。じゃあ、もう見るとこもないみたいだから、とっとと帰りましょう」

　リーンが話に割り込んでくると、二人は覇は気きのない声で「ああ」とだけ答えた。

　こりゃ本格的に調子が悪そうだ。じゃあ、さっさとこいつらの袋にも本を入れるだけ入れて帰るか。

　慌あわただしく帰路につき、その最さ中なかも二人の足取りはしっかりしていたのだが、生返事で「疲れた」「だるい」を連呼していた。
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　次の日、冒ぼう険けん者ギルドのいつもの席で飯を食っていると、リーンが俯うつむき気味にとぼとぼとこっちに向かって歩いてくるのが見えた。

「なんだしけた面して、もしかしてあの日か？」

「あんたにはデリカシーって言葉はないの？　違ちがうわよ。キースもテイラーも調子が悪いらしくて暫しばらく休ませて欲しいって言ってきたの」

　対面の席に着いてため息交じりに店員へ注文をしている。

「あいつらまだ元気がないのかよ。俺のオススメの本を何冊か分けてやったのに……。まさかそれが原因で動けないんじゃないだろうな！」

　サキュバスの夢には劣おとるが、毎回あそこを利用できるほど裕ゆう福ふくじゃない。

　いつでもお手軽に欲望を満たせる、あの本は男にとってどれだけありがたいことか。

　カズマにも一冊渡すと、

「これ日本のエロ漫まん画がじゃねえか！　おい、何処どこで手に入れた！　義理の姉や妹といちゃいちゃするのはないのかよ！」

　と俺に迫ってくるぐらい喜んでいたな。

「そうか、キース達も頑がん張ばりすぎて精も根も尽つき果てちまったか」

「ちっがうわよ！　二人とも、数日は動きたくないんだって。体のだるさが抜けないそうよ」

「貧弱だな、おい。俺なんてこんなに元気だぜ」

「あんただけよ、……って言いたいところだけど、あたしも別に普通なのよね」

　あの二人だけ変な病気でも貰もらってきたのか。

　単に疲れているだけならいいけどよ。後で旨うまいもんでも持っていってやろう。

「まあ、しゃーねえわな。じゃあ、俺達も暫くは休業か」

「なわけないでしょ。もしかして忘れてない？　明後日あさつて、依い頼らい受けているでしょ。ほら村の周りにゴブリンが現れたらしくて、村に帰る人の護衛とゴブリン討とう伐ばつ。実入りのいい仕事で喜んでいたじゃないの」

「そういや、受けたなそんな依頼」

　日にちを指定していて、四人程度の冒険者を募ぼ集しゆうしていたので俺達は飛びついた。

　昨日の仕事の方が臨時で近場だったので引き受けたのだが、本命はこっちだったな。

「……どうすんだ？」

「どうもこうも、募集するしかないでしょ。臨時のメンバーを。四人分の依頼料を前まえ払ばらいで受け取ってるんだし」

「募集するにしてもよ、前例があるからなぁ」

　以前、俺を外して臨時で雇やとった男が犯罪者集団の一員で、危険な目に遭あうところだった。

　そこは俺の機転と判断力で何とかなったんだが、またそういう輩やからを摑つかまされる可能性だってある。

「さすがに、二度はないでしょ。ギルドだってあの一件以来、新入りや余所よそ者ものの冒険者には気を付けているみたいだし」

「二度続けてはねえよな。とりあえず怪あやしいヤツは省くって事で募集かけてみるか」

「うん分かった。ちょっと、ルナさんに相談してくるね」

　リーンがカウンターの掃そう除じをしていたルナに駆かけ寄り、臨時メンバー募集の申し込みをしているようだ。

　掲けい示じ板ばんに張り紙をして、あとは誰だれか来るのを待つだけか。

　せめて一人、いや、二人は必ひつ須すだ。職業は盗とう賊ぞくか戦士系がベストか。遠えん距きよ離り攻こう撃げきができるヤツがもう一人いてもいいな。

　まあ、俺達はアクセルの街ではちっとは名の売れた冒険者だからな。直すぐに人が押し寄せて、選びきれない状じよう況きようになる。そうに決まっている。
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「来ないわね……」

「だな……」

　窓まど際ぎわの特等席で臨時メンバー募集の張り紙をテーブルの縁ふちからぶら下げているが、誰も寄り付きやしねえ。

　掲示板の紙を確認してから、俺達の方をちらちら見る連中は結構いるんだが、顔をしかめて近寄ろうとしない。

　朝から待っているのに、もうそろそろ昼だ。

　少し離はなれた席にいる紅こう魔ま族ぞくのゆんゆんが、メニューで顔を隠しながら何か言いたそうにこっちを見ているが、今日はやる事があるので放置しておこう。

　相変わらずぼっちで一人遊びをしているみたいだしな。

「やっぱ、ダストみたいなチンピラと同じパーティーには入りたくないわよね」

　リーンが横に座っている俺を半眼で睨にらみながら、八つ当たりしてきた。

　そうかい。そんな事を言うのならこっちも言わせてもらおう。

「おいおい。俺のせいにする前にもっと男受けする格好でもしたらどうだ？　そんな露ろ出しゆつ度どが低くてサービス精神のない女ってどうなんだ？　肩を出すとか胸むな元もとを大きく開けるとかしろよ。冒険中にポロリもチラリも期待できねえだろ。なんだよ、その子供っぽい格好はよぉ。色気って言葉知ってっか？」

「うっさいわね。あたしはこの格好が気に入っているのよ。あんたがセクハラや揉もめ事ばっか起こしているから、誰も近寄らないのよ！　責任取りなさいよ！」

「すみませんでしたー。って謝るとでも思ったか！　ない色気を振ふり絞しぼって、媚こびでも売れや！　貧弱な胸でも一部には需じゆ要ようあるみたいだからな！」

　以前、そんな一部のマニアック集団が関かかわってきて面めん倒どうな目にあったばかりだ。

「もう許さない。杖つえの先せん端たんを口に突っ込んで魔法撃うち込んでやる！」

「お前は発想がエグいんだよ！　許さねえのは俺の方だ、表に出ろや。俺の偉い大だいさをその身に叩たたき込んでやんぜ！」

　俺達が立ち上がると近くから「あっ」と聞き覚えのある女の声がしたが、無視してギルドの外に出ていく。

　先に出て腕うでを組んでリーンを待っていると、少し遅おくれて出てきた。

「今日こそはどっちの立場が上か、その身に教え込んでや──」

「『ライトニング』ッ！」

「あっぶねっ!?　てめえ、いきなり問答無用で撃ち込むな！　出る前に詠えい唱しようを終わらせていやがったな！」

「ちっ、毎回これに引っかかるくせに、今日は避よけられたか」

「なんちゅう狂きよう暴ぼうな女だ。だが、もう俺には隙すきはねえぜ。さーて、どうしてくれようか。まずはひん剝むいて、女として生まれてきたことを後こう悔かいさせてやるよ！」

　両手を肩かたより少し上に構え、指を怪しく蠢うごめかせる。

　もう詠唱させる気はない。ここからは一方的な蹂じゆう躙りんが始まる。覚かく悟ごしやがれ。

「いい加減にしてください！　皆みなさんが迷めい惑わくしていますので、よそでやってもらえますか、ダストさん、リーンさん」

　攻こう撃げきに移る直前に邪じや魔ましに入ったのは、こめかみに血管を浮うき立たせて微笑ほほえんでいる、受付のルナだった。
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　店の前に売れ残りのテーブルと椅い子すを出して、募集の張り紙をぶら下げている。

　道行く人々がこっちを見ているが、全員が物もの珍めずらしそうに眺ながめているだけで声すら掛かけてこない。

　たまに子供が物珍しそうに駆け寄ってくると、慌てて母親が捕つかまえる。

「こら、怪しい人に近づいたらダメだって、いつも言ってるでしょ」

「お母さん、何であのお兄ちゃん達、こんなところで椅子に座っているの？」

「大人には色々事情があるのよ。そっとしておいてあげなさい」

　母親が優やさしい目をして俺を見つめると、子供を連れて立ち去っていく。

「ねえ……。ねえ、これって意味があるの？」

　恥はずかしがっているのか。俯いたまま顔を一いつ切さい上げないリーンが、隣となりに座った状態でぼそっと呟つぶやいた。

「しゃーねえだろ。ギルドでの勧かん誘ゆうを断られて、他ほかに人通りの多い場所が思いつかなかったんだからよ」

「だからって……」

　ギルドで大声を上げて、外で喧けん嘩かをしたのがマズかったらしく、ギルド内と周辺での勧誘を禁止されてしまった。

　それで仕方なく大通りに面したここに陣じん取どったわけだ。ギルドの掲示板にもここで面接をすると書いておいたので問題はない。

「俺もこんな辛しん気き臭くさい店の前でやるのは嫌いやだけどよ、しゃーねえだろ」

「だったら帰れや！　なんでお前は毎回毎回、俺の商売の邪魔をするんだ！」

　後方から聞こえる怒ど鳴なり声に振り返ると、雑貨屋のオッサンが俺を見下ろしている。

　客がいない事で有名なくせに、小さなことで文句を言うんじゃねえよ。

「商売の邪魔？　何言ってんだ。ここで俺達はパーティーメンバーを募集する。興味のある冒険者が殺さつ到とうする。面接中に時間を持て余した連中が店の商品を物色して買う。……かもしんねえだろ」

「ねえよ。言うなら最後まで自信をもって言い切れよ。周りを見て見ろ。誰一人として近づこうとすらしねえ」

「……ここの住民は照れ屋が多いみたいだな」

「だからねえよ。店の前で怪しげな勧誘をしているヤツに寄る人がいたら、逆に驚おどろくぞ。リーンちゃんも大変だねえ。こんな本能の赴おもむくままに生きているヤツのお守もりをして」

「ははは。金かね遣づかいが荒あらくて、女の尻しりばっかり追っかけていて、問題しか起こさなくても仲間だから。こんなんでも」

「お前ら、人の悪口はいないところで言えよ……」

　オッサンは肩をすくめて店の奥に消えていく。

　リーンは少し恥ずかしさが薄うすれたのか、顔を上げて空を眺めている。

　俺も頭上へ視線を向けると、潰つぶれた魚のような形をした雲が泳いでいた。

「のどかだな」

「明後日の事を考えないでいいなら、ぼーっとしているのも悪くないんだけどね」

「そうだな。このまま誰もこなかったら、カズマ達にでも頼たのむか。どうせ暇ひましてんだろ」

「どうなんだろう。ほら、最近はダクネスの一件で色々あったみたいだし。噂うわさでは魔王軍幹部討伐が認められて王都に呼ばれたって話よ」

「かーっ、立派になったもんだな。カズマも」

「羨うらやましいんじゃないの？　あんたも活かつ躍やくしたら、アイリス姫ひめ様に謁えつ見けんできるかもしれないわよ」

　脇わき腹ばらを軽く肘ひじで突つくリーン。

　からかっているだけだと分かっているが、姫様という言葉に少し動どう揺ようしそうになった。

「別に興味ねえな。王とか貴族連中に囲まれるなんて、想像しただけでぞっとするぜ」

　あの時の事を思い出すと何とも言えない気持ちになる。

　姫様か……。

　あの方に似ているリーンの口から、姫様という言葉が出た事に皮肉を感じずにはいられなかった。

「本当にー？　あんたの事だから、そういう話題には飛びつくかと思ったのに」

「残念だったな。俺は金と女には興味があるが権力には──」

「あれっ、ダストさん。こんなところで何を。新しい悪だくみでも思いついたんですか？」

　この声はあいつか。

　振り返ると目の前に大人しい格好をしたロリサキュバスがいた。

　今日は露出度の少ない落ち着いた感じの服装だ。

　さすがに街中をうろつく時はあの布面積が極きよく端たんに少ない、店で着ている下着のような格好はしないのか。

　あれだと警察に捕まりかねないから、そりゃそうか。

「最近、お店に顔を出していませんね。またお金が尽つきたんですか？」

「おい、バカ！」

　サキュバスの店の話を、こいつの前でするな！

　お前らの男の欲よく望ぼうを満たしてくれる夢の店の事は冒ぼう険けん者の男だけの秘密だろ。

「あれ、前に助けてもらった子よね？　お久しぶりー。ところで、お店って何？」

「あの、こんにちは。ええと、そのですね。お店というのは、あれでして……決して怪しいお店とかそういうものでは……」

　助けを求めて、ちらちらこっち見るな。

　ほんと急な展開に弱いな、ロリサキュバスは。

　見るからに怪しいと言っているようなものだろ。

「そいつあがり症でな、知らない人と話すのがちょっと苦手なんだよ。店ってのは俺が行きつけにしている喫きつ茶さ店てんだ。制服がちょっとエロくてな、お気に入りなんだぜ」

「ああ、そういう事ね。仕事とはいえ、こいつの相手大変でしょ」

「そんな事はないですよ。困った時も助けていただきましたし、問題も多い人ですけど頼れるところも……あるのかな？」

「ふーん、ダストがねえ」

　助けたことを恩に着ているようで、珍めずらしく俺の事を褒ほめてくれている。

　リーンは不信感を隠かくそうともせずに半眼で俺を睨むのを止やめろ。

「メンバー募ぼ集しゆうって書いていますけど。何かあったのですか？」

「仲間の二人が体調を崩くずしてな。明後日あさつての仕事に差し支つかえがあるから、こうして募集してんだよ」

「そうなんですか、お二人ともご苦労様です」

「ありがとうね。あっ、そうだ。よかったら、あなたやってみない？　魔法で人の夢を操あやつれるぐらいだから、他の魔法も使えるわよね。手を貸してくれると助かるんだけど」

「いえ、私がまともに使えるのはアレぐらいで、冒険にも出たことがないから足を引っ張ると思いますし……」

　また俺に助けを求める視線を飛ばしてくる。

　そういやロリサキュバスの説明をする時に、初心者ウィザードだって噓うそをついた気がする。

　こいつを連れて行くと問題しかないだろうから、誤ご魔ま化かしておくか。

「リーン。こいつは戦せん闘とうで使えるような魔法がねえんだよ。連れて行っても役に立たねえって。あれだ、最終的に人手が足りなかったら人数合わせに頼むってのはどうだ」

「あっ、それなら構いませんよ。もし、本当に人手が足りなかったら言ってくださいね。それでは、仕事がありますので」

「ごめんね、足止めしちゃって。あの時はありがとうー」

　リーンが手を振ると、ロリサキュバスはぺこりと頭を下げて立ち去っていく。

「いい子よね。あんたの知り合いとは思えないわ」

「あいつはあいつで、色々問題があったりするんだけどな。まあ、いいや」

「四人でやらないとダメだから、いざという時はあの子に頼もうよ」

「人が足りなかったら考えるさ。おっと、誰だれか興味を持って近づいてきているようだ……ぜ」

　こっちに歩み寄って来る人ひと影かげが見えたので顔を向けると、そこには金属鎧よろいを着た金きん髪ぱつの女がいた。

「げっ、何だてめえかよ」

　そいつは見知った顔だった。カズマ達のパーティーメンバーで、前衛を担当しているクルセイダー、ダクネス。

　見た目も悪くないし、防ぼう御ぎよに関しては優ゆう秀しゆうなんだが……。

「人の顔を見てガッカリするなんて失礼ではないか。ギルドで冒険者募集の張り紙がしてあったから、ルナに聞いてわざわざここまで来たというのに。人手が足りないのであれば、私はどうだ？」

「断る！」

　一いつ瞬しゆんの迷いもなく即そく答とうした。一度こいつらと関かかわって酷ひどい目を見た過去があるので、二度と組もうとは思えない。

「ちょっと、ダスト！　人が来なかったらカズマ達に頼もうかって、言ってたじゃないの。前にカズマ達と組んだ事もあったんでしょ」

「あー、そこのダクネスが抜ぬけていた時に手伝ったな。リーンいいか。確かにカズマ達に頼もうか、とは言った。それは認める。だがな、それはカズマが一いつ緒しよなのが前提だ。保護者がいねえと単独で扱あつかえる相手じゃねえ。リーン、お前は鎖くさりに繫つながれていない猛もう獣じゆうを鞭むちも持たずに操る自信はあるのか？」

「本人を前にして何たる罵ば倒とう。なんだ、これはご褒ほう美びなのか」

　頰ほおを赤く染めて呼吸の荒いダクネスを見て、リーンが若じやつ干かん引いている。

　少しだけヤバさを理解してくれたようだ。

「攻撃は当たらねえし、ただ硬かたいだけじゃねえか。おまけに敵には無む駄だに特とつ攻こうしやがるし、敵の攻撃を受けて喜びやがる。まだまだあるぞ」

　指折り欠点を数えると、目の前でダクネスが頰を染めてもじもじしている。

「改めて言われると、少し恥ずかしいのだが。これは羞しゆう恥ち責めとは何か違ちがうような……」

「…………」

　リーンが俺の発言とダクネスの反応を見て、無言になった。どう反応していいか分からないようだ。

「だいたい、カズマ達はどうしたんだよ。仲間と依い頼らい受けたらいいだろうが」

「それがだな、今までの借金やらが帳消しになって大金が転がり込んできてからというもの、家から離はなれようとしないのだ。あの男はまったく」

　カズマは働く気がないのか。それじゃあ、ダクネスを雇やとう理由は消えたな。

　しっかし、問題児を三人放置するのはやめて欲しいぜ。

「大体そんな事している暇あるのか？　領主が失しつ踪そうして代わりにお前さんの親父おやじさんがアクセルの領主になったんだろ？　んでもって、体調の悪い親父さんに代わって、今はお前さんが色々動いているって聞いたぜ。冒険者やってる暇はねえんじゃないか？」

　どうにか追い返そうと質しつ問もん攻ぜめにしてみる。

「そうなのだが、慣れぬ事をしているとストレスが溜たまってしまってな。魔ま物ものにいたぶられたら気分も晴れ……気分転てん換かんも兼かねて、依頼を受けようと思った次し第だいだ」

「今いま更さらきりっとした顔しても無駄だ。どうせ、他ほかのヤツらに断られてこっちに来たってオチだろ」

「うぐっ」

　図星だったようだ。カズマの一行は一ひと癖くせも二癖もある連中で有名人だからな。正直、こいつらと一緒にいるとこの身がもたない。

「あんたを雇う気はねえ。お帰りはあちらだぜ」

「くっ、覚えていろよ！　こんな大衆の面前で恥はじを晒さらされるとは……。悪くないと思ってしまった私は、もうダメなのだろうか」

　危ない事を呟つぶやきながら、どっかに行ってくれた。

　ダクネスは完全に手て遅おくれだと思う。

　性格というか、性せい癖へきさえあんなんじゃなければ優秀だと思うんだが、何かと惜おしい女だ。

「ダクネスの噂は耳にしていたけど、人は見た目によらないのね……」

　小さくなっていく後ろ姿を見つめながら、リーンが腕うでを組んで唸うなっている。

　現実は時に残ざん酷こくだ。地位も見た目も悪くないってのに、もったいないよな。

「おや、ダクネスが怒おこっていたので何かと思えば、メンバー募集ですか」

「……また来たぞ、問題児が」

　入れ違いに現れたのは頭のおかしい爆ばく裂れつ娘むすめこと、紅こう魔ま族ぞくのめぐみんだった。

　ダクネスの話を聞いて嫌いやな予感はしていたが、まさかこいつまで来やがるとは。

「ほほう。メンバー募集ですか。……カズマの悪いところを煮に詰つめて固めたような男ですが、致いたし方ありません。運よく暇を持て余していた、偉い大だいなる爆ばく裂れつ魔法の使い手は必要あり」

「ません！」

　最後まで聞かずに断る。

　頼たよれる仲間を募集しているのであって、問題児の面めん倒どうを見る保育施し設せつではない。

「まだ途と中ちゆうではないですか！　魔王軍幹部を屠ほふった爆裂魔法に興味はありま」

「せん！」

「何でですかっ！　最強の攻こう撃げき力を誇ほこる爆裂魔法の担にない手を仲間にできる、最初で最後のチャンスですよ！　今なら晩ばん御ご飯はんを奢おごってくれるだけで構いませんからっ！」

　必死に懇こん願がんしてくるという事は、ダクネスと同じで他の冒険者達に断られたんだろうな。

　爆裂娘の言っている事は間違いではない。確かに破は壊かい力は申し分ない。

　でもな──

「一発だけしか撃うてない燃費の悪い魔法なんていらねえよ。ゴブリン相手にそんな火力は必要ないんだって。お帰りはあちらだ」

　俺が大通りを指差すが、めぐみんは立ち去る気配がない。

　ちらっとリーンに目をやると、何とも表現しづらい困り顔をしている。

　同じ魔法使いとして尊敬する部分もあるらしいが、日ひ頃ごろの悪評を耳にしていると……。まあ、こんな表情にもなるわな。

「さあ面接を始めましょうか。こう見えても、様々なバイトを経験していますので、面接には慣れていますよ」

　話を無視して対面の席に座った。

　この図太さ、同じ紅魔族のゆんゆんに分けてやれよ。

「お前さんのような性格でバイトがよく勤まったな」

「ええ、まあ。器量は悪くありませんから」

「自分で言うな、自分で。面接も何も断ったろうが」

「ふっ、あれぐらいの断り方で引くようなやわな人生を送っていませんよ。泣きながら『残り物で良ければ全部やるから、もう来ないでくれ！』ぐらいの拒きよ絶ぜつを示さないと断固としてここを動きません！」

　たちが悪すぎんぞ。

　無駄に気合いが入っているこいつを、どうやったら追い出せるのか。そこが問題だ。

　何でメンバー募集しているだけなのに、こんな無駄な苦労を背負しよい込んでんだ俺は。

「どうすんのよ、ダスト」

「まあ、任せとけ」

　耳打ちするリーンに小さく頷うなずき返す。

　このまま帰るのを期待しても無駄みたいだな。仕方ない、面接の振りでもしてやれば満足するだろう。

「じゃあ面接を開始するぞ。俺達は護衛とゴブリン退治の依頼を受けていて、その仲間を募集している。お前さんのアピールポイントを教えてくれ」

「圧あつ倒とう的な火力が自じ慢まんです！　どんな相手でも粉ふん塵じんに帰きしてくれますよ！」

「なるほど、圧倒的な火力が売りと。じゃあ、四方からゴブリンの群れが現れたらどうすんだ？」

　勢い良く立ち上がり杖つえを掲かかげて自信満々の態度だったのに、すっと目を逸そらして座るとテーブルに視線を向けて顔を上げようとしない。

「それは……その」

「ちゃんと答えてくれませんかね。周囲にゴブリンが現れた場合、あなたはどうするんですかー。ハッキリと答えていただけないと、こちらも困るんですよ。おや、傷ついた振りですか。やめてくださいよ、まるで私が悪い事をしているみたいじゃないですか」

　バンバンとテーブルを叩たたいて圧あつ迫ぱくする。

　こういう場合は丁てい寧ねいな口調の方が追い詰つめるのに向いている。

「うっわぁ」

　隣となりでリーンが冷めた目でこっちを見ているが、こいつをどうにかして追い出さないと酷い事になるのは、お前もなんだぞ。

「えーと、その、一番敵の多いところに爆裂魔法を撃って……」

「なるほど。その一撃でゴブリンが数体吹ふき飛びました。残っているゴブリンはまだ十数体います。そこであなたの次の役割を答えてください」

「あのですね……。その……」

「こ、た、え、てください。まさか何もせずに寝ねているだけとか言いませんよね！　仲間が必死で戦っている時に、どうされるのですか？　そこをハッキリ教えていただけないと、こちらとしてもあなたを雇うわけには」

　俺が問い詰めると、すくっと立ち上がり無言で走り去っていく。

　遠くで物もの陰かげに隠かくれてこっちを見ていたダクネスと合流して、何か話をしているな。

　杖の先をこっちに向けて何かしようとしているのを、ダクネスが羽は交がい締じめにして止めている。

　……なにやってんだ。

「いくらなんでも、あれは酷くない？　もっとやんわりと断るとか」

「お前は知らないだろうけどな、あの爆裂娘がやらかした話をカズマやゆんゆんから聞いたら、俺の判断が正しかったって感謝する事になるぜ」

　それに爆裂娘が仲間になったら、魔法使いがダブることになる。バランスがかなり悪くなってしまう。

　実際の戦せん闘とうで戦士系が俺だけの状態で、動けなくなっためぐみんを背負いながらリーンを守るのは不可能だ。

　俺だけならまだしも、リーンを危険に晒すわけにはいかない。

「そんなに酷いとは思えないんだけど」

「今度、カズマがいる時にあっちのパーティーに交ぜてもらったらどうだ。俺の言ったことが実感できるぞ。カズマがいれば大だい丈じよう夫ぶだろうよ。……たぶん」

「不安しかないわね、そんな言い方されると」

「どんだけ、うちのパーティーがまともで恵めぐまれているか実感でき……。おいおい、マジかよ。頼たのむから、もう勘かん弁べんしてくれよ」

　また一人、こっちに向かってくる女がいる。

　この流れだと、やっぱ来るよな。

　青い髪かみをした迷めい惑わく教団のプリーストをしている、自じ称しよう女め神がみが持ちネタの女。

「あんたは前に私が蘇そ生せいしてあげた……。誰だれだっけ？」

「ダストだよ！　前も名乗っただろうが！　あん時は世話になったな。そこは感謝しているぜ」

　ヒュドラに美味おいしくいただかれて、半分溶とけかけていたところを蘇生してくれた恩があるので、こいつにはあんまり強く出られないんだよ。

「そうそう、そんな名前だったわね。それで、こんなところで何でメンバー募ぼ集しゆうしてんの？」

「ギルドから追い出されてな。でも人員は埋うまったから、もう片付けるぜ」

　こいつまでメンバーになりたいと言い出さないうちに撤てつ収しゆうだ。

　プリーストとしての腕は評価しているが、性格の面ではあの二人よりも厄やつ介かいだとカズマが言っていた。

　実際、カズマ抜ぬきで一いつ緒しよに冒ぼう険けんした際に、その破は天てん荒こうぶりを目まの当たりにしている。

　回復役は俺達のパーティーにも欲しいと思っているが、こいつは問題外。

「ちょっと、こっち来て」

　立ち上がったリーンに、強ごう引いんに店の方へと引っ張り込まれた。

「昼間から男を暗がりに連れ込むとは大だい胆たんだな」

「ふざけないで、まだ誰も決まってないのに何言ってんのよ。あの人、あんたを蘇生したアークプリーストの、アクアさんだっけ？　あんなに凄すごい人ならこっちから勧かん誘ゆうするべきでしょ」

「お前はなんも分かってねえな。腕は確かだ、それは認める。だがな、あのカズマが三人の中で一番の問題児だと言い切ったんだぞ。ちなみに俺もカズマと同意見だ」

「でもプリーストでしょ？　聖職者がそんな問題行動をするとは」

「あの、アクシズ教だぞ」

　迷惑集団として魔ま王おう軍にも認にん知ちされていると噂うわさされている、アクシズ教徒。

　そこのプリーストなんて不安材料でしかない。おまけに自分は女神だと言い切る、頭のおかしいヤツだ。

「で、でも。プリーストは前からうちのパーティーに欲しかったし」

「おう、アクシズ教徒以外ならな」

「ねえー、何話してるの。独りにされると寂さびしいんですけどー」

　背を向けて話し込んでいた俺達の背後から、アクアの声がする。

　振ふり返るとテーブルに身を乗り出して、こっちを覗のぞき込んでいた。

「すまねえな。ちょっとした話があってよ。もしメンバー募集で来てくれたのなら悪いが、さっきも言った通りメンバーは決まったから」

「でも、ダクネスもめぐみんも、まだ決まってないって言ってたわよ？」

　くそ、あいつらから話を聞いていたのか。

　二人が断られたのを知って、なんでこいつも来るんだよ。

「だったら、私を雇やといなさいよ。死んでも直すぐになら蘇生できるわよ！　お礼は酒代で勘弁してあげるから」

　そこは確かに魅み力りよく的だ。俺も蘇生してもらったから噓うそでない事は知っている。

　でもそのメリットを台無しにする問題点が多すぎるんだよ。

「他ほかにもアンデッドなら即そく浄じよう化かもできるわよ」

「生憎あいにく、ゴブリン退治だから出番はないんじゃねえか」

「ゴブリンかー。ジャイアントトードでなければ構わないわよ！　もうヌメヌメになるのは勘弁してほしいけど」

　アレが苦手なのか。噓でもそう言っておけばよかった。

　あの二人と違ちがって能力面では問題が無いから断りにくい。いっそのこと連れていくか？　でもな……。

　アクアの後方へ視線を向けると、面接で断った二人が物陰からじっとこっちを見ている。

　こいつを選んだら、絶対あの二人も文句を言って付いてくるぞ。

　一人ならまだしも三人となると制せい御ぎよする自信はない！

　諦あきらめさせる最善の方法はないか！　何か上う手まい言い回しは……。そういや、前に聞いたことがあったな。試ためしてみるか。

「実はそのなんだ、バニルの旦だん那なが手伝ってくれる事になってんだよ」

「はあああんっ!?　あんたあの糞くそ悪魔と一緒に冒険すんの？　何考えているのよ、あれは便所にこびりついた、何度擦こすっても落ちない汚よごれ並みの存在だって分かってんの！」

「そ、それは言いすぎだろ。バニルの旦那には良くしてもらっているからな。一緒でいいなら、来ても構わねえぜ」

「嫌いやに決まってるでしょ！　女神である私が悪魔と一緒に冒険なんて、できるわけがないじゃないの！」

　頑かたくなに女神設定を譲ゆずろうとしないな、こいつは。

　噓もここまで貫つらぬき通せば立派なもんだ。

「そうか。そりゃ残念だ。また機会があったら頼むぜ」

「あんなのと付き合うのは止やめた方がいいわ。女神からのありがたい忠告よ」

「おう、肝きもに銘めいじておくぜ」

　立ち去るアクアの背に手を振りながら、拳こぶしを握にぎりしめている。

　厄やつ介かい払ばらい成功だ。一仕事終えた気分だぜ。ギルドに戻もどって一いつ杯ぱいやるか。

「これで万ばん事じ解決だな」

　リーンに顔を向けると、ため息を吐つかれた。

「知ってる？　まだ何も解決してないのを。誰もメンバー増えてないんですけど」

「……あっ」

　あいつらを追い返すのに必死でメンバー募集の事が頭から抜けていた。

　そうだ、明後日あさつて出発するまでに二人集めるのが当初の目的。

　このままでは、前金を返す羽目になってしまう。

「どうすんだよ、金はねえぞ」

「なんでないのよ。二日前に渡わたしたばかりでしょ」

「んなもん、とうの昔に使い果たしたってえの。知ってるか、金は溜ため込まずに使っていくことで経済が回るんだぜ？」

「あんたのは後先考えない浪ろう費ひでしょ。ほんと困ったわね。誰か知り合いの冒険者で暇ひましている人がいるといいけど」

「マジでどうすっかな」

「でさ、そろそろ反応してあげた方がよくない？　かわいそうになってきたわ。ギルドでもこっちをちらちら見ていたわよ」

　顔を突つき合わせて話しているリーンの視線が横にずれる、その先に何があるのか知っているので、あえてそっちを見ない。

「リーンも気づいていたのか」

　俺達がこの場所に居座ってからずっと少し離はなれた場所をうろついては隠れ、こっちに近づこうとしては何かぶつくさ呟つぶやいて戻る。それを飽あきずに繰くり返している不ふ審しん人物。

　そいつは顔もスタイルも年の割には悪くない。おまけにアークウィザードで上級魔法も操あやつれる紅こう魔ま族ぞく。

　だというのに常に一人で行動をしている、ぼっち魔法使い──ゆんゆん。

「知らない仲じゃねえんだから、もっと気軽に声かければいいのによ」

「人付き合いが苦手なんでしょ。冒険者内で有名な話じゃないの」

　あいつの場合は人付き合いが苦手と言うより、ただ単に人見知りなだけの気がするが。

　俺に対しては言いたい事をずけずけと言ってくるのにな。

「んー、誘さそってやるか。仲間に入りたいってオーラが全身から立ち上ってやがるぜ」

「あの子って純じゆん粋すいそうだから、本当はうちのパーティーに入れたくないんだけどね。あんたとかキースに毒されそうだし」

「どういう意味だ。どっちにしろ、一時的なメンバーだから心配は無用だろうが。そもそも、俺とゆんゆんはもうダチだぜ。お前は断ったけどよ」

　以前、俺がゆんゆんに友達を作ろうとリーンを紹しよう介かいしたことがあったが、こいつが深読みして断りやがったからな。

「あんたからの頼み事なんて、怪あやしんで警けい戒かいするに決まっているでしょ。言葉の意味通りだとは思いもしなかったわ。てっきりからかっているのかと思ったのよ」

「勝手に誤解したお前が悪いんだろ。俺だってたまには善意で人のために動く時もあるってえの」

「年に一度あるかないかでしょ？」

「その減らず口、二度と叩たたけないように俺の唇くちびるでふさいでやろうか」

「やれるもんなら、やってみなさいよ。変な事したら、ダストの事が大好きなあの貴族に、あんたの下着送りつけてやるから！」

「おい、やめろ！　それは人としてやっちゃいけないことだろ!?」

　何故なぜか俺に対して怒いかりをぶつけているが、それはマナー違い反はんだ。あの一件は俺にとってトラウマなんだぞ！

　俺達が罵ののしり合っている最さ中なかも、視界の隅すみで前後運動を続けているゆんゆん。

　こっちから声をかけない限り、延々と繰り返していそうだ。

「ちょっとかわいそうになってきたから、ダストが声かけなさいよ」

「いや、あいつ入れたら魔法使いが二人になんぞ？　バランス悪くねえか」

「あれぐらい優ゆう秀しゆうなアークウィザードなら、仲間になってもらって損はないでしょ。ほら、話しかける勇気なくて若じやつ干かん涙なみだ目めになってきているじゃないの」

　何度か間合いを結構詰つめてきているんだが、あと一歩踏ふみ出せないのか。

　たぶんリーンがいなければ、ためらいながらも俺に話しかけられるのだろうな。

　しゃーねえな、構ってやるか。

「おっ、ゆんゆんじゃねえか。どうした金貸してくれるのか。飯の誘いなら酒のうまい店にしてくれ。もちろん、お前さんの奢おごりでな」

「貸しませんし、奢りません！　って、ぐ、偶ぐう然ぜんですね。こんなところで何をしているんですか」

　嬉うれしそうな笑え顔がおを浮うかべながら走って来る姿が、尻しつ尾ぽを振って駆かけ寄る犬に見える。

　今気づいたみたいな小こ芝しば居いをしているが、残念なほどに演技力がない。

　毎回ぼっちを誤ご魔ま化かす時も芝居が下手すぎて見るに堪たえない。俺を見習ってもっと堂々と図ずう々ずうしく生きればいいのに。

「あー、うちの二人が体調崩くずしてな。臨時で募集中なんだよ」

「へぇー、そうなんですかー。それは困りましたねー」

　話を振ったのに、その反応はないだろ。白々しくて下手すぎる、棒読みの役者か。

　ここで俺が誘うべきなんだろうが……。ゆんゆんのコミュ障を克こく服ふくするためにも、もう少し話を続けてみるか。

　これぐらいは自分から切り出せないと、この先ヤバいだろ。

「まあな。誰だれもいねえからそろそろお開きにして、知り合いに頼たのもうかと思ってよ」

「そ、そうなんですね。それでその、もしお困りなら……」

「あーんっ、声が小さすぎて聞こえねえな。なんか俺に言いたい事でもあんのか？　あとあの恥はずかしい名乗りはしねえのか？」

「あれは里の掟おきてみたいなものだから、別にしたいわけじゃ。そんな事より、ええとですね。あの、その、もし人手が足りないなら……その」

　俯うつむいて手をもじもじさせて、それでもハッキリしない。

　爆ばく裂れつ娘むすめと俺の前だけならもっとハキハキ話すのにな。

「ダストもいじめないの。もしよかったら、数日でいいから仲間になってくれない？　報ほう酬しゆうもちゃんと渡すから」

　リーンが俺の頭を小こ突づくと話に割り込んできた。

　俺とゆんゆんのやり取りに苛いら立だったみたいだ。

「私で……いいんですか？」

「うん。お願いできるかな」

「はい、ふつつか者ですがよろしくお願いします！」

　本当に嬉しかったのか、大おお袈げ裟さに何度も頭を下げている。

　頼んだのはこっちの方なんだが、これじゃ立場が逆だ。

「おう、よろしく頼むぜ。明日あしたまたギルドの方に来て……いつもいるな。声かけるから待っていてくれや」

「分かりました！　お待ちしています！」

　スキップを踏みながら立ち去る後ろ姿には、嬉しさがにじみ出ている。

　実際に戦力としては申し分ない。むしろ一人でも大だい丈じよう夫ぶな気がするが、手伝ってくれるならこっちとしては儲もうけものだ。

「とりあえず、一人は確保ね」

「日が暮れてきたから、続きは明日やるか。あと一人ならなんとでもなるだろ」

「そういう楽観的なとこはどうかと思うけど。たぶん大丈夫よね」

　売り物のテーブルと椅い子すを雑貨屋の元の位置に戻し、リーンがオッサンに何か謝っている。

　どうせ売れない物だから、気を遣つかう事はないのにな。

　期限まであと一日あるんだ、今日はさっさと飯食って酒飲んで寝ねるぞ。

　明日の事は明日考えりゃいい。
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　ギルドのいつもの席で大あくびをしながら朝食を食っていると、正面に座って俺を半眼で睨にらむ女がいる。

「でさ、見つからなかったわけなんだけど。あんた昨日、俺に任せておけとかいって他ほかの冒ぼう険けん者と殴なぐり合いの喧けん嘩かをして留置場に一いつ泊ぱくした件について、言い訳はある？」

「俺は悪くねえ！　冒険者募ぼ集しゆうの話をしているってえのに、前に借りた金の話を持ち出す相手が悪い！」

　依い頼らい当日になっても残り一人が見つからず不ふ機き嫌げんなリーンと、どうしていいか分からずにおどおどしている、ゆんゆんがいる。

「ど、どうするんですか。四人いないとダメなんですよね？」

　人と組んでする今回の仕事が、楽しみで仕方がなかったゆんゆんが本気で慌あわてている。

　昨日はギルドで『初めてのパーティー、初心者マニュアル』や『気軽に人と話す方法』といった本を読み漁あさっていたぐらいだからな。

　冒険用に食料品を大量に買い込んでパンパンだった荷物を、さっき俺が朝食代わりに食べて軽くしてやったら涙目になって追いかけ回してきた。

「心配すんな。こいつを呼んどいたから」

　俺が振ふり返り手招きすると、一人の少女が俺の隣となりに立った。

　その人物を見て、二人は納なつ得とくしてくれたようだ。

「冒険は初めてなので、よろしくお願いします」

　ぺこりと頭を下げたのはロリサキュバス。早朝に頼み込んで承しよう諾だくしてもらった。

　一応、マントや帽ぼう子しを被かぶって魔ま法ほう使つかいっぽい格好はしている。

　前衛一人に後は魔法使いが三人という、お世辞にもバランスが取れたパーティーとは言えないが何とかするしかない。

「ごめんね、これが無理を言って」

「は、初めまして！　紅魔族のゆんゆんです！　趣しゆ味みは一人でできるゲームと読書です！　友達はいつも募集しています！」

　なんで、ゆんゆんの方が緊きん張ちようしてんだ。お見合いやってんじゃねえぞ。

　ほんと、初対面の相手には弱いよな。傍そばにいるだけで緊張感が伝わってくる。

「初めまして、ゆんゆんさんですね。私は……ロリーサです」

　これは早朝に考えた偽ぎ名めいだ。

　悪魔というのは真名を教えるのは都合が悪いらしい。それで適当に考えた。

　これなら間ま違ちがえてロリサキュバスと口にしそうになっても大丈夫だろう。

「皆みなさんも魔法使いなんですよね。先せん輩ぱい方、よろしくお願いします」

「先輩……。悪くない響ひびきよね」

　リーンがまんざらでもない顔をしている。

　あれ？　先輩と呼ばれて一番喜びそうなヤツが静かだな。

　ゆんゆんが黙だまっているので視線を向けると、ニヤついて緩ゆるむ頰ほおを両手で押さえていた。

「ふふっ。先輩かー。後でめぐみんに自じ慢まんしようっと」
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　予想以上に嬉しかったようだ。

　あれ、今ふと思ったんだが。これってハーレムパーティーだよな！

　カズマ達と同じ、女三人に男が一人。

　これって恵めぐまれているはずなんだが、ただな……。

　ゆんゆんはスタイルだけは悪くない。だが年が若すぎる。

　ロリサキュバスの年ねん齢れいは相当上っぽいが、見た目はこの中で一番幼い。

　そうなるとリーンか。性格がキツイのと胸が少し寂さびしいのがあれだが、他は好みだしよ。

　そもそも、この状じよう況きようで贅ぜい沢たくを言ったら罰ばちが当たる。男だらけのむさ苦しいパーティーなんて腐くさるほどある。そいつらと比べたら雲うん泥でいの差だ。

　現にギルドの男連中が羨うらやましそうにこっちを見ている。

　くーっ、気分がいいなこれは！

「よっし、気合い入れていくぞ！」

「あんたがやる気出すなんて珍めずらしいわね。なんか妙みような事考えてない？」

「別になんもねえよ」

　だから睨むな。リーンは妙なところで鋭するどいから困るんだよ。

　ここで唯ゆい一いつの男としていいところを見せて一目置かれたら、ムチムチのサキュバスの仲間や、ゆんゆんの数少ない友達を紹しよう介かいしてもらえる可能性だってある。

　……いや、ゆんゆんの友達を期待するのは酷こくか。

　冒険中にリーンにも格かつ好こ良いいところを見せて、俺を見る目を変えてやるぜ。
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「『ライト・オブ・セイバー』ッッッ！」

　光が走ったかと思ったら、魔物達が両断され爆ばく発はつしている。

「『ファイアーボール』ッッッ！」

　火の玉が魔物に直ちよく撃げきして香こうばしい匂においが届く。

　俺とリーンとロリサキュバスは馬車の前に立った状態で、ゆんゆんの活かつ躍やくを眺ながめている。

　いつもならそれなりに苦戦する敵がゴミのように蹴け散ちらされていく。

「張り切っているわね」

「そうだな」

　ぼーっと眺めているリーンの隣で返事をする。

「私達、必要ないのでは？」

「そうだな」

　ロリサキュバスのもっともな問いを肯こう定ていする。

　意気込みすぎているゆんゆんが魔物を見つけると迷わず飛び出して、魔法を放ち一いつ掃そうするので俺達の出番がない。

　威い力りよくも大したもんだが魔力量も多いらしく、見る見るうちに魔物が掃そう除じされていく。

　紅こう魔ま族ぞくってのは凄すごいんだな。あの爆裂娘も魔法の威力だけは大したもんだが、総合的な能力で言えば、ゆんゆんの方が上じゃないか？

　戦せん闘とうで活躍するつもりだったが、このままゆんゆんに任せておけば楽なので全員で見学する事にした。

　魔物が一掃されると、ゆんゆんが額の汗あせをぬぐう動作をしながらドヤ顔で戻もどってくる。

「魔物を倒たおしました！」

「本当に強いのね。ウィザードとして尊敬するわ」

「おう、さすがだぜ。いずれは紅魔族の長おさだったか、それになるだけのことはあるな！　よっ、紅魔族一の魔法使い！」

「先輩、格好良いです！　憧あこがれちゃいます！」

　全員に称しよう賛さんされると、顔を真っ赤にして俯く。

　こういうのに慣れていないのか、本気で照れている。

　扱あつかいやすくて助かるな。この調子で戦いを全すべて任せるのもありか。

　馬車に戻り、俺達は再びのんびりと揺ゆられている。

　ゆんゆんがいるだけで、こんなにも楽になるなんてな。待てよ、ここで更さらにおだてて気をよくさせておけば、今後も手伝ってくれるかもしれない。

　そうすると、格上の敵でも簡単に倒せるんじゃないか。そうなったら今後の冒険者生活は安あん泰たいじゃねえか。

　よっし、ここは過か剰じようなぐらいに褒ほめちぎっておこう。

　ゆんゆんの隣に座る。

「いやー、でもよ。マジでゆんゆんの魔法って凄いんだな。こんなに強くて優ゆう秀しゆうな魔法使い初めて見たぜ！」

「そんな、褒めすぎですよー。紅魔族ならこれぐらい普ふ通つうですし」

「謙けん遜そんするなって。爆ばく裂れつ娘むすめなんて一発撃うったら終わりだからな。それに比べてお前さんは強力な魔法を何発も撃てて、仲間に迷めい惑わくもかけない。これって最高じゃねえ？」

「私めぐみんよりも凄いですか！　本当にそう思います!?」

「お、おう。間違いなく、ゆんゆんの方が凄いぜ」

「えへへ。嬉うれしいなー」

　思ったより食いついて来たな。日ひ頃ごろからめぐみんとはライバル関係だと口にしていたが、想像以上に意識しているようだ。

　なるほど、あいつを比ひ較かく対象として褒めるのがポイントか。

「なあ、お前らもそう思うよな？」

　もっと気分を良くさせて便利に扱えるように、リーンとロリサキュバスにも褒めるように話を振ると、二人は沈ちん黙もくしたままだ。

　おいおい、空気読んでくれよ。

　何か別の事でもしているのかと二人を見ると、リーンはしかめ面つらで過ぎ去っていく風景を眺め、ロリサキュバスは少し頰を膨ふくらませてこっちを睨にらんでいるように見えた。

　なんで、こいつら不機嫌になってんだ。楽して戦えたから万ばん々ばん歳ざいじゃねえか。

「どうした、馬車にでも酔よったのか？」

「別にー。ゆんゆんは凄いもんねー。あたしのような中級魔法が精せい一いつ杯ぱいのウィザードと違って。別にあんたに褒められても嬉しくないけどさ」

「先輩は夢を操あやつるしか芸がない、私とは違いますよねー。ダストさんは強い魔法使いの方が好みなんですね」

　もしかして、ゆんゆんの活躍にウィザードとして嫉しつ妬としているのか？

　俺だってカズマと比較されたら嫌いやな気分になる時もある。ちっとばっか、ゆんゆんを褒めすぎてしまったようだ。

　そろそろ俺達も活躍するか。魔物が向かって来ているようだしな。

「うっし、ちょうど魔物が接近しているようだから、ゆんゆんは休きゆう憩けいしていてくれ。今度は俺達だけで倒すぜ」

「えっ、魔物ですか。あっ、本当に何かがこっちに走ってきてますよ」

　無数の魔物の気配と足音をいち早く捉とらえ、御ぎよ者しやに止まるように指示を出して俺達は外に出た。

　こちらに疾しつ走そうしてくる魔物の群れが見える。

「ゴブリンの群れですよ！」

　御者が悲鳴に近い声を上げて馬車の中に逃にげ込む。

　村に近づいたから本命のゴブリンがやってきたのか。ここで倒しておけば依い頼らいは達成になる。

「あんたらは馬車から出るなよ！　俺達の実力見せつけてやろうぜ」

「そうね。ちょっとストレスも溜たまっていたことだし」

「私も頑がん張ばります！」

　二人ともやる気のようだな。リーンの実力は知っているがロリサキュバスの方はどうなんだ？

　正直人数合わせとしか考えてなかったんだが。

　どっちにしろ、俺のやる事は限られている。前衛として敵を引き付け、後衛の魔法詠えい唱しよう時間を稼かせぐ。

　ゴブリンは六体。一人じゃ正直きついがここは男を見せる場面だ。

　槍やりが使えれば楽な相手なんだが、それは今いま更さらだな。

「おら、かかってこいや！　このダスト様が相手してやんぜ！」

　大声を出して注目を集め、剣けんを大きく振ふり回す。

　今回は倒すのが目的じゃない。こうやって敵が後ろに行かないようにけん制するのが仕事だ。

　先頭の二体が怯ひるんだが、他ほかのゴブリンが俺の側面から攻こう撃げきを仕し掛かけてくる。

　何とか剣で弾はじくが、逆側から飛び込んできたゴブリンの棍こん棒ぼうを避よける術すべがない。

　一撃を喰くらうのを覚かく悟ごして構えたが、いつまで経たっても痛みも衝しよう撃げきもなく、その代わりにゴブリンがぱたりと地面に倒れる。

　外傷がないのに倒れたゴブリンは吞のん気きに寝ね息いきを立てていた。

「大だい丈じよう夫ぶですか、ダストさん！　『スリープ』が効いてよかったー」

　安あん堵どして胸むねを撫なで下ろしているロリサキュバス。

　あいつが魔法で眠ねむらせてくれたのか。

「やるじゃねえか、ロリサキュ……ロリーサ！」

　俺が親指を立てて突つき出すと、ロリサキュバスが照れながらも同じことをして応じる。

「『ライトニング』ッ！　そんなことしている場合じゃないでしょ！」

　俺のすぐ後ろを雷らい光こうが通り過ぎ、直撃を喰らったゴブリンが一体煙けむりを上げて倒れた。

「助かったぜ、リーン！　一気に片付けるぞ！」
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　ゆんゆんの助けを借りずに、ゴブリン達を駆く逐ちくした。

　速そつ攻こうで二体を戦闘不能にしたのが大きかったな。それに、ロリサキュバスが予想外に使えたのには驚おどろいた。

　直接的な攻こう撃げき魔ま法ほうは使えないみたいだが『スリープ』『パラライズ』といった魔法が使えるらしく、十分すぎる活躍でかなり助けられた。

「凄いじゃないですか！　皆みなさんお疲つかれさまでした」

　言われた通り手を出さずに見学していたゆんゆんが、自分の事のように喜んでいる。

　それを見て二人のわだかまりも消えたようで、三人で和気あいあいと会話している。こうなると男の俺は完全に蚊帳かやの外だ。

　馬車から首を覗のぞかせて辺りを警けい戒かいしている護衛対象の村人が見えたので、話し相手にでもなってもらうか。

「安心してくれ。ゴブリンも倒したぜ」

「おー、そうですか！　ありがとうございます。依頼してよかったですよ！　ちなみに何体いましたか？」

「六体だな」

　地面に転がっている死体を指折り数えて伝えると、村人が眉まゆ根ねを寄せた。

　満足している顔じゃないな。

「どうした、数がおかしいのか？」

「ええ。村の住民が言うには十体以上の群れだという事でしたので」

「おい、事前の情報では五、六体って話じゃなかったか」

　依頼書にもそう書いてあった。直接村人から話を聞いた時もそう言っていたぞ。

「いやー、それがですね。ゴブリンの数が多いと依頼料増やさないとダメでしょ？」

「それで噓うそを教えやがったのか……」

「すんません！　ほら、老後の為ために節約は大切じゃないですか!?」

「死んだら老後もなんもねえだろうがよっ！」

「それはそうなんですが、でもうちの息むす子こは働きもせずに、家でゴロゴロしているだけでして！　貯ちよ蓄ちくしないと不安で不安で！」

「わーったから！　涙なみだ顔がおですがりつくなっ！」

　いい年した男に抱だき着かれても嬉しくないっての。

　必死に引き剝はがしていると、リーン達がこっちを見て声を潜ひそめて何やら話し込んでいる。

「最近、ちょっとあいつ怪あやしいのよ。いつもは女の尻しりばっかり追っかけているのに、定期的に大人しくなるのよね。前は男に惚ほれられてたし」

「えっ、もしかしてダストさんって両方いけるんですか？　小説にそういう男同士でいちゃいちゃする話ありましたけど……」

「分かります、分かります」

「お前ら聞こえてんぞ！　好き勝手な事言ってんじゃねえ！」

　大体、ロリサキュバスは理由を知っているだろうが。

　あの店を利用した次の日は、満ち足りているからそういう欲よつ求きゆうも薄うすれんだよ。

「まあ、しゃーねえか。金の問題は後で話すとして、依頼は最後までやってやるよ」

「ありがとうございます！　ありがとうございます！」

「だから抱き着くな！　むさ苦しい！」

「「「やっぱり」」」

「お前ら、納なつ得とくすんな！　俺はノーマルだ！　前に色々あってシャレになんねえんだぞ!?」

　大声で否定する俺の声を無視して、女同士で盛り上がっている。

　三人の仲が良くなったのはいいんだが、これは俺にとって悪い流れじゃないか？

　俺のやらかしたことが全員で共有されることになると……。

「そういや、前にバニルさんと……」

「えっ、そんな事やってたの。それは知らなかったわ」

「前にこんな事もありましたよ……」

　ダメだ！　これは本気でヤバい！

　こいつらを一いつ緒しよにしたのは間ま違ちがいだった。

「おっ、そうだ！　これからの事なんだけどよ！」

　強ごう引いんに話を別の方へ持っていくしかない。

　俺の悪口で盛り上がっている三人の間に割り込み、今後の方針を無理やり話し合った。




　　　　８




「ダスト、この道で本当にあってんの？　進んでも進んでも木しかないんだけど」

「文句があるなら村長に言え。あいつがこの道だって言ってんだからよ」

　あの後、村人達を無事に送り届け、村長から詳くわしい話を聞いてゴブリン討とう伐ばつに向かっている。

　もちろん、料金の件については上乗せを要求した。命が懸かかっている仕事を同情だけでやる方がおかしい。

　金が発生しないと仕事に手を抜ぬきたくなる。それが人ってもんだろ。

　俺のようなサボり癖ぐせのある男は金という目的がないとやる気が出ない。騎き士しのように名めい誉よだけで動くような存在じゃない。

「えっと、この奥の方に洞ほら穴あながあってゴブリンの棲すみ処かになっているんですよね。そこを早朝に襲しゆう撃げき。私は魔法で見張りを眠らせるのが役割。それで間違いありませんか？」

　ロリサキュバスが事前の説明を復唱して確かく認にんしている。

　当初は乗り気じゃなかったのに、魔物退治で自分が活かつ躍やくしている事が嬉うれしいらしい。

　元から自分に自信がないところがあったからな、こういう場面でも役に立っている充じゆう実じつ感かんがあるみたいだ。

「えーっと、もしよかったら、私が魔法で倒たおしましょうか？」

「ゆんゆんがやれば話は早いんだが、力は温存しておいてくれ。ゴブリンといえばあれが厄やつ介かいだからな」

「初心者殺しよね。前に遭そう遇ぐうした時はカズマの機転で何とかなったけど……」

　カズマとパーティーを交こう換かんした時に俺もリーン達も、初心者殺しに遭遇した。

　初心者殺しとは雑ざ魚こで有名なゴブリンやコボルトを囮おとりにして、そいつを退治しに来た冒ぼう険けん者を狙ねらう厄介な魔物だ。

　勝てないことはないが、強敵であるのは間違いない。

「分かりました。できるだけ魔法は控ひかえて警戒しておきます！」

　ゆんゆんの実力なら楽に勝てる。保険として控えさせておくだけでも、ゴブリン退治への負担はかなり減るので気はかなり楽だ。

「っと、無む駄だなおしゃべりはここまでだ。巣穴が近づいて来た」

　手で仲間に伏ふせるように指示を出し、俺が先行する。

　大きな木の陰かげからそっと顔を出して、目的の場所を覗き見た。

「洞穴はあるが、見張りいねえな」

　山の斜しや面めんにぽっかりと開いた穴があり、その前の地面には踏ふみ荒あらされた跡あともある。

　確かにここを拠きよ点てんにしていたのは間違いない。耳をすませてみるが風に吹ふかれて揺ゆれる草木の音がするだけだ。

　ある程度ゴブリンを退治したので警戒して逃げたのか？

　振り返り仲間に待つように指示を出してから、洞穴の前まで移動する。

　中をそっと覗き込むと思ったよりも広々としていて、乾かん燥そうした草木を敷しいただけの寝ね床どこが見えた。

　そこには一体たりとも存在しない。ただの空き家だ。

「おーい、誰だれもいないから出てきていいぞ」

　仲間達を呼んで洞穴の中や周辺を調べたが、住み着いていた痕こん跡せきがあるだけで姿は見えなかった。

「荷物が結構残ってんな。それに中の荒れ具合。慌あわててここから立ち去ったように見えねえか？　リーンどう思うよ」

「そうね。あんたの言う通りだと思うわ。寝床を移すにしても、食料を置いていくのは納得いかないし」

　二人で洞穴を覗き込んで首を傾かしげる。

　仲間が戻もどってこなくて不ふ審しんに思うのは分かるが、これはもっと急に危機が迫せまって逃にげ出したような、そんな感じだ。

「他の冒険者と遭遇したとか？」

「村人が言うには、俺達以外は雇やとってないそうだぞ」

「ダ、ダ、ダ、ダ、ダストひゃん」

　俺の背を連打しながら、ロリサキュバスが変な呼び方をする。

「そんな面おも白しろおかしい名前してねえっての。こっちは今、真ま面じ目めな話してんだ。ちょっと待てや」

「ダ、ダ、ダ、ダストさーんっ！」

　今度はバンバンと背中を強く叩たたかれた。

　ゆんゆんまで何やってくれてんだ。お前はレベルが高いから素すの力も結構あるんだぞ。

「だーかーらー、名前ぐらいちゃんと呼べや。真面目な話してるって言ってんだろ！」

　珍めずらしく真面目に調べて考察してるってのに、なんでどいつもこいつも邪じや魔ましてくるんだ。

　リーンだって呆あきれて……。何で後ろを見て硬こう直ちよくしてんだ。

　そんなことを思いながら振ふり返ってみると、濃こい緑のデカい顔が木々の間からこっちを見ていた。

　ずらっと並んだ鋭するどい歯に頭から伸のびる二本の角。

　木々を押し倒しながら現れた、その全ぜん貌ぼうは巨きよ大だいなトカゲ。

　この世界で誰もが知る最も有名で最も恐おそれられている魔物。──ドラゴン。

「ドラ、ドラゴゴン！　何でこんな所にっ!?」

　驚きすぎて謎なぞの生物になってるぞ、リーン。

　三人は血の気の引いた顔でただ震ふるえているだけで、武器を構えてもいない。

　体の大きさや鱗うろこの色から見て、結構高こう齢れいのドラゴンか。

「おー、立派に育ったドラゴンだな」

「なんであんたそんなに落ち着いてんの!?　最強の魔物ドラゴンなのよっ！」

　リーンが俺の胸むな元もとを摑つかんで激しく揺らしてくる。

　二人は怯おびえてそんな元気もないようだ。

「しゃーねえな、お前ら逃げろ。俺が囮になるから、とっとと逃げろ。だけど背を向けるなよ。目を合わせたまま下がって距きよ離りを取ったら一気に駆かけろ……いいな？」

　三人の前に踏み出し、武器を持たない手で下がれと合図する。

　ゴブリン達はこのドラゴンに遭遇して洞穴を捨てたのだろう。元々、この洞穴がドラゴンの棲み処だった可能性もあるか。

「あんた妙みように冷静よね!?　カッコつけている場合じゃないでしょ！　あんたも逃げないと！　また頭からぱっくりやられるわよっ！」

　リーンが心配しながら罵ば倒とうしてきた。

「そうですよ！　ダストさんこそ下がってください。こ、紅こう魔ま族ぞく一の魔法使いの私が、こ、ここでドラゴンを倒して、『竜りゆう殺し』の称しよう号ごうを手に入れて、め、めぐみんに自じ慢まんするんだから！」

　生まれ立ての小こ鹿じかのように足を震えさせて言われてもな。

「ダストさんも逃げましょうよ！　こんなところで死なれたら困ります！　誰が私の演技指導するんですかっ！　あと貸したお金返してもらっていませんよ！」

　俺の指導のおかげで最近指名する客が増えたロリサキュバスは、本気で俺の事を心配しているようだ。

「あっ、あたしの借金も返して！」

「前にご飯食べた時、立て替かえましたよね！」

　三人が俺の服の袖そでを引っ張り、一緒に逃げようとしてくれている。

　日ひ頃ごろは文句ばっか言っていても、いざとなったら優やさしいもんだな。

　……金の話は聞かなかった事にしておく。

「大だい丈じよう夫ぶだ、死にやしねえよ。ドラゴンにはちっとばっか詳しくてな。俺一人だけならどうとでもなる。そもそも、俺が仲間の為ために身を挺ていして戦うと思うか？　助かる算段があるから──」

　仲間を逃がすための方便の途と中ちゆうで、リーンが軽く手を叩いて頷うなずく。

「それもそうね。みんな逃げるわよ！」

「あ、はい。ダストさんがそんな殊しゆ勝しような気持ちなわけないですよね。絶対姑こ息そくな手段を思いついて、私達に見せられないような卑ひ怯きような事をするんですよ。実はバニルさんが隠かくれているとか？」

「私もそう思います！」

　あっさり、納得しやがった……。もうちょっと心配してもいいんだぞ？

　ここから俺の格かつ好こ良いい台詞せりふが続いて、俺を見直すって流れのはずだろ。

「ったくよ！　頼たのむから、とっとと逃げやがれっ！」

　俺が怒ど鳴なりつけると、三人が頷いて駆けていく。

「信じているからねっ！」

　今のはリーンか。その一言で随ずい分ぶんやる気が出たぜ。

　俺達のやり取りをじっと見ていたドラゴンへ、俺は剣けんも構えず歩み寄る。

　警けい戒かいして鼻を鳴らし、口を大きく開けて威い嚇かくしてきた。

　その割に瞳ひとみの大きさに変化がなく、攻こう撃げき性が見えない。

「さーて、もう辞やめちまったがドラゴン相手なら……」

　俺は無防備のまま、ドラゴンへと近づいていった。
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　ドラゴンとの一件を片付け、三人の後を追ったのだが思ったよりも近くにいた。

　こいつら俺を心配して遠くまで逃げなかったのか？

「でも、本当に大丈夫でしょうか？　ダストさん一人でドラゴンの相手ができるとは思えません。やっぱり、私も加勢を！　上級魔法ならドラゴンにもきっと通用します！」

「やめときなって、たぶん大丈夫よ。ダストって、いい加減で適当で人を騙だまして楽をして生きていく方法とか、日頃からろくな事を考えてないけど、たまに底が見えない時があるのよ」

「底が見えないですか？　スケベ心には底がないと思いますけど」

　何か出づらい空気だな。

　もう少し木こ陰かげで様子を見るか。

「まあ、そこは同意するけど。そうじゃなくて、何て言うかたまに違い和わ感かんを覚えるというか、上う手まく言えないんだけど、ダストがまともに見える一いつ瞬しゆんが……。目の錯さつ覚かくだとは思うけどね」

「そうなんですか？　ダストさんは仲間とナンパするか、酔よっぱらっているか、絡からんでいるかのイメージしかないです」

「私も大体同じです。お店でも同どう僚りようの尻しりを目で追っかけて、エロい顔しているだけですし。でも……付き合いの長いリーンさんにしか、分からない事があるのかもしれませんね」

「腐くされ縁えんだけどね。分かりたくて分かったわけじゃないし」

　三人は顔を見合わせて苦く笑しようしている。

　言いたい放題だな、おい！

　改めて指し摘てきされると、結構心にくるものがあるが反省はしねえぞ！

「お前らもうちょっと、俺を心配するとかできねえのか？」

「「「あっ！」」」

　姿を現すと一いつ斉せいに俺に顔を向けて一瞬だけ泣きそうな顔になったが、直すぐに安あん堵どした表情になる。

「思ったよりも、お早いお帰りね。ドラゴンはどうしたの？」

「あれはもう心配いらねえよ。どっかで魔物か冒ぼう険けん者とやり合ったばかりらしくてな、脚あしに剣が突つき刺ささっていたから抜ぬいてやったら、これくれたぞ」

　そう言ってドラゴンから貰もらった貴金属と金の入った袋ふくろを渡わたす。

　ドラゴンは光るものを集める習性があるので、倒たおすと財宝が手に入る場合がある。名めい誉よと財宝を目当てにドラゴンに挑いどむ連中がいるぐらいだしな。

　あまり知られていないが頭のいい個体は人にも懐なつくし、こうやって簡単な意い思し疎そ通つうも可能だ。

「えっ、交こう渉しようできたの!?　頭のいいドラゴンがいるっていう話は聞いた事あるけど……。本当だったんだ。隣となりの国ではドラゴンを従えて戦うドラゴンナイトがいるぐらいだから、あり得ない話じゃないのかな」

「私も知ってますドラゴンナイトのお話！　前にイリスちゃんから聞きました。下級貴族の青年が最年少でドラゴンナイトというレア職に就ついたんですよね！　王国一の槍やり使いでイケメンで誠実で騎き士しの鑑かがみのような方だったそうですよ！」

　鼻息荒あらく語るゆんゆんの顔がキラキラと輝かがやいている。

　ゆんゆん、それは夢見すぎじゃねえか。

「ドラゴンナイトねえ。王国一の槍使いかー」

　何か言いたげにこっちを見るリーン。

「イケメンで誠実か。俺に似てるな！」

「「似てないです」」

　ゆんゆんとロリサキュバスの声が被かぶりやがった。

　リーンはまだ半眼でじっと俺を見ているが、「あり得ないわよね」と呟つぶやき肩かたをすくめると大きく息を吐つく。

「まあいいわ。それよりも結構あるわよ。大おお儲もうけじゃない！」

　これだけあればヒュドラ戦で溶とけた服や道具の補ほ充じゆうをしても余るか。

「なんだー、大人しいドラゴンだったのですか。せっかく、ドラゴンスレイヤーになれるチャンスだったのに。めぐみんの悔くやしがる顔が見たかったなー」

　ゆんゆんは何でもめぐみんの話になるよな。対たい抗こう意識も強いんだろうが、それよりも仲がいいんだろう。

「みんな無事で良かったじゃないですか。これで依い頼らいも完かん遂すいですね」

　ロリサキュバスは今回の一件で少しは自信が付いたみたいだな。冒険に出る前より堂々としているように見える。

　結構な大仕事になったが、ドラゴンは暫しばらくあの洞ほら穴あなで傷を癒いやしたら、人里から離はなれるから問題はない。

　頭のいいドラゴンだったからな。わざわざ人を敵に回すような真ま似ねはしない。

「んじゃ、帰るぞ。初めてのパーティーにしては上手くいった方じゃねえか？」

「そうね、いつもより順調なぐらいじゃない」

　俺とリーンが顔を見合わせてニヤリと笑い、二人へ顔を向ける。

「これでめぐみんにもう大きな顔をさせないんだから！　私だってパーティーを組んで冒険の一つや二つできるんだからね！」

「冒険ってこんな感じなのですね、勉強になるなー。今回の経験を生かして、夢の内容の現実味を増してもっとエロく。そしていつかナンバーワンに……」

　話聞いてないな、こいつら。

　二人とも自分の世界に入り込んで、好き勝手な事を言っている。

　もういいや、放ほうっておこう。

「想像と違ちがったな」

　カズマはいつも女三人の中に一人でいるわけか。今は同じような状態だが、そんなにいいもんじゃなかった。

　実際に体験しないと分からない事もある。

「親友は立派だぜ、マジで」

　女三人に囲まれるというのは楽じゃねえな。

　経験して初めて分かるカズマの苦労。

　今日の儲けでたまには酒を奢おごるとするか。……ついでに、キースとテイラーも誘さそってやろう。体調がどうなったか気になるしな。
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「ダスト、ちょっといいか」

　いつものように儲け話かいい女がどっかに転がってないかと街を散策していると、背後から俺の名を呼ぶ声がした。

　振ふり返るとそこには──

「なんだ、カズマじゃねえか。どうした？」

　貧弱そうな体に冴さえない顔。

　どっからどう見てもぱっとしない弱そうな男なのだが、実はこの街で最も活かつ躍やくしている冒険者と言っても大おお袈げ裟さではない男だ。

　そして、俺の親友でもある。

「今忙いそがしいか？」

「んや、暇ひまだな。ヒュドラにぱっくり食われちまって、お前んとこのあの宴えん会かいプリーストに蘇そ生せいしてもらってから、どうにも体の調子がいまいちでな。しばらく休養しようかと思ってんだ」

「そういや、そうだったな。あれから数か月は経たったのにまだ調子悪いのか。なら丁度いいな。さっき商店街の抽ちゆう選せんでアルカンレティアの宿しゆく泊はく券が当たったんだよ。交通費込みなんだが、いらないか？」

「マジか！　いるに決まってんだろ！　アルカンレティアって言えば保養地で有名な水と温泉の都だろ。くれくれっ！」

「お、おう。そこまで食いつかれると俺も罪悪感が……」

「なんだ、なんか裏でもあんのかよ？」

　カズマが苦笑いを浮うかべている。

　どうせ宿屋に幽ゆう霊れいが出るから安いとかそういうオチだろ。あのけち臭くさい雑貨屋のオッサンが所属しているような商店街だからな。

「裏って言うか、宿に問題があるって言うより街全体があれだからな。ダストなら案外あの街の雰ふん囲い気きが合うんじゃないか？」

「ならいいじゃねえか。でも本当にいいのか？　今いま更さら返せと言われても返さねえけどよ」

「あ、ああ。俺達は一度行ったからな。もう二度と行きたくないし」

「観光地ってのは一度行くと満足しちまうからな」

「そうだ……な」

　すっと目を逸そらしてため息を吐くカズマ。

　あの破は天てん荒こうな仲間と一いつ緒しよに行ったという話は前に小耳に挟はさんだことがある。いつもの女三人に加えバニルの旦だん那なが勤めている魔道具店の美人店主も一緒だったらしい。

　そんなメンツと温泉旅行に行って何も起こらないはずがない、とカズマに詰つめ寄ったんだが「思い出したくもない……」と生気を失った顔をしたからそれ以上の追つい及きゆうはしなかった。

　普ふ通つうなら羨うらやましい出来事の一つはあるべきだと思うところだが、あの様子だと何もなかったどころかろくでもない目にあったようだ。

　まあ、あの問題児ばっかじゃ当たり前か。

　臆おく面めんもなく自分は女め神がみだと主張する、頭のおかしいアークプリースト。

　爆ばく裂れつ魔ま法ほうを撃うつことしか考えていない、頭のおかしいアークウィザード。

　攻こう撃げきが当たらない硬かたいだけが売りのドＭという、頭のおかしいクルセイダー。

「……苦労したんだな」

「分かってくれるかっ！」

　優やさしく肩に手を添そえると、涙なみだ目めで俺に迫せまってきた。

　やっぱり、かなり酷ひどい目にあったみたいだ。そんな街に二度と行きたくないよな。

「商店街も券が余っていたらしくて、宿泊券が八枚あるんだ。良かったら八枚とも受け取ってくれ」

「おっ、悪いな。じゃあ遠えん慮りよなくもらっておくぜ」

　八人も行けるのか。俺とパーティーのリーン、キース、テイラーは決定として、残りの四人を誰だれにするかだよな。

　何人かの顔が浮かんだので、誘いに向かう事にした。

　先に仲間達を誘ってから後で……。どうせ、あの魔道具店にいるだろう。




　　　　２




「お前ら急なんだが明後日あさつてから旅行だ」

　ギルドのいつもの席で仲間と飯を食っている最さ中なかにそう切り出すと、全員が半眼で俺を見た。

　もっと驚おどろくなり反応があると思っていたのだが、何も言わずに食事を続けている。

「おいおい、もっとこう何かあるだろ！　キースとテイラーの保養も兼かねてやってんだぞ。お前らには愛あい想そってもんがねえのか」

「ダスト。旅行も何も旅費はどうすんだ？　依頼は今のところ受けてないので予定はないが、お前は旅費すらないだろう。一人だけヒュドラ戦の報ほう酬しゆうを貰もらえなかったからな」

「ドラゴンから貰った宝を売ったお金も、あたしが独断で借金返済に充あてたし」

「おう、勝手に返済してくれてありがとうよ！」

「どういたしまして」

　俺の嫌いや味みにリーンが平然と笑え顔がおで返した。

　あいつが換かん金きんしてくるからと言うから信しん頼らいして任せたら、知らぬ間に借金返済されていた。

　まあ、その金を見み越こして新たな借金をこしらえていたから、まだ借金はあるが。

　俺の旅行の誘いを一いつ切さい信じていない仲間達が、食事の手を止めて疑いの目を向けている。

「その点は安心してくれ。金の心配はいらねえよ、俺が全部奢るぜ！」

　胸を張って堂々と宣言する。

　テイラーは皮肉な笑みを浮かべて鼻で笑い、食事に戻もどった。

「あんたさ、博ばく打ちで儲けたのなら借金返しなさいよ。犯罪絡がらみで稼かせいだお金じゃないでしょうね」

「ダストは博打弱いじゃねえか。たぶん、アコギな事をして稼いだんだぜ」

「何で博打か犯罪行こう為いってのが前提なんだ！　あのエロい本を何冊か売った金もあるからな。それに旅費込みの宿泊券をカズマから貰ったんだよ！」

　俺がそう言うと、今まで反応が鈍にぶかった仲間達が身を乗り出した。

「なんだ、それを早く言いなさいよ。行き先は何処どこ？」

「さすが、カズマ様だぜ。何泊はくすんだ？」

「たまの骨休みはありだな」

「見事なまでに手のひら返しやがったな……」

　俺のぼやきを無視して話が盛り上がっている。

　どうやら全員参加のようだ。これで俺も含ふくめて四人確保。

　まずは日ひ頃ごろ世話になっている、あの人を誘いに行くとするか。
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「フハハハハハ、殊しゆ勝しような心こころ掛がけであるな、借金冒ぼう険けん者よ」

　アクセルの街である意味有名な魔道具店で、バニルの旦那に宿泊券を渡わたすとこの言葉が返ってきた。

　美人店主も誘おうと思ったがアイテムの買い付けに出かけているらしい。それに前にカズマ達と一緒に行ったらしいから今回はやめておくか。

「旦那には世話になっているからな。元手をかけずに媚こびを売る絶好のチャンスだからよ」

「本音が駄だ々だ洩もれなところは悪魔として好感度が増すポイントではある。よかろう、汝なんじからの貢みつぎ物を受け取ろうではないか。水と温泉の都アルカンレティアか。あのぐうたら女神と関かかわりのある愚おろかな街を、一度この目で見たいと思っていたのだ」

「ぐうたら女神って誰の事よ！」

　話に割り込んできたのは魔道具店の品を勝手にいじっている、カズマのところのプリースト、アクアだった。

　旦那と仲が悪いのに頻ひん繁ぱんにこの店にいるよな。

「魔道具店で商品も買わずに茶を飲んで無能店主に構ってもらうのを日課にしている、自じ称しよう女神を騙かたる頭の痛い青あお髪がみの女の事だが？」

「あれー、ここってお店だったんだ。お客さんなんて見た事ないから、休きゆう憩けい所か何かかと思ってたー。ごめんねー」

　可愛かわいらしく小首を傾かしげて手を合わすアクアにバニルの旦那がイラついている。

「確かに客はおらぬな。ここにいるのはゴミや害虫ばかりだ」

「旦那、それだと俺も……」

「あのう、私も含まれるんですか……」

　俺のツッコミに重なって誰かの声がしたようだったが気のせいだろう。

「はあーっ!?　誰が害虫なのよ！　悪魔なんて害虫以下の存在の癖くせにっ！」

「貴様のようなごく潰つぶしと違ちがい、我わが輩はいはゴミ掃そう除じやカラス駆く除じよでご近所からの評判も良いい人気者である。ギルドで飲んだくれているだけの貴様と一緒にされたくはないものだ」

「ぐぎぎぎっ！　悪魔ならちゃんと人に迷めい惑わくをかけて私に浄じよう化かされなさいよ！」

「迷惑と言うのは詐さ欺ぎまがいの強ごう引いんな手口で勧かん誘ゆうしている、どこぞの迷惑宗教団体の事であるか？」

「私の悪口も許さないけど、うちの子達を悪く言わないで！　もう、あったまにきた！　ここで地じ獄ごくに落としてやる！」

「交通費も貰わずに故郷に戻してくれるのであるか。初めて気の利きいたことをするではないか、諸悪の根源よ！」

　互たがいに怒いかりが収まらないようで、じりじりとにじり寄っている。

　一いつ触しよく即そく発はつの状じよう況きようじゃねえか。二人ともアレなところはあるが、実力者であるのは間違いない。

　こんなところで暴れられたら確実に巻き込まれるぞ！

「そういや！　カズマがあんたを探していたぜ。なんでも隠かくしていたアレがどうとか言ってたような」

「アレって何よ。もしかしてカズマのジャージをぞうきん代わりにして、あとで洗せん濯たくして元に戻したのがバレたのかしら。ふんっ、命拾いしたわね。今回はこれぐらいで許してあげるわ！」

　プリーストとは思えない捨て台詞ぜりふを残してアクアが出て行った。

「二度と来るではないわ！　疫やく病びよう神がみめが。ええい、塩はどこだ塩は！」

　開けっ放しの扉とびらを勢いよく閉める際に、アクアの小さくなっていく背に向かって大声を放つ。

　悪魔に迷めい惑わく扱あつかいされるプリーストってどうなんだろうな。

「そういや旦那。さっき言ってた、ぐうたら女神ってのは女神アクアの事だよな？」

「そうかお主らは知らぬのであったな。気にするでない、些さ細さいな事である。それよりも温泉旅行であるが、面おも白しろい未来が見えたので楽しみにするがいい」

「旦那、不安しかねえんだが」

　見通す大悪魔である旦那の発言は無視できない。

　以前も似たような事を言われて酷い目に遭ったからな。

「旅行は悪い事ばかりではないぞ？　温泉といえば混浴。それを期待しているようだが、その願いは叶かなえられる」

「旦那、それはマジか！」

「人には見せられない煩ぼん悩のうで脳が埋うまっているチンピラよ。それ以上の発言をここですると、その身に災いが降りかかるかもしれぬぞ」

　旦那が俺の後ろの方を眺ながめながら言うので振ふり返ると、魔道具店の窓まど際ぎわにゆんゆんが佇たたずんでいて、こっちを半眼で睨にらんでいた。

　今の今まで存在に気づいてなかった。

「なんだ居たのかよ。ぼっち能力に磨みがきがかかって存在感まで消せるようになったのか、凄すごいじゃねえか」

「褒ほめてませんよね!?　……って、そんな事より今の話はなんですか。混浴を期待しているみたいですけど、そんなのに入る女性はお年寄りぐらいですよ？　若い子で混浴に入る人なんて滅めつ多たにいるわけないです」

　こいつ小こ馬ば鹿かにした顔でこっちを見ている。

　言っている事は正論かもしれないが、世間知らずのゆんゆんに馬鹿にされるのは納なつ得とくがいかない。

「おいおい、お前さんはアクセルの街に来るまで紅魔族の里に引きこもっていたんだよな。そんなお前さんが世間の常識を語るってか。自分が信じている常識が間違っているとは思わねえのかよ？」

「何を言っているんですか。一いつ般ぱん常識は何処に行っても同じなはずです！　少なくともめぐみんよりかはマシです！」

「紅こう魔ま族ぞくが世間一般と同じ考えだと、言い切れるんだな？」

「うっ、それを言われると……」

　ゆんゆんは紅魔族の中では変わり者と言われていたそうだ。

　爆ばく裂れつ娘むすめを見ていたら分かるのだが、一般的な紅魔族は世間とセンスや物の考え方がずれている。

　好戦的で目立つことを何よりも重要視して、挨あい拶さつにあの恥はずかしい名乗りを入れてくる。それが紅魔族では当たり前。

　そんな環かん境きようで育ってきたのに常識的なところがあるゆんゆんは、そこを攻せめられると非常に弱い。

「俺はダチのお前を心配してんだぜ。常識を知らねえと余計な恥はじをかいちまうからな。人付き合いが苦手だから、他ほかのヤツに聞くわけにもいかねえだろ？　だから俺が懇こん切せつ丁てい寧ねいに教えてやろうって言ってんだ」

「友人じゃなくてただの知り合いですけど、気を遣つかってくれているのはありがとうございます」

　こいつは直すぐに人を信じるから、本気で心配になる事がある。

　……だが今回は話が別だ。そこを利用させてもらう。

「最近は混浴が流行はやっていてな、若い女が入る事が推すい奨しようされてんだ。若いからこそ肌はだの綺き麗れいなうちに見てもらうってのが大切でな。男に見られることで内側から何かこう、どばーっと何か出てきて艶つやが出るらしいぜ」

「説明が雑で説得力がないです。エロい目的で話しているとしか思えません。どっちにしろ私には関係のない話ですけど」

「関係なくはねえな。旦だん那なに渡した宿しゆく泊はく券がまだ余っているからよ、一枚いるか？」

「えっ、私にくれるんですか!?」

　予想外だったらしく、本気で驚おどろいている。

　宿泊券を手て渡わたすと、

「うわーぁ。ダストさんからというのがアレですけど、大人数での旅行に誘さそわれるのって初めてです。あとで日記に書いておかないと！」

　目を輝かがやかせて喜んでいる。

　冒険に誘った時もテンションが上がっていたから、ある程度は予想していたがここまでだとは。

　……喜びすぎて少し引く。

　宿泊券を見つめてニヤニヤしていたゆんゆんだったが、不意に顔を上げて口元に手を添そえると怯おびえた表情になる。

「はっ、もしかして私の裸はだかを目当てにっ！　私はそんなにちょろくないですからねっ！」

「ガキ臭くせえお前の体なんか興味ねえっての。お前が混浴に入ろうと言い出したら、他の女も油断して一いつ緒しよに入るかもしんねえだろ？　その可能性に俺は賭かけたい！」

　スタイルは悪くないんだが、年が若すぎて手を出す気にはならない。

　もう二年早く生まれてきていたら、いい感じだったんだが。

「私目当てでないのは安心しましたけど、それはそれでムカつきます！」

「どうしろってんだ。だから女は面めん倒どうくせえんだよっ！」

　昔から女の相手だけは本当に苦手だ。

「旅行に誘ってもらったのは素す直なおに嬉うれしいです。でも私を騙だまそうとしても無む駄だですよ。何を言われても混浴の温泉なんか入りません」

「勝手にしてくれ」

　ゆんゆんは口で文句を言いながらも頰ほおは緩ゆるみっぱなしだった。

　出発の日時を伝えると「旅行の準備をしないと」と言って、スキップを踏ふみながら魔道具店から出て行くゆんゆん。

「一人を極きわめし娘はご機き嫌げんのようだ。友として代わりに礼をせねばならんな。店内で宴えん会かい女め神がみを暴れさせなかった礼も兼かねて、これを持っていくがよい」

　旦那が棚たなをあさってテーブルの上に置いたのは、丸い小さな玉だった。

　手にしてみるとぷよぷよした弾だん力りよくがある。

「おっと、気を付けるがいい。それを地面に叩たたきつけるなどして割る事により、中から煙けむりが噴ふき出す。それを吸った者は使用者に惚ほれるという、男の願望が詰つまったアイテムである」

「はあっ!?　そんな夢のようなアイテムが……噓うそだろ!?　旦那、これ本当に貰もらっていいのか!!　返せと言われても、もう返さねえけどよ！」

「悪魔に二言はない。有効活用するがよい。ただし、赤の他人相手には無意味である。見知った関係でなければ効果はない。それを肝きもに銘めいじて……」

　旦那が何か言っていたが、それどころじゃない。

　話をさっさと切り上げて魔道具店を飛び出す。

「さーてと、次は……おっ、なんだ」

　大通りを歩いていると、肩かたに衝しよう撃げきを受けた。

　考え事をして歩いていたせいで、誰だれかとぶつかったようだ。

「なんだ、てめえ。幼女の体当たりなら優やさしく受け止め……げっ、あの時の」

　何処どこかで聞いた事がある声に振り返ると、三人組の男達が一いつ斉せいに顔を背そむけた。

　顔が一いつ瞬しゆんしか見えなかったが何処かで見たような？

「なあ、あんたらどっかで会った事ねえか？」

「気のせいじゃ、ねえっすかね。ねえ親分」

「バカ野や郎ろう！　親分なんて言うんじゃねえ」

　何か小声でもめているな。むさい男同士の会話に興味はないので「そうか、すまなかったな」そう言ってその場を後にした。

　いつもなら因いん縁ねんでもつけて小遣いを稼かせぐところだが、この魔ま法ほうの玉を何処で使うかそれだけで頭がいっぱいなので、無駄な時間を過ごすつもりはない。

「この中の煙を吸ったら相手が惚れるんだよな。ってことは効果的な場面で使うべきか。女風ぶ呂ろや飲み屋で使ったら面白そうだが、知り合いにしか効果がないのか……」

　そうなると、一番有効なのは知り合いの女が集まっている場面で使うこと。

　その状況を作り出すために、この残った宿泊券二枚を有効活用する！

「これでいくしかねえな」

　知り合いの女を誘って旅行に同行させる。女達が集まっているところで、これを使って全員に惚れさせる。……我われながら完かん璧ぺきな作戦じゃねえか。

　となると残り二人の人選が問題になる。

　女の知り合いとして思い浮うかぶのは、他の冒ぼう険けん者達だがそんなに親しくはない。

　冒険者同士は意外と接点がない。特に女冒険者は何故なぜか俺に近寄ろうとしないから、挨拶を交かわすぐらいの関かかわりだ。

　頭にとある三人の女冒険者が浮かんだが、即そく座ざに除外した。

　あれはカズマに任せる。

「後二人か。これは厳選しねえとな」

「あのーダストさん。店の前でぶつくさ言うのやめてもらえますか？」

　聞きなれた声がしたので顔を上げると、箒ほうきを持って店の前を掃そう除じしているロリサキュバスと目が合った。

　無意識の内にサキュバスの店の前まで来ていたのか。

「お前かー。うーん、凹おう凸とつの少ないお前に惚れられてもな」

「いきなり失礼な事を口走ってますね。間ま違ちがってもダストさんなんかには惚れませんので、ご安心ください。私の憧あこがれはバニル様ですから！」

　そういやサキュバス達は旦那のファンが多いんだったな。

　旦那はサキュバスにとってかなり格上の存在で、みんなが憧れているそうだ。

　こいつは旦那が来ると言ったら迷わず付いてくるよな。誘うのは簡単だが、連れていくメリットがあるかどうか。

「お前さん他のサキュバスとは仲がいいのか？」

「突とつ然ぜん何を。まあ、普ふ通つうに仲良しですよ。最近は淫いん夢むについて一目置かれていますし」

「ない胸を張っているけどよ、それって俺の受け売りだろ？」

　確かに最近は夢のエロさが回を追うごとに増している。そこは認める。

　だがそれは、俺が今までロリサキュバスにアドバイスした内容を実行しているに過ぎない。

「うっ、それを言われると。でも本当にダストさんと違って友達は多い方ですよ、うん」

「俺はダチ多いぞ。まずテイラー、キース、リーン、カズマだろ。ゆんゆんにあとは……あとは……」

「他に誰がいるんです？」

「ま、待て。ちょっと待て！　他にもいるからな！　ちょっとした詐さ欺ぎを手伝ってくれる仲間もいっぱいいるしよ」

「それ友達じゃないですよね。私はいっぱいいますよ～。サキュバスのみんなとも仲がいいですし、夢を見せた冒険者の皆みなさんも街中でも気軽に声を掛かけてくれますからね」

　ゆんゆんと真逆だな。

　よくよく考えるとゆんゆんよりも、こいつの交友関係を期待した方がいいに決まっているのか。

　ロリサキュバスを除いてサキュバスはむしゃぶりつきたくなるようなエロい体をしている。まずこいつを惚れさせて友達を紹しよう介かいさせるというのはありだよな！

「よっし、これやるよ」

「何ですかこれ。アルカンレティアの宿泊券ですか。えっと今お金がないので買えませんよ？」

「やるって言っただろうが。前も世話になったからな。それに夜も世話になってんだ、これぐらいはさせてくれや」

「なんだか、とっても胡う散さん臭くさいです。それにアルカンレティアってあの街ですよね」

　汚きたないものでも持つように指で摘つまむな。

　なんでこいつらは人の好意を素直に受け取れないんだ。

「いらないなら別にいいぜ。バニルの旦那も同行するんだが」

「行きます！　いつですか、今からですか、明日あしたですか!?」

「お、落ち着け！　いいから落ち着け！」

　急せかすロリサキュバスをどうにかなだめて日時を伝えると、店の中へと飛び込んでいった。

「バニル様が好きそうな服を買いに行かないと！」

　扉とびらの向こうから興奮した声がした。

　旦那の人気に嫉しつ妬としそうになるが、これで俺に感謝してくれるだろうと自分自身を納得させる。

　残りは一枚。

　女の知り合いで旅行に誘える間あいだ柄がらの相手か。

　その時、一人の姿が思い浮かんだ。

　今のメンツだと色っぽい女に不足している。ここで何とか誘えたら、混浴の楽しみが倍増する。

　たぶん無理だろうが、可能性に賭けてみるのもありだな。
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「めぐみん、聞いて聞いて。旅行に誘われたのよ」

「どんな怪あやしい勧かん誘ゆうを受けたのですか。それとも旅行券の押し売りですか。私が一緒に行ってあげますから、お金返してもらいましょう」

　冒険者ギルドの近くの道みち端ばたで、紅こう魔ま族ぞくが二人揃そろって会話していた。

　声を掛けると面倒事に巻き込まれる気がする。気配を殺して見つからないようにそっと移動するか。

「別に怪しい商売に引っかかったわけじゃないわよ！　ちゃんと男の人からプレゼントされたの、宿泊券を！」

「相手は誰ですか。どうせ『友達になってやるから、ちょっとだけ宿屋に一緒に行こうぜ』とか言われたのでしょう。少し優しくされたぐらいで、ホイホイ付いていくのはやめた方がいいですよ」

「めぐみんは私の事をなんだと思っているの!?」

「ちょろい女」

「それはめぐみんの方でしょ！　私を誘さそってくれた人はちゃんと……して……」

「目を見て言ってください！　最近、金きん髪ぱつのチンピラと仲良くしているという噂うわさを耳にしましたけど、噓ですよね!?」

　くだらない話でもめている。

　目を合わせないゆんゆんを爆ばく裂れつ娘むすめが激しく揺ゆらし、ゆんゆんは冷や汗あせを流しながら言い訳を口にしているようだ。

　普通に俺から貰ったと言えばいいだろうに。

「どうせ誘われたのも噓なんでしょう。私とカズマが一いつ緒しよにお風ふ呂ろに入った話を聞いて焦あせって、ありもしない妄もう想そう話を始めたのでしょうが。無理をしなくてもいいのですよ……。ゆんゆんには、大人の階段を上るのはまだ早いですから」

「ち、違うもん！　本当に誘われたの！　優しい顔して言わないで！」

　そんな二人を無視して冒険者ギルドに入ると、迷わずカウンターへ向かった。

　受付を担当しているルナの前に立つと、じっと彼女を見下ろす。

　胸の谷間がくっきり見えるこの角度が最高なんだよな。

「ダストさん、何かご用ですか？」

　一応笑え顔がおだが、妙みように迫はく力りよくがある。

　さっと胸むな元もとを隠かくされたので諦あきらめて話しかけた。

「いつもご苦労さん。毎日面めん倒どう事の対応で疲つかれてんじゃねえか。その乳が重くて肩もこってんだろ」

「しれっとセクハラ発言やめてください。そうですね。誰かさんが警察官を殴なぐったり、痴ち漢かん行こう為いで捕つかまったり、詐さ欺ぎ未み遂すいで問題を起こしたりしなければ、もう少し楽なのですが」

「そんなヤツがいるのか。今度俺が説教しておいてやるぜ」

　俺がビシッと格好をつけて言うと、ルナが大きなため息を吐ついた。

　かなり疲れが溜たまっているようだな。

「もう、いいです。ところで今日は何の用ですか？　依い頼らいですか？」

「んや、違うぜ。今日はあんたに……ルナに用がある。一緒に温泉旅行どうだ？」

「えっ、急に何を。ナンパならよそでやってください。私は忙いそがしいんです。冗じよう談だんじゃなかったとしても、まとまった休みなんて取れるわけがないですよ？　旅行ってなんですか？　嫌いや味みですか？　嫌がらせですか？　ふざけているのですか？」

　笑顔がすっと消えて、涙なみだ目めのルナがカウンターに身を乗り出す。

「私だって旅行の一つぐらいしたいですよ！　冒険者の無理難題や揉もめ事を処理するだけの日々に追われ、私の貴重な時間が消えていくんです！　同どう僚りようは寿ことぶき退たい社しやしていくのに、私だけが取り残されて……」

　相当ストレスが溜まっているようで、不平不満が止まらない。

　こういう場面で自分の意見は必要ない。ただ聞き役に徹てつする。それが正しい対処方法だとバニルの旦だん那なが教えてくれた。そして──







　解放された時には疲れ果てていて、ルナを誘う気など完全に消え失うせていた。

　窓まど際ぎわの席に崩くずれるように座り、体をテーブルに投げ出す。

「もう疲れた、残り一枚はもうどうでもいい……」

　別に宿しゆく泊はく券を使い切る必要はない。一枚余らせても構わない。

「ねえ、その宿泊券余っているなら、あたしにちょうだい」

　どこかで聞いたような声がしたので顔を上げると、頰ほおに刀傷のある銀髪の盗とう賊ぞく女がいた。

「ドＭ女騎き士しと仲がいい、カズマにパンツ取られ盗賊じゃねえか」

「誤解されるような説明やめてよ！　クリスだよ！」

「そんな名前だったな。宿泊券の話を何処どこで知ったんだ？」
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「ルナさんとあんなやり取りしていたら、嫌でも聞こえるよ」

　それもそうか。半泣きで温泉に行きたいやら、本当はゆっくりと浸つかって体も心も癒いやしたいと叫さけんでいたからな。

「宿泊券欲しいのか？　じゃあやるよ。好きにしてくれ」

「あれっ、理由も聞かずにくれるんだ。ちょっとアルカンレティアに用があってね、本当にいいの？」

「もう考えるのも面倒だ。売るなり焼くなりトイレの紙にするなり、好きにしていいぜ」

「そうなんだ。じゃあ、ありがたくもらっておくよ。野や暮ぼ用ようがあるから遅おくれていくと思うけど、気にしないで出発していいから」

　もう返事をするのも面倒なので、額をテーブルに乗せたまま手をひらひらと振ふっておく。

　とりあえず宿泊券は全部さばけた。後は当日を待つのみか。

　同行する女性陣じんを思い出して、ある共通点に気づいてしまい……絶望した。

「貧乳ばっかだな。一番マシなのが、ゆんゆんかよ」

　温泉の楽しみが一つ減ってしまった。
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　乗合馬車の待合所で仲間と待っていると、誘った他ほかの面々も集まってきた。

「こ、この度たびはお誘いありがとうございます！　こ、これはつまらないものですが！」

　人がすっぽり入りそうなぐらい大きな荷物を背負しよってやってきたゆんゆんが、仲間に手て土産みやげを配っている。

　律りち儀ぎと言うか人なれしてないと言うか。

「そんな気を遣つかわなくていいんだよ」

「おう、そうだぜ。あんたとは接点がなかったよな。俺はキースってんだ」

「俺も名乗っておこう。クルセイダーのテイラーと言う」

「丁てい寧ねいなご挨あい拶さつありがとうございます！　あの、私は」

　仲間とゆんゆんは上う手まくやれそうだな。これで少しはぼっちがマシになればいいんだが。

　そういやキースとテイラーが体調を崩してから一週間か。詳くわしい話を聞いてみたんだが、二人とも急に体がだるくなってやる気が湧わいてこなかったらしい。

　今は体の調子も戻もどってきたらしく、この温泉旅行を楽しみにしているそうだ。

「少々遅れてしまったか。無能店主を折せつ檻かんするのに時間を取られてしまったようだ」

「バニル様は待たせるぐらいでいいんですよ！」

　おっと、旦那とロリサキュバスも来たか。

　仮面にタキシード姿の男と、いつもより気合いの入った格好をした少女。

　並ぶ二人を客観的に見たら、親子にでも勘かん違ちがいされそうだ。

「あれの使い道を考え込んで昨日あまり眠ねむれなかった男よ、これで全員であるか？」

「旦那、それは秘密にしておいてくれ！　一応もう一人誘ってんだが『後で合流するから先に行っておいて』みたいな事を言ってたぜ。それじゃ出発するとすっか」

　楽しい旅になるといいんだがな。

「って、旅立つ気満々だったが、まずは馬車の振り分けだ。四人乗りの馬車二台に分けて乗るぞ。一つは俺とリーンとゆんゆんとロリーサでいいな」

「よくねーよ！　なにさらっと自分だけ女に囲まれてんだよ！　てめえは前もそのメンバーで一緒にいちゃいちゃ冒ぼう険けんしたんだろうが。ずるいだろ！　何でお前だけ得してんだっ！」

「わ、わーった、分かったからキース！　涙と鼻水を擦こすりつけんな！」

　泣きながら俺の胸ぐらを摑つかんで迫せまるキースを押しのける。

　テイラーは黙だまっているので不満はないようだ。

　バニルの旦那はキースからあふれる悪感情に満足しているように見える。

　女どもは……。

「くじ引きかじゃんけんでもしようよ。それが公平でしょ」

「わ、私もそれがいいと思います」

「はい、賛成します！　くじ引きがよくないですか？」

　くじ引きかじゃんけんか。

　ふっ、この展開は読めていた。

「しゃーねえな。こんな事もあるかと思ってくじ引き用意しておいたぜ。棒の先に赤い印があるのとないのがあるから、それで組み分けな」

　事前に作っておいたくじ引きを袋ふくろから取り出す。

　筒つつの中に棒が七本入っていて、その中に当たりがある、という事になっている。

「あんたにしては準備がいいじゃないの」

「まずは女からでいいな」

　そう言ってくじをリーン達に差し出す。

　女どもが手を伸のばしたのを見て、笑いをこらえながら勝利を確信する。

　──このくじにある仕し掛かけをしておいた。

　棒には全すべて赤い印がつけてある。それをまず女に引かせて次に俺が先に引く。

　その後は証しよう拠こを残さないように残ったくじをさっさと片づけて、女に囲まれた楽しい旅が完成するって寸法だ。

「あっ、あたしは赤ね」

「同じく赤です。バニル様と一緒になれますように、なれますように、なれますように」

「私もです！　ゲームをいっぱい持ってきましたから、車内で遊びませんかっ！」

　三人とも何も知らずに喜んでやがる。

　あとは俺が素す早ばやく引いて、くじを処分すれば完かん璧ぺきだ。

「女三人が一いつ緒しよなんてついてんじゃねえか。それじゃあ、次は俺が……」

　次にくじを引こうとして棒を摘つまんだ手を、横から伸びてきた手が摑んだ。

「おい、キース何の真ま似ねだ？　手を放しやがれ」

「ダスト、何か仕込みやがっただろ。次に引くのは俺だ」

　くそっ、仕掛けに気づきやがったか!?

　こいつと一緒に何度か賭と場ばでイカサマをやったことがあるから、その手口を思い出しやがったな。

「は、放せっ！　何もしてねえっての！」

「じゃあ、俺に引かせろよ！　関係ないんだったらいいだろうがっ！」

　キースとくじを奪うばい合っていると、くじが手から落ちて地面に飛び散った。

　筒から出た棒の先せん端たんには全て赤い印がある。

「やっぱ、イカサマしてやがった！　没ぼつ収しゆうだ没収！」

「ダスト、これはないな。やり直しだ」

「姑こ息そくなチンピラよ。もう少しやりようがあるのではないか？」

　キースに羽は交がい締じめにされて、テイラーにくじ引きを回収されてしまった。

　くそっ、これで俺の仕込んだイカサマが奪われた……。と思うよな？

　俺はそっとロリサキュバスに目配せすると、小さく頷うなずいた。

「じゃあ、私がこのくじを使ってやりますね。先の赤いのを一本だけにして、後は先を斬きり落とします。女性はこのままでいいですよね」

　手にしたナイフで四本の内、三本の先を削けずった。

　これでイカサマできない。……と、誰だれもが思っただろうな。俺とロリサキュバスを除いて。

　ここまでは想定の範はん囲い内だっての。

　事前に俺とロリサキュバスとは密約を交かわしていた。

　俺は女に囲まれた状態で旅がしたい。そしてもらった魔道具を発動してモテモテになる。

　協力を頼たのんだロリサキュバスは成功報ほう酬しゆうとして、旦那と同じ部屋にする約束だ。

「ええと、誰から引きますか？　じゃあ先にダストさんに引いてもらいましょうか。小細工ができないようにさっさと終わらせましょう」

　誰もこいつが俺に加担しているとは思っていないようで反論はない。

　もらった、計画通り！

　当たりくじは一番左側の棒にすると事前に打ち合わせをしている。

　俺はその棒に手を伸ばし──

「ふむ、待つがよい。そこのイカサマチンピラではなく、我わが輩はいが先に引こう」

「ちょっ、旦だん那な!?」

「特に意味も無く先に引きたくなったのだ。イカサマを疑っているのではなく、ただ単にくじを引きたくなってしまってな。もう何もしていないのであれば順番は関係あるまい？」

　旦那の口元が笑っている。

　仕組みを見み抜ぬかれているのか。そういや旦那は未来を見通す事ができる大だい悪あく魔まだった。

　見み逃のがしてくれと身振り手振りで伝えるが、

「奇き妙みような踊おどりを始めてどうしたのだ。祭りにはまだ早いのではないか」

　くそっ、旦那の好物は悪感情だったな。

　俺がこうやって焦あせっているのはご馳ち走そうを運んでいるようなものか。

　こうなったらロリサキュバスが上手くやる事を期待するしかない。

「バニル様がされるのですか！　はい、この棒がオススメです！」

　頰ほおを染めて当たりの棒を差し出すんじゃねえよ！

　お前は俺の味方じゃないのかっ！
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「おい、何でむさい男しかいねえんだよ。ダストが余計な事をするからだぞ！」

「うっせえな。そもそも、てめえが突つっかかってこなければ、今いま頃ごろは女に囲まれた最高の旅でうはうはだったのによっ！」

「頼むから黙れ。いい加減に諦あきらめて大人しくしておけ」

　キースと俺がいがみ合っていると、疲つかれた声のテイラーが止めに入った。

　結局あれから旦那が当たりを引いて、俺たち三人は男同士で馬車に押し込められて今に至る。

「今頃あっちは女に囲まれてんのか。羨うらやましいぜ……」

「言うなキース。今いま更さらどうしようもねえしよ。あーくそっ、寝ねるしかねえな」

　羨んだところでどうしようもないので、ふて寝する事にする。

　途と中ちゆうで魔物の襲しゆう撃げきに遭そう遇ぐうしたのだが、ゆんゆんの魔法とバニルの旦那の目から出た謎なぞの怪かい光線であっさりと片が付いた。

　あの二人の強さは段違いだ。楽でいいんだが、バニルの旦那はあれでも実力を出し切っていないらしい。

　……旦那は怒おこらせないようにしないとな。

　辺りが暗くなると馬車は足を止め、野宿の準備を始める。

　アクセルからアルカンレティアまでは朝出発して、野宿を挟はさめば翌日の昼頃ごろにはたどり着く。

　焚たき火を囲むように馬車を並べる。こうしておけば馬車を壁かべ代わりにして魔物の襲撃に備える事ができるからだ。

　晩飯を食べ終わって俺達男性陣じんはやる事も無いから寝ようと思ったのだが、リーン達は焚き火の前で話し込んでいた。

　女ってのはおしゃべり好きだよな。

　……ちょっと待てよ。三人が揃そろっているのか。これは絶好のチャンスだ。

　旦那からもらった魔法の玉をそっと取り出す。あとは自然な感じであいつらに近づいて投げつければいい。

「ダストどうしたんだ。寝ないのか？」

「んー、ちょっとあいつらに話が有ってな。気にせず寝てていいぞ、テイラー」

「そうか。キースはもう寝ているからな、あまり騒さわがないようにしてくれ。……痴ち漢かん行こう為いはやめろよ」

「しねえよっ！」

　テイラーが寝転がったのを目の端はしで確かく認にんしてから、ゆっくりとあいつらに歩み寄る。

　そういやこの玉。どれぐらいの力でやれば割れるんだ？

　揉もんだ感じだと結構な弾だん力りよくがある。かなり力を込めないと割れないんじゃないか。

　こう自然な感じで話しかけて、会話の途中で玉を地面に叩たたきつける。

　……ヤバいな、完全に不ふ審しん者だぞ。

「あんた、何してんのよ。用でもあるの？」

　気が付いたら三人の前まで来ていた。

　さてどうする。まずは自然に。

「おう、いい天気だな」

「こんなに真っ暗なのに？」

　見上げると闇やみで天気かどうかも分からない。

　出鼻をくじかれたが、まだ取り返せる。

「あーなんだ、明日の予定なんだが。アルカンレティアに着いたら何かしたいことあるか？」

「やっぱ、温泉でしょ。混浴は入らないからね」

　リーンがいきなりそんな事を言い出すと、ゆんゆんが慌あわてて目を逸そらした。

　俺が混浴にこだわっていた事を話しやがったな。

「はっ、そんなあるかないか分からねえ胸部に用はねえよ。どうしても見せたいって言うなら下から舐なめるように見てやってもいいぜ」

「死んでも見せるか。むしろいっぺん死ね変態」

「痴漢行為は犯罪ですよ！」

「そういうのは夢と妄もう想そうだけにした方が安全かと」

　この罵ば倒とうは想定の範囲内。

　むしろシナリオ通りだ。そしてここから背せ伸のびをしながら自然に玉を振ふり上げて。

「おいおい、言いすぎだろ！　はぁー、眠ねむる前に軽く運動してから寝るか。いっちに、いっちに」

　よっし、体操の動きのまま腕うでを上げて、そのまま勢いよく玉を地面にっ！

　あいつらが集まっている中心部目がけて玉を全力で叩きつける！

「うわっ、何この風！　ごほごほっ！」

　玉が破は裂れつする直前に強めの向かい風が吹ふき抜ぬけ、全員がうまい具合に目を閉じてくれた。

　そのおかげで俺が何をしたのか見られていない。

　よーし、よしよし！　これで俺のハーレムが完成した。べた惚ぼれのこいつらにどんな事をさせるか。

「おい、お前ら。ダスト様に言う事はねえのか？」

　そう言って三人を見下ろすと全員の……蔑さげすむような目が俺を見ている。

　あれ？　この反応はおかしくねえか。

「何言ってんの。あんた酔よっぱらってんの。女同士の会話に割り込まないでよ。ほら、あっちいって、しっしっ」

「そうですよ。寝る前に女同士で恋こいバナをするのが憧あこがれなんですから」

「……向こうに行ってください」

　話が違ちがうじゃねえか。

　玉が割れて煙けむりを吸ったら惚れるって話はどうなった。

　ちゃんと煙が出て……。もしかしてさっきの強風が煙を吹き飛ばしやがったのか？

　ああくそっ！　焦らずに室内でやるべきだった。

　好きになるどころか本気で怒っているようで、焚き火に照らされた顔が真っ赤に染まって見える。

「はいはい、お邪じや魔まだったみたいだな。けっ、寝りゃいいんだろ」

　千せん載ざい一いち遇ぐうのチャンスを無む駄だにしちまった。

　そもそも、あの魔道具が本当に効くかも分からなかった。不良品だった可能性だって高い。

「そう思って、諦めるしかねえよな」

　テイラー達が寝ている場所に戻もどり、毛布を敷しいただけの地面に寝ころぶ。

　本当なら今頃は女三人に囲まれて酒でも飲んでいるはずだったのにな。

「どうした、何かもめていたようだが」

「あいつらと喧けん嘩かでもしたのか？」

　テイラーとキースは起きたようで、上半身を起こしてこっちを見ている。

　その顔は心底心配そうな表情で、俺の身を案じてくれているのが伝わってきた。

「やっぱ、持つべきものは男友達だぜ。女はダメだ」

「ああそうだな。女はダメだ……男同士の方がいいな、ああ、そうに決まっている」

「だよな。女より男だぜ。男の方がお互たがいの事が分かるからな。……気持ちいいところとかもな」

　二人とも俺を励はげましてくれるのか。

　いつもなら小こ馬ば鹿かにするだけだというのに。仲間っていいな！

「だよな、だよな！　やっぱ、男同士の友情が一番……。なあ、何でお前らこっちにすり寄ってきてんだ？」

「ほら、今日はちょっと寒いだろ。だからたまには男同士で寄り添そって寝るのも悪くないだろ」

「温め合おうぜ。男同士で体を慰なぐさめ合いながらよ……」

　俺を挟んで二人がじりじりにじり寄って来る。

　こいつら目が血走ってないか。それに頰が何か赤いし。

　その顔はリーンとの一件で俺に迫せまってきた──貴族の男を彷ほう彿ふつとさせた。

「ちょ、ちょっと待て！　笑えない冗じよう談だんはよせ！」

「ダストってキュッと引き締しまった尻しりが、前から魅み力りよく的だと思っていたんだ……」

「俺は大胸筋と脇わきの方が……」

「怖こわい事言うな！　これからお前らを見る目が変わりそうだからやめろっ！」

　正気じゃない目をした二人が近づいてくる。

　俺はじりじりと後あと退ずさると、何かに背をぶつけた。

　慌てて振り返ると、そこには仮面をつけたバニルの旦那がいる。

「ま、まさか、旦那も俺の尻を狙ねらってんのかっ!?」

「我輩に男女の区別はないが、そんなものに興味はない。やはり面おも白しろい事になっているようだな。まったく、飽あきぬ男だ」

　こうなる事が分かっていたようで、旦那が口元に笑えみを浮うかべている。

「旦那、話が違うじゃねえか！　女どもには効き目がねえし、そのくせこいつらが反応しやがるし！」

「風下にいたのであろう。大量に煙を吸い込み発情しておるようだ。無能店主が買ったにしては珍めずらしく本物であったか」

「俺で実験しやがったな！」

「フハハハハハ！　そう怒るでない。確か少量であれば徐じよ々じよに効き目が現れるのだが、過か剰じような量を一気に吸うと相手への気持ちが暴走する代しろ物ものらしい。同性が大量に吸えば……一時間程度で効き目が消えるであろう」

　前かがみの状態でこっちに向かってくる二人を、鞘さやのついた剣けんでけん制しながら旦だん那なの話を聞いている。

　男が「はあはあ」言いながら迫る姿は、どんなモンスターよりも恐きよう怖ふを感じるぞ。

「一時間もこの状態が続くのかよ！」

「せいぜい頑がん張ばって逃にげる事だな。捕つかまればお主の尻が無事では済まぬと、未来を見通す大悪魔である我わが輩はいが断言し──」

　旦那の話を最後まで聞かずに俺はその場から逃げ出す。

「最近こんなんばっかじゃねえか！　俺が何をしたってんだあああっ！」

（異性の場合は少量であれば徐々に効果が現れ、一日か二日は持続するのだが）

　まだ何か言っていたようだが、それを聞いている余よ裕ゆうなんて微み塵じんもない。

　ここにいるぐらいなら魔物のいる平原の方が安全だ！

　一時間、死に物狂ぐるいで逃げ切ってやるぞ！
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「ねえ、何であんた達は疲れてんの？　昨日の夜は三人でどこかに行ったみたいだけど」

　今日はいつものパーティーで馬車に乗っている。

　キースとテイラーは馬車の椅い子すに体を預けてぐったりしている。俺はそんな二人より疲れ切っていて、返事をするのも面めん倒どうなぐらいだ。

「それが昨晩、変な夢を見てな。思い出すのもおぞましいのだが」

「テイラーもかよ」

　二人は一時間以上、半はん裸らで俺を追いかけ回してきた。

　モンスターとの戦いより必死に逃げた俺だったが最終的に追い詰つめられ、こいつらの毒どく牙がに掛かかる寸前で、二人は何の前まえ触ぶれもなく倒たおれて動かなくなった。

　そんな二人を放ほうっておくわけにもいかず、肌はだがむき出しの男を背負しよって寝ね床どこまで何とか帰ってきたのだ。

　二人は都合よく夢だと思っているようだが、真実を言う必要はねえよな。

「ダストも変な夢を見たの？」

「あ、ああ、もう放っておいてくれ……。思い出したくもねえんだよ」

　正気に戻ったテイラーとキースを目にするだけで身構えそうになる。

　女難ならまだ納なつ得とくもいくが男難ってなんだ。

　結局、女は煙を吸い込まなかったので効き目がなかった。実は効いていたとしても今は完全に効果時間が切れているだろう。テイラー達と同じように。

「三人そろって悪夢を見るなんてね。ロリーサちゃんは夢を操あやつる魔法が使えるんでしょ。いい夢見させてもらったら？　顔色悪いけど水飲む？」

　てっきり小馬鹿にするか呆あきれるかと思っていたが心配してくるとは。

　わざわざ俺の隣となりに座って、あれこれと甲か斐い甲斐しく世話をしてくれている。

　……何か企たくらんでいやがるのか？

　この優やさしさは不気味だ。何か裏があるとしか思えない。

「ありがとよ。水を貰もらえるか」

　邪じや険けんにするのも怖いな。一応、頂いておくか。

　水すい筒とうからカップに注がれた水を受け取る際に手が触ふれる。

「わ、わざとじゃねえぞ！　本当に偶ぐう然ぜん触れただけだ！」

「知ってるわよ。別にその程度で怒おこらないって」

　怒るどころかカップを持つ手にかぶせるように手を重ねてきた……だとっ!?

　何だ、何を考えていやがる!!

　テイラー達は疲つかれ切っていて目を閉じているから、リーンの異常さが見えていない。

　怖こええ、怖えよっ！　こんな優しく穏おだやかな対応するなんて変だぞ！

　経験したことのない恐怖に耐たえられなくなり、テイラー達に助けを求めるが気づきやしねえ。

　それからもリーンは体を密着させて、あれこれと声を掛けてくる。

　裏があるのではないかと気が気でなく、居たたまれない空気のまま馬車に揺ゆられていた。




「ダスト、ダスト、アルカンレティアが見えてきたわよ！」

　勢いよく背中を叩たたくリーン。

　今日はやけにテンションが高いな。気のせいかもしれないがボディータッチが多くないか。喜びながら俺の腕を抱かかえ込んでいるが、本当になんなんだ？

　たとえようのない恐怖から逃げるように車窓から景色を眺ながめると、目を奪うばわれる美しさが広がっていた。

　水と温泉の都と名乗るだけあって青で統一された建造物が並び、至る所に水路が張り巡めぐらされ青が際きわ立だつ街並みになっている。

「おう、本当に綺き麗れいなところじゃねえか。保養地として有名なだけはあるぜ。カズマになんかいい土産みやげ買っていかねえとな」

「そうだね、感謝しないと。一いつ緒しよにお土産買いに行こっか」

　リーンに無む邪じや気きな笑みを向けられた。こんな無防備で優しい顔は見たことない。

　それに今、買い物に俺を誘さそっただと……。

「なあ、どうしたんだ。新手の嫌いやがらせなのか？　いつもは買い物についていこうとしたら、勝手に酒を買って奢おごらされるから嫌だって、言うじゃねえか」

「ダストは女心が分かってないわね。気を引きたいから、わざと……」

　上うわ目め遣づかいに潤うるんだ瞳ひとみ。このシチュエーションはもしかして、もしかするのか!?

　モテ期……。いや、もしかして魔法の玉が効いているのか？

　そう考えると今までの行動に納得がいく。だが、効き目が切れている時間だよな。

　あの時のリーンは咳せき込んでいたから他ほかよりも多めに煙を吸って、まだ持続時間中なのかもしれない。

　いや、きっとそうだ！　そうであってくれ！

　なら話は別だ。男としてこの状じよう況きようを拒きよ絶ぜつする選せん択たく肢しはねえ。

「お、お前がその気なら」

　徐々に近づいてくるリーンの顔に俺も──

「到とう着ちやくしましたよ、ダストさん！」

　馬車の扉とびらが勢い良く開けられ、俺とリーンが慌あわてて離はなれる。

　開け放たれた扉の先にいるのはゆんゆんとロリサキュバスだった。

　二人は満面の笑みを俺に向けた後、一いつ瞬しゆんだけリーンに視線を向けた。……表情の消えた顔で。

　すぐに笑顔が戻ったので目の錯さつ覚かくかもしれないが、底冷えのする冷たい目だったような。

　昨日の晩は女同士で仲良くしていた。もしかして夜に何かあったのか？

　女のいざこざに口を挟はさむとろくな事にならない。それを理解しているので暫しばらくは三人に近寄らない方がいいかもしれない。

「おー、着いたか。まずは宿に行って荷物置こうぜ」

　テイラーとキースは疲れ果てた表情で先に宿屋まで、とぼとぼ歩いていく。遠くの方で誰だれかに話しかけられているようだが、観光地特有の客引きだろう。

「あれ、ここの温泉の湯気って。ひいっ、バニル様！　湯気に触れると痛いですよっ!?」

「ここが怠たい惰だの都アルカンレティアであるか。あの能無し女め神がみを崇あがめているだけあって、最悪な空気であるな」

　旦那の声が聞こえたらしい住人がこっちを睨にらんでいる。

　あの目つき尋じん常じようじゃない殺意が込められているんだが。

　それも一つや二つじゃねえぞ。周囲から刺さすような視線がバニルの旦那に集まっている。

「ダメですよ、バニルさん！　この街の住民の大半が女神アクア様を崇めているのですから。変な事を言ったら、本気で嫌がらせをしてきますよ！」

　ゆんゆんが血の気の引いた顔で辺りを見回し、何度も頭を下げている。

　って、こいつ今とんでもない事を口走らなかったか。

「おい、ゆんゆん。今なんて言ったよ？」

「えっ、嫌がらせの内容ですか。そりゃもう凄すごいですよ。相手が子供だったとしても油断したらダメです。ジュースの中にわざと氷を入れなかったり、靴くつを脱ぬいだら左右逆に揃そろえられたり、ステーキを頼たのんだら自分だけ中まで火が通り過ぎた肉を出されたりと」

「やる事がちっせえな！　そうじゃなくて、この街が女神アクアを崇めているとかどうとか言ってただろう」

「その事ですか。この街はプリーストが多く住んでいまして、街の住民も含ふくめて殆ほとんどがアクシズ教を信しん仰こうしています」

「はあああんっ!?　あのカズマのところのプリーストや迷めい惑わく行こう為いばっかしているアクシズ教徒の街だと！　おい、お前は知ってたんだろ。何で先に教えなかったんだ!?」

　今まで何人かアクシズ教徒と遭そう遇ぐうしたが、まともなヤツが一人もいなかった。

　そんなヤツらの総本山がここだというのか。

　俺が詰め寄るとゆんゆんは頰ほおを赤くして顔を逸そらした。

「か、顔が近いです！　え、ええとですね、話したら旅行がなくなりそうだったから。こんなに大勢で旅行するの初めての経験で……。こんな街ですけど凄く楽しみで……」

　ぼっちは天てん秤びんにかけた上で旅行を選んだのか。

　ここで責めるのはお門かど違ちがいだな。それに経験者がいるのは心強い。

「まあいいか。アクシズ教が多いって言っても、関かかわらなければいいだけの話だ。それにアクシズ教のプリーストは変人ばっかだったが、信者の住民はそこまでじゃねえよな」

　街の人が全すべて宴えん会かいプリーストやミツルギの件で絡からんできた破は戒かい僧そうと同じなわけがない。

　すっと目を逸らしたゆんゆんが気になるが、あれと同レベルのヤツがいるわけがないよな。

　現にニコニコと笑え顔がおでこっちにやってきた老ろう婆ばは人が良さそうだ。

「あーら、あなた達も観光でこちらに？」

「そうだぜ。今から宿屋に行って……」

「あらまあ、ならこれ持って行っていいわよ。これは割引券になっていてね、ここに名前を書くと宿屋で各種サービスを受けられるの！」

　差し出された紙にはサインを書く欄らんがある。

　それ以外の部分に書かれた文字は老婆の手が邪じや魔まで読めない。

「ちょっと手をどけてくんねえか。何が書いてあるか読めねえんだが」

「あら、男はそんな事を気にしなくていいのよ。さあ、そこに名前を」

　この手口、借金の借用書や俺が詐さ欺ぎをする際によく使うのと似ているな。

　説明文を読まさずに契けい約やくだけさせて追い込む。

　どうせ高級な品をお上りの観光客に買わせようという魂こん胆たんだろ。

「それじゃあ、名前を書きてえからペン貸してくれよ」

「気が付かなくてごめんなさいね。じゃあこれを」

　相手が気を取られて手が緩ゆるんだ隙すきに紙を引っこ抜ぬく。

　そこには普ふ通つうに割引の内容が書かれているだけで不ふ審しんな点はなかった。

「もう、何するのよ。ほら何にもないでしょ。さあ、このペンでここにサインを」

　満面の笑みを浮うかべてサインを求めてくる老婆の態度が怪あやしいと、俺の勘かんが告げている。

　詐欺の手口としてはギリギリ見えるような小さな文字で契約の内容が書いて……ないな。

　本当に割引に使う為ためなのか？

「疑って悪かったな。ここでいいんだな」

「ええ、そこよ。インクが出にくいかもしれないから、強く、強ーく、押し付けるようにして書いてくれるかしら」

　やけに念を押してくるな。

　んっ？　この紙少し厚くないか。もしかして……。

　ピンときた俺は用紙の隅すみを摑つかむと、上にめくってみた。

　割引券の下には黒い紙があり、それを挟むようにもう一枚の紙がある。

　そこには『アクシズ教団入信書』と書かれていた。

「ざっけんな！　お前らサインすんなよ。下の紙に写すカーボン紙仕込んでんぞ！　危あやうく入信しちまうところだったじゃねえか！」

「あら、もしかしてアクシズ教徒だったかしら。同志の匂においがするわ」

「お前らと一緒にすんな！　向こうへ行け、しっしっしっ」

　野の良ら犬いぬに対するように手を振ふって追い払はらう。

　何なんだ。まさか街に入って初めて話した相手が宗教の勧かん誘ゆうだとは。

「お前らも気を付け──」

「あらあなた、最近お肌はだ荒あれてない？　これを使ってみて、不純物が一いつ切さい入っていない肌に優しい成分でできているの。肌に塗ぬるだけでみずみずしい肌になるのよ。温泉水だけにね！　それとこれアンデッドや悪魔に投げつけるだけで効果抜ばつ群ぐんの温泉水なのよ！」

「おっと、そこの孤こ独どく感あふれるあんた！　この水知ってっか。これを飲めばたちまち友達が増えて金運も急きゆう上じよう昇しよう、恋こい人びとまでできるって俺達の間では噂うわさの品だぜ！」

「そこのイケてる仮面の兄あんちゃんと別べつ嬪ぴんのお嬢じようちゃん！　あんたら人生楽しんでるか？　もしちょっとした不満やストレスが溜たまってんなら、悪魔とアンデッド以外は何もかもを認めてくれるアクシズ教に……。あれ、あんたら何か変だな？」

　既すでに仲間達が住民に取り囲まれて、押し売りや宗教の勧誘を受けていた。

　胡う散さん臭くさい笑みを浮かべて喋しやべり続けているのだが、バニルの旦だん那なとロリサキュバスに寄っていった男は首を傾かしげて訝いぶかし気に見ている。

　バニルの旦那は口元を不快に歪ゆがめ、他の仲間は住人の勢いに負けて戸と惑まどい、助けを求める目を俺に向けていた。

「邪魔だてめえら。あっち行け！　アクシズ教になんか入んねえよ！　押し売りもやめろっ！　ただで湧わいて出る温泉水なんか売りつけんなっ！」

　俺が追い払おうとするが、誰も引き下がろうとしない。

　このメンバーで一番落としやすいと判断したのか、ゆんゆんの周りに人だかりができている。

「あっ、お友達は欲しいですけど……。あのすみません、それはちょっと。えっ、入信するとこの街の人が全員友達に……」

「あっさり、勧誘されかけてんじゃねえぞ！　おらっ、お前らどけっ！」

　人ひと垣がきを搔かき分け、ゆんゆんの手首を摑んで強ごう引いんに引っ張り出す。

　囲まれた人の体温で暑かったのか、顔を真っ赤にしたゆんゆんが俺を見上げている。

「ありがとうございます、ダストさん」

「ったくよ。あんな勧誘を真に受けてんじゃねえぞ。お前はただでさえカモっぽい雰ふん囲い気きを出してんだから、強気でいけよ」

「そうですね。でも……困った時はこうやってダストさんが助け出してくれるんですよね？」

　潤んだ瞳が俺を見つめ、ゆんゆんが嬉うれしそうに笑う。

　その姿を見て──背筋がぞわっとした。

　俺の顔を見たらセクハラだの文句ばっかり口にするというのに、この優やさしい口調と顔は何なんだ。

「なあ、もしかしてリーンと一いつ緒しよになんか悪だくみを考えてんだろ。高級料理店の前で『腹減った腹減った！』って地面を転がりまわって奢おごらせた事を根に持ってんのか？　それとも押しの弱いお前なら簡単に騙だませるだろうと、道みち端ばたで土下座して借りた酒代を返してない事を怒おこってんのか？」

「そんなの気にしていませんよ。私と……ダストさんの仲じゃないですかぁ」

　そう言って俺の腕うでにそっと体を寄せる。

　こいつガキのくせに発育がいいから押し付けられた胸の感かん触しよくが……。

「って、俺は簡単に騙されねえぞ！　こんなうますぎる話があるわけがねえ！　お前ら旦那からあの玉の効力を教えられて、からかって楽しんでんだろ！　さっさと宿に行って荷物置くぞ」

　俺はゆんゆんを振りほどき、駆かけ寄ってくる住民を追い払いながら宿へと急ぐ。

　途と中ちゆうで石せつ鹼けんや温泉水の瓶びんを抱かかえ、ポケットには大量に入信書の紙を押し込まれたテイラーとキースも拾い何とか宿屋に着いた。

「覚かく悟ごはしておったが、何という不ふ愉ゆ快かいな街であるか。住民からは悪感情を殆ど感じず、観光客からは尋常ではない悪感情を得られるとは。魔王も関わらないようにしている理由が納なつ得とくできるというものだ」

「あのあの、温泉の湯気を浴びるだけで肌がひりひりするのですが……」

　旦那はこの街に来てからずっと不ふ機き嫌げんだ。

　ロリサキュバスは温泉に近寄らないように怯おびえながら歩いていた。宿に着いても温泉の入り口から離はなれて立っている。

「んじゃ、荷物を部屋に置いて後は自由行動にするぞ。旦那もそれでいいか？」

「構わぬ。我わが輩はいは道どう化けの街を見物してくるとしよう。無能女神を崇める愚おろかな信者共をからかってくるとするか」

「お、おう。程ほど々ほどにな。俺は温泉にでも入るぜ。混浴のなっ！」

　堂々とホールにいる全員に聞こえるように言い放つ。

　こいつらが俺を騙しているのでなく、本気で魔道具が効いているなら混浴にやってくるはずだ。

「ふーん、混浴なんだ。好きにしたら。部屋に荷物置こうっと」

「あっ、私も一度部屋に行きますね」

「バニル様、また後で」

　女性陣じんは特に反応もなく部屋へと消えていく。

　ほーらな、やっぱりからかっているだけだった。

　宿の部屋割りは二人一組で俺はリーンと同部屋にする予定だったが、くじ引き後に勝手に部屋を決められ、バニルの旦那と同室だ。

　二人部屋に荷物を放ほうり投げ、身軽な格好になると温泉の準備をして部屋を出る。

　温泉の入り口は右から男湯、混浴、女湯があり迷わず混浴へ進む。

「分かってんだけどな。どうせ混浴に女なんていないのはよ！」

　と口にしながらも期待して混浴に繫つながる扉とびらを開け放つと、浴場には誰だれもいなかった。

　真っ昼間の混浴に俺だけ。まあ、そうだよな。

「貸し切り状態じゃねえか。ゆっくりくつろぐとするか」

　洗い場で軽く体を洗ってから湯船に向かう。

　温泉に体を投げ出して、ぼーっと辺りを眺ながめる。

　視界の端はしに垣かき根ねが見える。混浴と女湯を隔へだてる忌いま忌ましい障害物だ。

　……この先に女風ぶ呂ろがあるのか。

「しかし、あの二人の妙な行動は都合よく考えるなら魔法の玉のおかげだが、どうにも怪しい。バニルの旦那が裏で糸を引いていて、モテたと勘かん違ちがいして調子に乗ったところでネタ晴らしをしてどん底に突つき落とす。……正直、これが一番可能性が高いんだよなあ」

　魔法の玉の威い力りよくは本物でそれは……昨晩実感した。

　だがあいつらは正気に戻もどっている。効力が続くなんて事あり得るのか？

「分っかんねえな。旦那が何か言っていたのを、ちゃんと聞いておくんだったぜ。今いま更さらだけどよ」

　考えても無む駄だなので思考を放ほう棄きすると、すーっと垣根まで泳ぐ。

　何処どこかに覗のぞき穴がないか探してみるが見当たらない。

「音ぐらい聞こえねえか」

　耳を垣根に当ててみるが何も聞こえない。

「もう暫しばらく待てばリーン達が入ってこねえかな。いっそのこと自力で穴を開けるか。ナイフを持ってくればよかったぜ」

　そんな事を呟つぶやいていると混浴の引き戸が開いた音がした。

　どうせオッサンかジジイが入ってきたのだろうと、期待もせずに振り返るとタオルで大事な部分だけを隠かくした……ゆんゆんがいた。

「あっ、ダストさん。偶ぐう然ぜんですね……」

「ふへっ!?」

　驚おどろきすぎて変な声が漏もれた。

　湯気でしっかりは見えないが、驚いた様子もなく照れた顔を向けているように見える。

　やっぱ、年の割にはスタイルいいよな。……じゃねえよ！

　な、なんだ、どうなってんだ!?　イタズラにしてもやりすぎだろ！

　もしかして、マジなのか？

　照れ屋で人見知りのこいつが冗じよう談だんでもこんな事するとは思えねえ。

「あ、あの。迷めい惑わくでなければ、ご、ご一緒してもいいですか？」

「お、おう。好きにすればいいんじゃねえか」

　くそっ、動どう揺ようして声がうわずった。

　色っぽい格好の姉ちゃんなんて酒場やサキュバスの店で何度も見てきたじゃねえか。

　あそこで見せてもらう夢の内容ももっとエロいのに、なんでこんなに動揺してんだ。

　湯船の縁ふちに手をかけて、つま先から徐じよ々じよに入っていく姿に目が離せない。

「あのう、ええと、その……そっちに行っていいですか？」

「あーなんだ、お、おう。いいんじゃねえか」

　立ち上る湯気の中を徐々にゆんゆんが迫せまって来る。

　その姿が鮮せん明めいになっていき、あと少しで触ふれ合える距きよ離りまで近づく。

　ごくり、と自分の唾つばを飲む音が頭に響ひびいた。

「ふ、不思議ですね。男の人が裸はだかでこんなに近くにいるなんて」

　湯気でしっとりと濡ぬれた肌に赤らんだ顔。

　目元が緩ゆるみ、恥はずかしそうに笑う。

　ど、どうすればいいんだ。これは手を出すのが礼れい儀ぎなのか!?

　い、いや、相手はガキじゃねえか。俺が混乱してどうする。

「あーあれだ。ちっとは人見知りが直ってきたんじゃねえか？」

「そんな事はないですよ。こんな大だい胆たんな事ができるのは……ダストさんだけですから」

　ヤバい。はにかみながら放たれた今の一言はくらっときた。

　飲み屋の姉ちゃんにすら言われたことねえぞ、こんな事。

　いいのか、本当にいいのか。ここは男として手を出すのが礼儀なのか!?

　い、いや待て。さすがにこいつは若すぎる。さすがに犯罪だよな……。

　ここは平常心を、平常心を取り戻すんだ。

　深呼吸をして冷静さを取り戻そうと必死になっていると、ガラッ、と再び引き戸が開く音がする。
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　思わず俺もゆんゆんもそっちに振ふり返ると、タオルを巻いたリーンがそこに立ってこっちを見下ろしていた。

　細めた目からは殺意のこもった視線が注がれ、温泉とこの状じよう況きようでのぼせていた頭が一いつ瞬しゆんにして冷える。

「何で混浴にゆんゆんがいるのかな？」

　ドスの利きいた低い声。リーンが本気で怒っている時の声だ。

「こ、混浴に入るのは自由じゃないですか。リーンさんは混浴に興味ないって言ってましたよね？」

「そういう気分になっただけよ。まさか二人がいるとは思わなかったけど……ねっ！」

　語気鋭するどく言い放つと、ゆんゆんが「ひっ！」と声を漏らした。

　おっかねえ……。あいつマジで怒るとヤバいからな。

　冒ぼう険けん者は危険を察知して素す早ばやく逃にげるのが生き延びるコツだ。

　少しずつ、ゆっくりと、ゆんゆんから離れていく。

「あっ、二人とも抜ぬけ駆がけですか！　ずるいですよ！　肌はだがピリピリする温泉の湯気に負けずに意を決してやってきたのに！」

　開けっ放しの扉から更さらに人が増えた。

　ロリサキュバスがタオルも持たずに全ぜん裸らで現れる。

　大事なところだけが何故なぜか濃こい湯気で見えない。くそっ、どうなってんだ。

　話がややこしくなってきた。

　俗ぞくに言うハーレムってやつだとは思うんだが、想像していた展開と違うぞ。

「あんた達は最近知り合ったばかりでしょ。ここではあたしが一番付き合い長いんだから！」

「つ、付き合いの長さは関係ないと思います！　恋れん愛あい小説では付き合いの長い方が負ける事が多いんですよ！」

「私が一番ダストさんの性せい癖へきに詳くわしいんですからねっ！」

　三人が俺を奪うばい合ってもめている。

　夢のような展開で信じられないが、こいつら本気で俺に惚れているようだ。

　やるじゃねえか、魔ま法ほうの玉！

　感謝するぜ、バニルの旦だん那な！

　こういった場面で俺の取る方法は一つしかない。

「おいおい、俺の為ために喧けん嘩かはやめてくれ。一いつ緒しよにみんなで仲良く風呂に入ろうじゃねえか！　とりあえず、ゆんゆんは左手、ロリサキ……ロリーサは右手。リーンは俺のもう一本の膨ぼう張ちようする腕うでで──」

「「「黙だまって！」」」

「……はい」

　三人同時に怒ど鳴なられた。

　更にヒートアップしていく女達を眺めるしかできないでいたのだが、徐々に雲行きが怪あやしくなってくる。

「もういい。こうなったら実力行使よ！　あんた達を倒たおしてもダストを奪ってやる！」

「やがて紅こう魔ま族ぞくの長おさになる私に勝てると思っているんですか。舐なめないでください！」

「隙すきをついて全員を眠ねむらせてやる！」

　全員が魔法を唱え始めている。

　これは傍ぼう観かんしている場合じゃねえぞ。なんとか冷静にさせねえと！

　洗い場に飛び出して、そこの桶おけに冷たい水を汲くみ女どもにぶっかける。

「きゃっ、冷たい！　……えっ？」

「な、何するんですかダストさ……んっ!?」

「痛い痛い！　え、なんで？　体がひりひりするんですけどっ!?」

　ロリサキュバスの反応がちょっと大おお袈げ裟さだが我われを取り戻せたようだ。

　水が冷たすぎたのか俺を凝ぎよう視しして硬こう直ちよくしている。

　今なら話が通じそうだな。

「お前らの気持ちは理解した。じゃあ、まずはリーンからで一人三十分ずつ交代でいいか？」

　爽さわやかな笑え顔がおを浮うかべて妥だ協きよう案を口にする。

　それに対する三人の返事は、

「「「死ねっ！」」」

　という罵ば倒とうと、詠えい唱しようを終えて放たれた魔法だった。
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「湯船に浮かんで見上げる空は格別だな」

　雲一つない空から日光が降り注いでいる。

　体中が痛いが生きているだけで儲もうけものだと思うしかない。

「このようなオチとなったか。悪感情、大変美味であった」

　旦那の声が聞こえたので視線だけ飛ばすと、温泉の縁に場違いなタキシード姿で突っ立っている。

「どういう事だよ旦那。あいつらは魔法の玉が効いてたんだよな？」

「ついさっきまでは。という前提であるならばその通りだ。煙けむりを少量吸い込んだ場合は徐々に効果が増していき持続時間も延びる仕様である」

　だからテイラー達と違って、今朝から妙みように積極的だったのか。

　これが初めから分かっていたら、色々やりようがあったのにな。

「あーくそっ、もったいない事したぜ」

「しかし、望みは叶かなえられたであろう」

「確かに混浴はしたな！　旦だん那な頼たのむぜ。曖あい昧まいな言い方じゃなくて、ちゃんと教えてくれよ」

「それでは面おも白しろ味みに欠けるではないか。こうして良質な悪感情を得るには、未来を確定せぬ方が何かと都合が良いいのだ」

　バニルの旦那は俺とあいつらの悪感情でご満まん悦えつのようだ。

　こういうのは騙だまされたほうがバカなだけだからな。旦那に怒おこるのもお門かど違ちがいか。

「さーてと、そろそろ上がってふて寝ねでもするか」

「ちなみに魔道具の効果でチンピラ冒険者に惚ほれていた娘むすめ達は、今までの記き憶おくがバッチリ残っておるぞ。今いま頃ごろ、羞しゆう恥ちに悶もだえているであろうな」

「マジかよ、勘かん弁べんしてくれよ……」

　どうやら当分は今まで以上に冷たい対応をされる事になりそうだ。

　想像しただけで背筋が寒くなる。

　温泉でもう一度体温めた方がいいんじゃねえか、これ。

「くそっ、先客がいるから期待したらダストじゃねえか」

「おい、ダスト。さっきリーン達が顔を真っ赤にして廊ろう下かを歩いていたんだが、何か知らないか？」

　あいつらと入れ違いでやってきたのはキースとテイラーか。

　バニルの旦那はいつの間にか姿を消している。

「さてな。痴ち漢かんでもいたんじゃねえか」

　適当に答えると半眼で二人が俺を見た。

　完全に疑ってやがる。

「程ほど々ほどにしておけよ。ここは住民がアレだが温泉は格別だな」

「ふぃー、そうだな。変人の街だけどよ、温泉だけは認めるぜ」

　温泉に腰こしまでつかり、空を見上げている。

　裸はだか状態の二人を見ていると、あの夜の悪夢を思い出しそうになったので、頭を激しく振って最悪の映像を消した。

「女のいない混浴ってのがあれだが、これはこれで悪くねえな」

「男同士で水入らずというのもいいもんだ」

「確かにな。男友達の方が気楽だ。暫しばらく女はいらねえよ」

　本音を呟つぶやくと、二人が啞あ然ぜんとした顔をした。

　そんなに変な事を口にしたか？

「おいおい、どうしたんだ。変な病気でももらったのか？　今日は早く寝ることだ」

「お前が女に興味持たねえって……。体調悪いなら、無理すんなよ？」

　本気で心配しているようだ。

　ここは怒る場面なのだろうが、温泉にいるとどうでもよくなってきた。

　それに俺の身を案じてくれているのは間違いない。

「やっぱ、持つべきものは男のダチかもしんねえな」
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　部屋で軽く寝ると外は暗くなっていた。

　同部屋の旦那がいないようなので、外に飯を食いに行くことにする。

　宿屋の一階は食堂になっているのだが、あいつらと顔を合わせない方がいいよな。別の飯屋を探すか。

　宿屋を出て大通りへ向かう最さ中なか、正面から一人の女がこっちに歩いてきているのが見えた。

「へぇー、イケてる体と顔をしているじゃねえか。ナンパ……は、やめとくか。女は暫く懲こり懲りだぜ」

　いつもなら声を掛かける場面だが、あの経験をした後だと手を出す気にはならない。

　そのまますれ違う直前に女が何かに躓つまずいて転んで、手に提さげていた買い物かごの中身をぶちまけてしまった。

「きゃあっ!?　どうしましょう、せっかく買ったりんごが……！」

　慌あわててりんごを拾う女を放置する気にもなれず一緒にりんごを拾い集めてやると、女は買い物かごを無造作に地面に置いて、いきなり俺の手を包み込むように摑つかんだ。

「どうもありがとうございました！　おかげで助かりました！　何かお礼をさせて貰もらえないかしら……！」

　りんごを拾った程度でぐいぐい迫せまって来る。

　この手口はもしかして……。

「この先に、アクシズ教団の運営するカフェがあるんです。そこで私とお話ししませんか？」

「やっぱりな！　そんな事だろうと思ったぜ！　押し売りの手口じゃねえか！」

「何を仰おつしやっているのかさっぱりですが、私は占うらないも得意でして。今なら無料であなたの運勢を……」

　立ち去ろうとした俺の服を女が強ごう引いんに摑んで放さない。

　こいつ意外と力がありやがるぞ。結構力を込めて振りほどいているのに放さねえ！

「今、占いの結果が出ました！　女難の相が見えます！　でも、ご安心ください。アクシズ教に入信すれば、全すべてから救われます！」

「女難にはもう遭あったっての！　だーかーらー、放せって！　てめえ調子に乗ってると、どさくさに紛まぎれて乳揉もむぞ！」

「ねえ、何してんの？」

　争いの最中に声を掛けてきたのは、遅おくれてくると言っていた女盗とう賊ぞくクリスだった。

「あら、あなた恵めぐまれない胸をしているわね！　大だい丈じよう夫ぶよ、安心して。アクシズ教は貧乳も分け隔へだてなく愛するように教えられているから！　だからアクシズ教に入らない？」

「初対面で失礼だなあ……。残念ながらあたしはエリス教徒だからね」

　クリスは苦笑いを浮かべ、エリス教徒の証あかしである聖印を取り出して女に見せる。

　女の媚こびるような笑みがすっと消えて、代わりに苦いものでも口に含ふくんだような渋じゆう面めんになった。

「ぺっ」

　女が唐とう突とつに地面へ唾つばを吐はいた。

　買い物かごを拾って、そのまま歩き去っていく。

　俺もクリスも反応できないで女の背を見つめていると女は振り返り、

「……ぺっ」

　もう一度唾を吐いて、足早に去っていった。

「噂うわさには聞いていたけど、アクシズ教徒の総本山は伊達だてじゃないね……」

「だな。アクシズ教徒を甘く見ていたぜ……。しっかし、勧かん誘ゆうのマニュアルでもあるんじゃねえか。手を替かえ品を替えよくやるな。って、ようやくご到とう着ちやくか。女どもなら宿屋の方にいるぜ」

「そうなんだ。キミは一人で何しているの？」

「ちょっと顔を合わせづらくてな、他ほかで飯を食おうかと思ってよ」

「じゃあ暇ひまなんだね。それなら付き合ってよ。エリス教徒にはこの街は厳しいから護衛にね。ご飯ぐらいなら奢おごるから」

　財さい布ふには小こ銭ぜにが残っている程度なので断る理由はない。

　それにエリス教徒がいれば、ここの住人に対する盾たてになってくれるだろうしな。
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　クリスに同行していると。

　見た事もない親しん戚せきと名乗る女が入信を勧すすめてきたり。

　無料だから絵画展をご覧になりませんか、と言いながらどう見ても教会にしか見えない建物に連れて行こうとしたり。

　俺の背後に悪あく魔まの姿が見えるからお祓はらいしてあげると、迫はく真しんの演技で迫るプリーストがいたり。

　挙げ句の果てには──

「ねえ、この街どうなってるの!?　あんな小さな子までが入信書にサインさせようとしてくるなんて、おかしいでしょ！」

「俺もあれには驚おどろかされたぜ。あんなガキまでぐるになっているなんてよ。この街いっぺん滅ほろんだ方がいいんじゃねえか？」

　子供の迫真の演技に、もう少しで騙されるところだったクリスが頭を抱かかえている。

　今になってカズマがここの宿しゆく泊はく券を譲ゆずったわけが理解できた。一度経験したら二度と来たくないよな。

　それからは信者どもの相手をするのも面めん倒どうになってきたから、相手が寄ってくると即そく座ざに、

「こいつ、エリス教徒」

　とクリスを指差す事にした。

　すると唾を吐き捨てるか、石を投げつけて「エリスの胸はパッド入り！」と叫さけんで、すぐさま立ち去るのでかなり道中が楽になった。エリス教徒も役に立つもんだ。

「先せん輩ぱいが悪いわけじゃない、先輩が悪いわけじゃない……」

　散々な対応をされて心が荒すさんできたのか、クリスがぶつぶつと意味不明な事を呟いている。かなり精神をやられたようだ。

　それでも目的地に向かって黙もく々もくと進んでいる。

　進めば進むほど勧誘が酷ひどくなるのはアクシズ教の本部である大教会に近づいているからだ。

　そこが目的地なら自殺行こう為いにも等しいが、そこには用がない。

　大教会の隣となりには美しい湖があり豊かな水源になっている。が、そこでもない。

　俺達が目指しているのは、大教会の裏にある源泉の湧わきだす山。

「なあ、山なんぞに何の用があんだ？」

「んー、ちょっとした依い頼らいを受けているんだ。温泉の効能を調べて欲しいって」

「効能？　そういや狂きよう信しん者どもが肌はだにいいやら、アンデッドや悪魔に効き目抜ばつ群ぐんやら意味不明な事を口走っていたな」

「それを調べに来たんだよ」

　あいつらの言う事は噓うそばかりだからな。信じるだけ無む駄だだとは思うが。

　それが依頼内容なら冒ぼう険けん者としてはやるしかないか。俺もおこぼれを貰えて奢ってもらえるなら文句はない。

　源泉へと繫つながる道には騎き士しらしき男が二人立っている。

　この街の収入源なのだから警備していて当たり前か。

「あのー、この先に行きたいんですけど」

「悪いがこの先は許可がないと通せなくてね。前に色々あってからかなり厳しくなっているんだよ」

　騎士二人が顔を見合わせて、大きなため息を吐いた。

　何があったのか気になるな。

「どんなことがあったんだ？」

「魔王軍の幹部が温泉を汚お染せんしようとしていたそうなんだが、それを偶ぐう然ぜん居合わせた冒険者達が撃げき退たいしてくれたのだよ。ただ……温泉をアークプリーストが浄じよう化かしたらしくてな、温泉がただのお湯に変わったそうだ」

「そりゃ、ひでえ話だな」

　温泉の効能が消えてお湯になったら、もう温泉街として価値がなくなる。

　あれ？　ちょっと待てよ。それにしては観光客も多く活気があって、繁はん盛じようしていたような。

「だが何故なぜか風ふ呂ろに入ると傷が癒いえて、アンデッドや悪魔が寄って来るが触ふれられないという謎なぞの効能が追加されたらしく、以前より客が増えているのだ」

「温泉のお湯をアンデッドや悪魔に投げつけたら浄化できるらしいぞ」

　どんな温泉だ。

　それは温泉と言うより──

「やっぱり聖水だよね」

　クリスも同じ事を思ったのか。腕うでを組んで何やら考え込んでいる。

　何で温泉を調べる依頼があったのか疑問だったが、見えてきたな。

「ねえ、どうしても中に入れない？　ちょっと源泉を調べたいだけなんだけど」

「すまないな。これも規則だ。そういや少し前にも仮面をつけた男がきて、魔王幹部のデッドリースライムがどうなったか聞いて来たんだが、あんたらの知り合いか？」

　それってバニルの旦だん那なだよな。こんなところに何の用があったんだ。

「たぶん、知り合いだとは思うが他に何か言ってなかったか」

「無能店主の尻しりぬぐい、とか、証しよう拠こは残っておらぬだろうな。みたいな事をぶつぶつ言ってたような」

　旦那は別の用件があったみたいだな。ちっとは気になるが旦那については深く探たん索さくしない方がいい。そう俺の勘かんが告げている。

　その話は放ほうっておいて、問題はこの堅かた物ぶつそうな騎士をどうするかだ。こういう輩やからは普ふ通つうに話しても折れないのが相場だ。

　どうせこいつもアクシズ教徒だろ。噓を吐いてそこを利用すればいい。

「おいおい、同じアクシズ教徒じゃねえか。ここはこれで一つ」

　そう言って騎士の手にある物を握にぎらせる。

「賄わい賂ろなど通用すると思うなよ……。ただの温泉まんじゅうとアクシズ教団の入信書じゃねえか！　我われ々われはエリス教徒だ！」

　宿屋に置いてあったサービスの品じゃ、買収は無理だったか。

「アクシズ教徒のようないい加減な連中に、重要な施し設せつを守らせるわけなどないだろ！」

　何という説得力だ。反論が思い浮うかばねえ。

　生き真ま面じ目めな連中が多いエリス教徒にはぴったりな仕事だ。

「同じエリス教徒だったんだ。無理を言ってごめんね」

　クリスは頭を下げてから、聖印を騎士たちに見せた。

　すると男達の顔が一いつ瞬しゆんにして穏おだやかになる。凄すごい効き目だな。

「やはりエリス教徒だったか。どことなく親近感があったのだよ」

「ああ、思わず頼たのみ事を聞いてしまいそうになるぐらいだからな」

「はははは、そうなんだ」

　クリスは照れたように頭を搔かいて雑談を始めている。

　俺は蚊帳かやの外なのでぼーっと夜の街を眺ながめていると、話が終わったらしくクリスは騎士たちに手を振ふりながら戻もどってきた。

「この街でもエリス教徒はしっかりやってるんだね。なんだか嬉うれしいなー」

「全員がアクシズ教徒だと無法地帯になっちまうからな。調べるのはどうすんだ？」

「あっ、それはもういいよ。詳くわしい話を聞けたから満足したし」

「依頼完かん了りようか！　じゃあ、とっとと飯奢ってくれよ」

「はいはい。約束だからね。ご飯食べに行こうか」

　妙みように上じよう機き嫌げんなクリスと街に戻り、テラスもある大きな店に入った。

　メニューも豊富で値段も手ごろだ。これは当たりの店か。

　注文した品がテーブルに運ばれてくる。どれも見た感じ旨うまそうで思わず喉のどが鳴る。

「エリス教徒のお客様。こちらは当店のサービスとなります」

「おっ、エリス教徒にはサービスがあるのかよ。俺も入っておけばよかったぜ」

　クリスは騎士たちと話す時に見せた聖印を出したままだったので、それにウェイトレスが気づいたのか。

　騎士と同じでここは数少ないエリス教徒の店なんだろうな。

　食事を運んできたウェイトレスがテーブルの上に何かを置いて微笑ほほえんでいる。

　置かれた物は柔やわらかそうな材質のお椀わん形の物体。それが二つもあった。

「ありが……」

　それを見たクリスの顔が凍こおり付く。握りしめた拳こぶしがわなわなと震ふるえている。

「これって、もしかしてパッドじゃねえか？」

　クリスがエリス教徒である事を理解し、更さらに貧乳であることを指し摘てきするようにこれを置いたのか。

　半はん端ぱねえな、アクシズ教。

　また気分がガクンと落ちたクリスを連れて宿に戻る事にした。

　帰る途と中ちゆうに何人もの酔よっぱらったアクシズ教徒の連中が、大声でどうでもいい事を話していたのが耳に入った。

「アクア様は最高だが、実を言うとエリス様にも魅み力りよくを感じてんだ」

「なんて事を言うんだ、この背信者め！　でも確かに肖しよう像ぞう画がの微笑む姿とあの胸は魅力的なのは認めよう。あの豊かな胸で包んで欲しい！」

「分かる！　いいよなぁー。アクア様の魅力とはまた違ちがった良さがある。包容力のある純じゆん粋すい派ヒロインっぽいっていうか、アクア様は友達にしたいけどエリス様は嫁よめにしたい、みたいな？」

「それな、それな！」

　酔っ払ぱらいが盛り上がってんな。

　自分のところの神様を指して友達にしたいとか大だい丈じよう夫ぶなのか？

　自由奔ほん放ぽうなアクシズ教なら普通に許されそうな気はするが。

「何でお前さんが照れてんだ？」

「えっ、別に。何でもないよ！」

　クリスが慌あわてて手を左右に振っている。

　信者として女め神がみエリスが褒ほめられた事が嬉しいようだ。

「女神アクアってのはどんなのかね。ここまで強きよう烈れつな信者ばかりだと本物が気になるぜ。一度お目にかかりたいもんだ」

「何度もあるんだけどね……」

「何か言ったか？」

「ううん、別に」

　口に何かを含ふくんだような物言いが気になったが、深く追つい及きゆうする事でもないので再び宿へ向かおうとすると、酔っ払いの話がまだ続いていた。

「でもよー。あの胸は詰つめ物なんだろ？」

「らしいな。俺は貧乳もありなんだが、偽にせ乳ちちは残念だよなー」

　クリスの肩かたがびくりと揺ゆれた。

　こいつはエリス教徒だからな。自分のところの女神を馬ば鹿かにされたら腹も立つよな。

　だがあれは盛っていたと俺も思う。

「もう寝ねるね……」

「そうか。あれだ、まあ、そのなんだ。女神エリスは女神アクアよりマシだと思うぜ？」

「はは……ありがとう」

　どうにか宿まで戻り、肩を落として階段を上っていくクリスの背に慰なぐさめの言葉を掛かけておく。

　この街にエリス教徒が来るもんじゃねえな。

　源泉を守っていた騎士達も居い心ごこ地ちの悪さをこぼしていて、クリスが同情していたぐらいだ。

「まあ、俺には関係ないか」

　落ち込むクリスを尻しり目めに散々飲み食いしたので腹も満たされ酔いもいい具合に回っている。このまま寝るか。

　ベッドに飛び込んだ時にはアクシズ教徒の煩わずらわしさも、クリスの落ち込みぶりも忘れて心地の良い眠ねむりについた。

　……のもつかの間、扉とびらを叩たたく音で目が覚める。

　窓から外を見た感じでは、まだ深夜っぽいが。バニルの旦那はまだ帰ってきてないが、部屋の鍵かぎを忘れたというオチじゃないだろうな。

「旦那か？　鍵なら今開けるぜ」

　扉の前まで移動して鍵を外して扉を開けると、廊ろう下かにはゆんゆんがいた。

　うつむいて指をもじもじさせている。

　……これは温泉での一件について文句を言いに来たな。

「あ、あのう、ですね」

「混浴では悪かったな。だが、やってきたのはお前達の方なんだぜ？」

　魔ま道どう具ぐの力でああなったが、その事は旦那が話していない限りバレていないはずだ。

　そこは伏ふせた上で誤ご魔ま化かしたいところだが。

「そ、それは分かっています。でも変なのですよ。何故か変に積極的になって、ダストさんが少し素す敵てきに見えたんです。目の錯さつ覚かくだとは思うのですが」

「お、おう。酒にでも酔っていたんじゃねえか？」

「飲んだ覚えはないのですが、間違って飲んじゃったのかな」

　小首を傾かしげて唸うなっている。

　この調子なら騙だませそうだ。

「そうじゃねえか。店員がジュースと間違えたか浮かれ気分で気づかなかったか、たぶん、そんなところだろ」

「そう、ですね。えっと、混浴での一件はゴブリンに殴なぐられたと思って忘れます。言っていた事もぜーんぶ噓うそですからね！　だから、ダストさんも忘れてください！」

　ゆんゆんは両手をぎゅっと握って、顔面から湯気が出そうなほどに真っ赤になって照れているようだ。

　半はん裸らを見られた事が気になっていたのか。

「おう、もう忘れた忘れた。あんま気にすんなよ。あん中じゃ一番立派だったぜ！」

「忘れてないじゃないですかっ！」

　ポカポカと俺の胸を殴るゆんゆんを、どうにかなだめて部屋に帰らせた。

　ああ見えて、まだガキだからな。あんまり、その事でからかうのはやめておくか。

　今度こそゆっくり眠ろうとベッドに戻り、肩まで毛布を被かぶった。
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「どうなっておるのだ、この街の住民どもは！」

　バニルの旦那の激高する声で目が覚める。

「朝っぱらからどうしたってんだよ、旦那」

「もう昼前であるぞ、煩ぼん悩のうチンピラよ。アクシズ教徒というものは度し難がたい存在であるな。プリーストどもにあのぐうたら女神の悪口を散々吹ふき込んだというのに、信しん仰こう心が失われるどころか『さすがアクア様だ』と絶賛するではないか！　頭がどうかしているとしか思えぬ！」

「色々とツッコミたいところがあるんだけどよ。旦だん那なは女神に会ったことがあるのか？」

「結構な頻ひん度どで会っておるわっ！　招きもせぬのに暇ひまつぶしに遊びに来おってからに。そんな事はどうでもよい。この忌いま忌ましい街の住民どもに一ひと泡あわ吹ふかせねば気が済まぬ！」

　これだけ旦那が怒おこっている姿は滅めつ多たに見られない。

　……あーそうでもないな。美人店主が余計な買い物をして散財した後はいつもこんな感じか。

　旦那は怒いかりのあまり女神を自じ称しようする宴えん会かいプリーストと、本物のアクシズ教の女神がごっちゃになってないか？

　いつも魔道具店に遊びに来て迷めい惑わくをかけているのは、カズマのとこの方だろ。

「宿しゆく泊はく期間は明後日あさつてまでであったな。あやつに手伝わせてこの街を混こん沌とんと化してやろうではないか。悪感情の充じゆう満まんする素す晴ばらしき土地にしてくれようぞ！　フハハハハハハハ！」

　旦那が一人で盛り上がっているので、そっと部屋を出て一階に下りる。

　他ほかのメンツがクリスを除いて全員揃そろっているが、全員が疲つかれ果てた様子でテーブルに突つっ伏ぷしていた。

「くそっ、モテたと思ったのによお。モテたと思ったのによお」

「もう宿屋から一歩も出ないぞ。この街は魔境だ……」

　キースとテイラーの服とズボンのポケットはアクシズ教の入信書でパンパンになっている。何があったのか訊きくまでもないな。

「前に来た時より勧かん誘ゆうの方法が悪化してました……。でもこの手口どこかで見たことあるような……うーん」

　この中では比ひ較かく的てき元気に見えるゆんゆんが額に指を当てて唸っている。

　ここで唯ゆい一いつこの街を訪おとずれた経験があるので、免めん疫えきができているようだ。その割には一番勧誘に負けそうになっていたが。

「もうお店に帰りたい……。アクシズ教怖こわい……お部屋に帰ります……」

　すれ違った顔色の悪いロリサキュバスは、自分の体を抱だいてぶるぶる震えながら上って行った。

　一番ダメージがデカそうだな。そういや温泉が聖水になっているとかで、湯気に触ふれるだけで下級悪魔のサキュバスにとっては苦痛らしい。

　バニルの旦那クラスになると平気なようだが。

「ダスト。予定を早めてもう帰らない？」

　リーンも疲れ切った顔をしているな。

　昨日の混浴温泉での一件に触れないぐらい全員が憔しよう悴すいしきっているのは、ある意味助かるがこれは予定を切り上げた方が良さそうだ。

　ロリサキュバスの体も心配だからな。そうするか。

「そうだな。ここは長居するような場所じゃ──」

「ちょっと待ったー！」

　俺の話を遮さえぎったのは、昨日と打って変わって元気を取り戻もどしたように見えるクリスだった。

　力強い足取りで俺達のところに歩み寄ると、バンッと勢いよくテーブルに手を置く。

「みんなに協力して欲しい事があるの！　この街はこのままではダメだと思わない!?」

「あれっ、クリスさん？」

　ゆんゆんは知り合いらしく、クリスを見て驚おどろいているな。

　他の連中も意気込むクリスの迫はく力りよくに押され、顔を上げてじっと見つめている。

　嫌いやな予感がするが話だけでも聞いてみるか。

「エリス教徒が肩かた身みを狭せまくして生きているのが納なつ得とくいかないの。どうにかしてエリス教の立場をよくする方法をみんなで考えて欲しい。決してパッド入りと言われて怒ったわけじゃないからねっ！」

　昨日は騎き士し達の境きよう遇ぐうを聞いて何やら考え込んでいたからな。

　熱心なエリス教徒としては何とかしてやりたいのだろう。気持ちは分からんでもないが、正直なところアクシズ教とは関かかわりたくない。

「ダスト、ダスト。あの人って、たまにカズマ達と何かしている盗とう賊ぞくの女の子よね？」

　熱弁を振ふるっているクリスをちらちら見ながら、俺達は顔を寄せて小声で話し合っている。

「そうだぜ。クリスっていう盗賊だ。エリス教徒らしくてな。この街の酷ひどい有り様を目まの当たりにして、ああなっちまった」

「同情はするけどさ、これ以上アクシズ教に関わらない方がいいと思うんだ……。そう思う人は手を挙げて」

　リーンがそう言うと、虚こ空くうを見つめて話し続けているクリスを除いた全員が手を挙げた。

「でもよー。散々迷惑かけられたから、ちょーっと仕返しというかよ、何かしてやりたいような」

「その気持ちも分からないではないな」

　キースのぼやきにテイラーは同意している。

「クリスさんは同じ団員ですから、協力したいのは山々ですけど……」

　ゆんゆんは協力したい気持ちはあるようだが気乗りはしないといった感じか。

　顔をしかめているリーンも同じような気持ちなのだろうな。

　手伝ったところでこっち側にメリットは何もない。ここは適当に話を合わせて聞いている振りをしておけばいい。

　不満を吐はき出すだけ吐き出せば、スッキリするだろう。

「最近、アクセルの街でスケベな絵が描かかれた本が広まっているんだけど、それも噂うわさではアクシズ教が広めているらしくて……」

　ビクンッ、と体が揺れた。

　それって俺が売り捌さばいたエロい本の事だよな。

　当然仲間はその事を知っているので、視線が俺に集まっている。

「エリス教が回収してアクシズ教に苦情を言いに行ったら、『犯人は自分達ではないが、これは素晴らしい！　で、どこが卑ひ猥わいな部分なのか詳くわしく、そのお口で詳しく説明してください！』とセクハラされたらしくて。猥わい褻せつ物陳ちん列れつ罪として警察と協力してアクシズ教団に本格的な捜そう査さを入れる予定だったけど……」

　あれを本格的に調べられたら、俺から出回った事がすぐにバレるよな。

　これってヤバくないか？

「あっ、そうだ。前に手に入れたお宝を売って稼かせいだお金、ダストに返しておくね」

「俺も返しておくぜ」

「そうだな。じゃあ俺も」

「てめえらだけ、逃にげようとすんじゃねえぞ！」

「えっ、えっ、何の話ですか？」

　一人話に加われないゆんゆんはいつもの事だから無視するとして、罪を俺一人に押し付けて罪から逃のがれるつもりか。

　参ったな。このままだと、また警察の厄やつ介かいになる事になる。

　それはどうでもいいんだが、売り上げが没ぼつ収しゆうされるとかなり痛い。

　ここはクリスに協力してエリス教に恩を売るか。

「よーし、分かった。俺達も一ひと肌はだ脱ぬごうじゃねえか。ここのアクシズ教徒をぎゃふんと言わせたいと思っていたからな！　なあ、お前ら」

　俺が仲間に話を振ると俺が何を考えているか理解したようで、仲間は渋しぶ々しぶといった感じで頷うなずいた。

　一人話についてきていないゆんゆんは挙動不ふ審しんだが、質問する勇気もないようだ。後で説明してやろう。

　実際のところ、キースとテイラーの保養も兼かねた旅行だってのに、疲れを癒いやすどころか悪化する始末。

　仲間やダチへの迷めい惑わく行こう為いの数々。アクシズ教徒の困った顔の一つでも見ないと納得いかねえよな。

「ほんと！　ありがとう！」

　目を輝かがやかせて喜んでいる顔を見て、ある案が思い浮うかんだ。

　初めて見た時から既き視し感かんがあったんだが、それが何か今分かった。

「面おも白しろい事を思いついたぜ。これが上う手まくいけば、エリス派も増えるんじゃねえか？」
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　考えを実行に移すには物が足りないので、調達するために街をうろついている。

　確かこの近くに目的の場所があったはずだが。

「ところで、何でお前さんがいるんだ？」

「ダストさんだけでは心配だから……」

　何故なぜか俺の隣となりにいるゆんゆん。

　視線を合わせようとせずに地面を見つめながらもぞもぞしている。

　もしかして、まだ混浴の事で言いたいことがあるのか。

「俺も裸はだかを見られたから、おあいこじゃね？　足りないならここで脱いでやるから、もっと見るか？」

「それはもういいんです！　思い出させないでください！」

　あれっ、違ちがったのか。

　あの一件をまだ引きずっているのだと思い込んでいた。

　じゃあ、なんで俺に同行してんだ。

「ちょっと必要な物を借りに行くだけだぞ」

「そ、そうなんですか。あの、その、今日はいい天気ですね」

　言われて空を仰あおぐ。確かに晴天ではある。

　何が言いたいのかさっぱり分からないので、もう一度ゆんゆんを見るとさっきよりも傍そばに立っていた。

　じっと観察していると本当に動いたか動かないか分からない範はん囲いで、徐じよ々じよに俺との距きよ離りを詰つめている。

「なあ、何やってんだ？」

「ふへっ!?　な、何もしてませんよ！」

　凄すさまじい速度で手を左右に振っている。

　恥はずかしがっているようだが、だったら何で近くに寄ってきた。

　まだ魔ま道どう具ぐの効果が続いている……のは考えにくい。アレは一種の魔法らしいので、あの中で最も魔力が強いこいつは抵てい抗こう力も高く、回復も早いはずだ。

　となると自分の意思でやっているって事だよな。やっぱり、よく分からん。

「それで、何処どこに行くんですか」

「あー、ちょっと芝しば居い小屋にな」

「芝居小屋ですか？　面白そうな劇でもしているといいですね。恋れん愛あい劇とかやってないかなー」

「いや、観みる気はねえぞ？」

　何かを勘かん違ちがいしてそうだったので釘くぎを刺さしておく。

　調子の狂くるう反応に違い和わ感かんしかないが、まあいい。邪じや魔ましないのであれば放ほうっておこう。

「あっ、ここにちょっとオシャレなカフェがありますよ！」

「奢おごれってか。はっ、俺様の薄うすい財さい布ふに金があると思うなよ？」

「ダストさんって甲か斐い性しようなしですよね……」

　ジト目で言われようが金は出てこない。

　カフェを無視して進むと今度は露ろ天てん商しようの前で足を止める。

「ダストさん、ダストさん！　可愛かわいらしいぬいぐるみがありますよ！」

　ゆんゆんが手に取ったぬいぐるみにぶら下がっている値札を見て、眉まゆ根ねが寄る。

　いつもの酒代の数倍はする金額が、そこに刻まれていたからだ。

「うげっ、これでこんなにも金取んのかよ。おい、これはもっと安物だろ？　半額ぐらいにならねえか」

「そう言われましても、これぐらいが限界でして」

「ちょ、ちょっと、恥ずかしいからやめてください！　すみません！　すみません！」

　俺が店主に詰め寄ると、ゆんゆんが間に割って入って引き剝はがした。

「もうっ！　店主さんに迷めい惑わくを掛かけたらダメじゃないですか」

「お前が欲しそうにしていたから、安値で買えないか交渉してやったんだろうが」

　その後も小物を売っている露ろ店てんや貴金属店で足を止めて、はしゃいでいるゆんゆんをスルーして芝居小屋に着いた。

「それっぽい事ができなかった……」

「何がだ？」

　肩かたを落としてぶつぶつ呟つぶやいているのが不気味だ。

　今日は妙みようにテンションが高くて空回りしている感じだな。

「別にもういいです……」

　何か目的があったらしいが諦あきらめたらしく、一人で帰っていった。

　変なヤツだな。まあいいか、こっちの用件をさっさと済まそう。
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「ここまでやっておいてあれだけど、こんな事して神しん罰ばつが当たらないかな……」

「お前もさっきまではノリノリだったじゃねえか。大だい丈じよう夫ぶだっての。女め神がみエリスは優やさしそうだったから、きっと笑って許してくれるぜ」

　リーンが心配そうにクリスを見つめている。

　当の本人は椅い子すに座った状態で苦笑いを浮かべていた。

　化け粧しようを施ほどこして衣い装しようを着せたクリスは、思っていた以上に女神エリスに似ている。

　短時間しか会ってないから、そこまで正確には覚えていないがこんな感じだった。

　前から誰だれかに似ているとは思っていたが、頰ほおの傷を化粧で隠かくしてそれっぽい服を着させると本物っぽく見えるもんだな。

「既視感覚えるなあ。最近もこんな事した気がするよ……」

　頰を搔かいて困った顔をしているが、エリス教徒の為ためだと腹を括くくったようだ。

「ダスト、この衣装どうしたんだ？　女神エリスの肖しよう像ぞう画がの格好と似ているけどよ、この街にそんなもんよくあったな」

「芝居小屋で人気の演目があってよ、なんでも後こう輩はいの女神エリスがいつも失敗や余計な事ばかりして、その後始末を先輩の女神アクアがやるっていう話らしくてな。その衣装を借りてきた」

「えっ、その話逆じゃ……」

　クリスが何か言いたげに顔を歪ゆがめている。

　エリス教徒としては、そんな内容の話は受け入れられないようだ。

「別に本人を騙かたって信者を獲かく得とくするわけじゃねえんだ。女神エリス感謝祭でも仮装していただろ。それと同じだから別に問題になんねえって。んでもって、たまたま女神エリスに似た格好で街を練り歩きながら人目につく善行をすれば、少しはエリス教徒の肩かた身みも広くなるって寸法よ」

「でもよー、この格好でアクシズ教の総本山を歩くって自殺行こう為いじゃね？」

　キースのツッコミに全員が沈ちん黙もくする。

　エリス教徒である事がバレただけで、酷ひどい仕打ちをしてくる街だ。無事で済むとは……思えないな。

「ねえ、何とか言ってよ！　あたしは今から自殺しに行くの!?」

「さすがに殺されはしないだろ……たぶん」

「目を見て言ってよ！　なんでみんな目を逸そらしているのっ!?」

　少し前にアクセルの街であった女神エリス感謝祭を参考に、この計画を思いついた。

　俺は現場に居合わせてなかったが、ミス女神エリスコンテストでは本物が降臨したらしい。

　その話は各地に広まっているので、それを利用してこの街にも女神エリスがやってきた。と勝手に思い込むのは自由だからな。

「いくらなんでも、女神かもしれない相手に暴言や暴行はやらんだろ。アクシズ教徒だとしても」

「そうだよな、幾いくらアクシズ教徒でもよ」

「うんうん、そうよね」

　自分達を無理やり納なつ得とくさせるように、仲間達が頷いている。

「でも偽にせ者ものってバレたらどうなるんでしょうか……」

　ゆんゆんの呟きに再び黙だまり込む。

　本物の女神エリスがこの場に居ても不安なのに、偽者だと知られたらそりゃ……な。

「袋ふくろ叩だたきにされて、街から追い出されるのは確実か」

「それで済めばいいんですけど。ここの人達ってエリス教徒を見たら嫌いやがらせをするのが生きがいみたいなところありますから」

　この街に一番詳くわしいゆんゆんが言うのだから信ぴょう性は高い。

　実際、たった二日だがここに滞たい在ざいした感想としては間違っていないと思う。

「ねえ、不安しかないんだけど！　やっぱりやめない？　エリス教徒達の立場を良くしたいとは思うけど、この方法は間違っていると思うんだ！」

「他ほかの手段を考えるか」

　俺がそう切り出すと全員がほっとした顔をしている。

　これが却きやつ下かされたのはいいとしても、他に何か案があるかと言えば……。

「悪魔が現れたぞ！　噴ふん水すい広場でアクア様を罵ば倒とうしているらしいぞ！」

「悪魔っ!!」

　宿屋の外から怒ど号ごうと大勢の足音が聞こえたかと思うと、クリスがエリスに扮ふんした格好のまま外へ飛び出していく。

「ちょっ、ちょっと待て！　その格好で行くな！」

「クリスさん!?　ダメだよ、危ないよ！」

　俺達も慌あわてて後を追う。

　エリス教もアクシズ教と同じぐらい悪魔を毛け嫌ぎらいしていると聞いた事はあるが、まさかあの格好のまま我われを忘れて出ていくとは思いもしなかった。

　クリスの格好を見たら確実にちょっかいを掛けてくる連中が、目を血走らせて前だけを見ているので気づいていないようだ。

　広場に着くと昨日まではなかった木製の舞ぶ台たいがあり、その上にバニルの旦だん那なとロリサキュバスがいる。

　バニルの旦那は胸を張って周囲を取り囲む市民を睥へい睨げいしているが、隣に並ぶロリサキュバスはぶるぶると震ふるえ旦那の服の袖そでをぎゅっと摑つかんでいた。

　二人とも何やってんだ。ここで悪魔である事をバラしたらとんでもない事になるぞ。

「あの姿は……助手君の家で見た人型の人形？　妙な感じがするけど、この姿だと能力が抑おさえられているから、よく分からないな」

　怒いかりの形相だったクリスがバニルの旦那を見てキョトンとしている。

　何の事かは分からないが、少し落ち着いたようだ。

　旦那は平然としているが、取り囲んだアクシズ教徒達が今にも飛び掛かりそうなぐらいに興奮している。

「少し前にアクア様を名乗った罰ばち当たりなプリーストが現れたかと思えば、今度はアクア様を罵倒する悪魔のような男が現れるなんて！」

「フハハハハ！　愚おろかな女神を信じる愚ぐ民みんどもよ、我わが輩はいの呼び声によくぞ応こたえてくれた。おっと愚かと愚かが被かぶってしまったな、いや失敬失敬」

　額に手を当てて体をのけ反らせながら大笑いしている。

　旦那の煽あおりは絶好調だな。

「愚かで無能な者どもに、真実を聞かせてやろうというのだ。罵倒するのではなく感謝すべきではないのかね？」

「何言ってんだ！　その仮面はちょっと格かつ好こ良いいけど、アクア様を馬ば鹿かにするのは許さないぞ！」

「アクア様を馬鹿にするなんて、この悪魔めっ！」

「お主らは本当にあの無能で怠たい惰だの化け身しんのような存在を女神と崇あがめられるというのかっ！　エリス教へのイタズラ等の迷惑行こう為い。酒を浴びるように飲み、どんちゃん騒さわぎでギルド職員に怒おこられ、宴えん会かい芸ばかりが認められているのだぞっ！」

　熱弁を振ふるう旦那には悪いが、それは女神じゃない方のアクアだろ。

　信者達は珍めずらしく真ま面じ目めな顔をして話を聞いていたかと思うと、うんうんと頷うなずいている。

　そして全員が同時に顔を上げると口を開いた。

「「「最高じゃねえか！」」」

　声を揃そろえて何言ってんだこいつら……。

「まさにアクシズ教の教え通りじゃないか！　『自分を抑えて真面目に生きても頑がん張ばらないまま生きても明日は何が起こるか分からない。なら、分からない明日の事より、確かな今を楽に生きなさい』そう教えられてきたからな！」

「そうだ、そうだ。アクシズ教の教義も知らないのか。『汝なんじ、何かの事で悩なやむなら、今を楽しく生きなさい。楽な方へと流れなさい。自分を抑えず、本能のおもむくままに進みなさい』俺は毎晩復唱してんだぞ！」

「まったく、これだから素人しろうとは。ちゃんと聞きなさいよ。『汝、我が慢まんすることなかれ。飲みたい気分の時に飲み、食べたい気分の時に食べるがよい。明日もそれが食べられるとは限らないのだから』ちゃんとメモ取りなさいよ！」

　アクシズ教のプリーストの格好をした連中がバニルの旦那に迫せまっているな。

　しかし、なんだこの心に響ひびく教義の数々は。

　意外と悪くないんじゃないか、アクシズ教。

「ダストの生き方にそっくりよね。だからアクシズ教徒に勘かん違ちがいされたんだ」

「……あそこまで、俺は酷いか？」

「「「うん」」」

　女性陣じんが声を揃えて肯こう定ていしやがった。男性陣は無言で頷いている。

　今までのアクシズ教の言動を思い出し、あれと同類か……。と悩んでいる間も、信者と旦那の罵ののしり合いが続いていた。

「仮面のあんた。見てきたような事を言っているが、アクア様が降臨されたという話なんて聞いた事ないわよ！　アクア様の名を騙る不届き者は前にいたけどさ」

　信者の女が叫さけぶと、他の信者達も大きく頷いている。

　……ん？　なんでプリースト達は一いつ斉せいに目を逸らしてんだ？

「ふっ、貴様らは知らぬだけだ。女神アクアは……おっと、これを言うとアクシズ教徒が更さらに調子に乗る恐おそれがあるか。ふむ、愚か者を崇めるお間ま抜ぬけ集団よ。よく聞くがいい。アクセルの街に女神エリスが降臨したという噂うわさを耳にした事はないか？」

　旦那の問いに民衆がざわつく。

「聞いた事あるぞ。感謝祭で現れたとか、どうとか」

「エリス教のヤツらが自じ慢まんげに語ってたよな」

　どうやらあの話はこの街まで伝わっているようだ。

　俺達の考えた作戦は悪くなかったのかもしれない。

「知っておるようだな。エリスが降臨したと知ったアクアは、一人だけずるいと羨うらやましがって後を追うように降臨したのだ。私もバカ騒ぎしたいとな」

　無理のある支し離り滅めつ裂れつな話だ。

　この迷めい惑わく集団でもそんな話を信じるとは思えない。

「そんなバカな。……でもアクア様ならあり得そうだ」

「アクア様だからね」

「アクア様だったらやりそうだよな」

　あっさりと信じやがった！

　こんな教義を広めている女め神がみなら、正直やりかねないとは思うが。

「ここに来るまではアクシズ教の事を心底馬鹿にしておったのだが、我輩は反省した。アクシズ教徒の上辺だけを見て、怠なまける事ばかり考える楽観主義者かと思っておったのだが、その根底に流れる本当の自由を求める熱き魂たましい。今それに触ふれて感かん銘めいを受けた！」

　舞台の上で拳こぶしを握にぎり締しめる旦那を、隣となりのロリサキュバスが大口を開けて凝ぎよう視ししている。

　悪あく魔まのバニルの旦那だけは共感しないと思っていたんだが、ここの悪い空気に中あてられておかしくなっちまったのか？

　……いや、何か裏があるな。付き合いは短いがそんな玉じゃない事ぐらいは分かる。

「お、おう。アクシズ教の良さを分かってくれたのか。ならば同志だ、今までの暴言は水に流そうじゃねえか」

　信者の一人がそう語りかけると、周りのヤツらも笑え顔がおを浮うかべる。

　さっきまでの殺さつ伐ばつとした様子が噓うそのように、穏おだやかな雰ふん囲い気きが広がっていく。

　意外と単純なんだな、アクシズ教ってのは。

「本来はぼろ儲もうけしようと考え、降臨した女神アクアを隠かくし撮どりしたこの写真集を高値で売りつける予定だったのだが、同志の諸君には特別に五割引きで売ろうではないか！」

　そう言うと舞台の袖に置かれていた木箱を、ロリサキュバスと一いつ緒しよに運んできて蓋ふたを開ける。

　ははーん、そういう事か。旦那の目もく論ろ見みが全すべて理解できた。

　煽って注目させてから改心した振りをして、安売りと噓を吐つき通常の値段で売る。中々の悪党じゃねえか。

「アクア様の写真集だと!?　買う、買うぞ！」

　客が殺さつ到とうしてロリサキュバスがあたふたしている。

　これじゃ売るどころか暴動が起きそうだ。

　俺は迷わず旦那の下もとに駆かけ寄り、ロリサキュバスと信者の間に割り込む。

「おら、お前ら落ち着け！　ちゃんと並ばねえと買わせねえぞ！　旦那手伝うぜ、人手が足りねえだろ？」

「ふむ、目ざといな。働きに応じて売り上げの一割を提供しようではないか」

「商談成立だな！」

　目と目を合わせただけで理解してくれたようだ。

　お互たがいにニヤリと口元に笑みを浮かべて、手売りを開始する。

「お前らも手伝え！　ゆんゆん、旦那のダチなんだろ！」

「えっ、あっ、はい！」

　長机の上に本を並べて、押し寄せる信者達に売っていく。

　女神エリスの格好をしたクリスは場違いな事に気づいたらしく、宿へ戻もどっていく背が見えた。

　大量の写真集が次々と捌さばけていく。

「くそお、見えそうで見えねえぞ。誰だれかハサミか刃は物もの持ってないか！」

　中を覗のぞけないように写真集を紐ひもで十字に縛しばっているので、信者の連中が必死になって紐を切ろうとしている。

　冒ぼう険けん者らしいヤツが手持ちの短たん剣けんで紐を切って、中を見ているのが視界の片かた隅すみに映った。

「なんじゃこりゃああああああああっ！」

　そいつが写真集を掲かかげ、のけ反りながら絶ぜつ叫きようを上げている。

　信者達が注目して集まり覗き込むと、写真集の中身を確かく認にんして硬こう直ちよくした。

「これもっ、これもっ、このページもっ！　どういうことだっ！」

　投げつけられた写真集がページを開いた状態で目の前に落ちる。

　それは女神アクアの写真ではなく──

「残念、我輩の写真集でした！　フーハハハハハハハハハハ！」

　半はん裸らの旦那がポーズを決めていた。

　殺気を帯びた視線が突つき刺ささっているが、旦那は高笑いを上げている。

「何という悪感情であるか！　あやつの信者の悪感情ともなると格別ではないか！　フハハハハハハ！　大変に美味であるぞ！」

「バニル様！　バニル様！　笑っている場合じゃないですよ！」

　ロリサキュバスは怯おびえた顔で涙なみだを流して旦那に縋すがりついている。

　それもそのはず、怒りで顔を歪ゆがませたアクシズ教徒に囲まれているからな。

「ひっ捕とらえて、温泉に漬つけた状態で教義を三日三晩聞かせ続けてやれ！」

「逃にがすんじゃねえぞ！」

　一斉に飛び掛かかられる直前にロリサキュバスを引き剝はがした旦那が、人に埋うもれて見えなくなる。

「バニル様ーっ！」

「捕つかまえたぞ！　あれっ、妙みように軽くないかっ!?」

「華か麗れいに脱だつ皮ぴ！」

　民衆の声に紛まぎれてバニルの旦だん那なやロリサキュバスの声がする。

　今のところ旦那は捕まらずに躱かわしているようだが、どうやってんだ？

「ね、ねえ。吞のん気きに眺ながめているけど、あたし達も危なくない？」

「言われてみれば確かに」

　怯えた顔のリーンが俺の袖そでを引っ張っている。

　写真集の販はん売ばいを手伝っていた俺達を仲間だと普ふ通つうは思うよな。だとしたら、次にターゲットになるのは……。

　のらりくらりと逃げ回っているバニルの旦那に、苛いら立だちが頂点に達した信者達が俺達を見た。

　あの目はヤバい。捕まったらどうなるかは考えたくもない。

「仲間も確保しろおおおおおっ！」

「てめえら、撤てつ退たいだ！　逃げろ！　捕まったら人生が終わると思え！」

「「「「えええええっ!?」」」」

　いち早く逃げ出すと後ろから仲間達が続き、更に信者が津つ波なみのように押し寄せてくる。

　マジで捕まったら一巻の終わりだ。そう確信できる光景だ。

　懸けん命めいに走っていると進路方向にとぼとぼと歩く、クリスがいた。

「こんなところに女神エリスがいるぞ──っ！」

　利用する事にした。

「暗黒神エリスが後ろで手を回していたのか！　許さねえ！」

　敵意の一部が思おも惑わく通り女神エリスに扮ふんしたクリスに向いたようだ。

　クリスは迫せまりくる人々を見て、戸と惑まどった顔をしながらも走り出している。

「何？　ど、どういうこと！　えっ、えっ、えっ」

「何されるか分かんねえぞ、逃げろ逃げろ！」

「わけ分かんないんだけど!?　何でアクシズ教の人に追われているの!?」

　俺の隣を並走するクリスが必死の形相で問いかけてくるが、こっちも余よ裕ゆうがない。

　信者の体力と足の速さが尋じん常じようじゃない。何で老人も子供もこんなに足が速いのかと思えば、アクシズ教のプリーストが強化魔ま法ほうを掛けていた。

「このままじゃ、いずれ捕まるぞ！　二手に分かれるぞ！」

「分かった、みんなもいいよね！」

　リーンの確認の声に全員が頷うなずいたのを確認して、三さん叉さ路ろの手前で走る速度を落とし、ゆんゆんが逃げた方を確認して後を追う。

　ゆんゆんはアクシズ教の最高司祭とも顔見知りだという話を前に聞いていた。

　最悪捕まったとしても一緒なら悪いようにならないだろう。……たぶん。

　それに紅こう魔ま族ぞくなのを脅おどしの材料として使えば逃げ切れる。そう咄とつ嗟さに判断をした。

　生まれ持ってのぼっちの才能のおかげか、ゆんゆんと同じ道を選んだのは俺だけのようだ。

　もう一方に行った仲間達の事が気にはなるが、クリスは熱心なエリス教徒だ。彼らに庇ひ護ごを求めたら助けてくれるだろう。

　……テイラーやキースはまだ本調子じゃねえんだよな。一応、こっちに民衆を引き付けるようにするか。

「この稼かせいだ金で豪ごう遊ゆうしてやるから安心しな！」

「てめえ、ぶっ殺してやる！」

　俺の大声に反応したヤツらが俺を睨にらんでいる。

　大半をこっちに誘ゆう導どうできそうだ。

「いざとなったら、口くち利きき頼たのむぜ！」

　並走するゆんゆんに期待を込めて話す。

「は、はい。任せてください……。と言うとでも思っていたようだな。残念、再び我わが輩はいでした！」

　走りながら器用にゆんゆんの皮を脱ぬいだバニルの旦那がいた。

　啞あ然ぜんとして足が止まりかけたが何とか持ち直すと、背後から迫る足音に首を巡めぐらせる。

　信者たちがバニルの旦那の姿を確認して、全員がこっちに向かってきていた。

「異教徒がいたぞー！　金返せ、この野や郎ろう！」

　怒ど声せいと足音で大気が震ふるえている。

　……あっ、これ捕まったら死ぬな。

「うっそだろ、おい！　何してくれてんだ、旦那！」

「悪感情を少しでも長く味わいたいではないか。そうなると一番逃げ足の速い者を巻き込む事で、愚おろかな信者と二種類の悪感情を得られ続けるという悪あく魔ま的発想である！」

　俺が絡からまなければ感心する場面かもしれないが、当事者としては勘かん弁べんしてほしい！

　だが今は文句を言うぐらいなら、呼吸をした方がマシだ。

　息が乱れて追いつかれたらそこで人生が終わる気がしてならない。

「最近、追われて逃げてばっかじゃねえかああああっ！」

　貞てい操そうに続いて今度は命を守り抜ぬくために、アルカンレティアの街を走り続ける羽目になった。
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「い、息がっ……。ひ、人って死ぬ気になれば、何でもできるもんだな」

　全力疾しつ走そうで何とか振ふり切った俺は路地裏から頭だけ出して、ヤツらがいないか周囲を警けい戒かいする。

　どうやら完全に撒まいたようだ。

「このまま、キース達と合流してアルカンレティアとはおさらばだ」

「帰るんですか？」

「どひぃぃぃやあああ!?　って、ゆんゆんかよ。寿じゆ命みようが十年ぐらい縮まったぞ」

　背後から肩かたに手を掛けられて振り返ると、ゆんゆんが俺の顔を覗き込んでいた。

「今度こそ本物だよな……。そっちは無事だったのか？」

「ダストさんが信者の方々を引き付けてくれたので、直すぐ逃げられましたよ。えっと、ありがとうございます」

　元は自じ業ごう自じ得とくなところもあるので、頭を下げて謝られるとむず痒がゆい。

　この後ろめたい気分を払ふつ拭しよくするには……。

「ゆんゆん、これやるよ」

　芝しば居い小屋から戻る時に買っておいたぬいぐるみをゆんゆんに投げ渡わたす。

　大口を開けた間ま抜ぬけな顔をして、受け取ったぬいぐるみと俺の顔を交こう互ごに見ている。

「えっ、これは？」

「最近カズマといい感じの爆ばく裂れつ娘むすめと張り合って、妙な行動してただろ。どうせ、相手を羨うらやましがらせるために、自分だってデートをした事があるって見み栄えを張ろうと思った。ってとこか。でも俺ぐらいしか男の知り合いがいなかった」

「うっ、知ってたんですか」

　無理をしているのが見え見えだったからな。

「男からもらったプレゼントって事にすれば、少しはいい勝負になるんじゃねえか」

　帰る際に以前ギルドの近くでゆんゆんと爆裂娘がしていた会話を思い出し、残りわずかだった全財産と引き換かえに購こう入にゆうしたぬいぐるみ。

　予算の都合上、欲しがっていた物より二回り小さいが姿形は同じだ。

「これで混浴の件は帳消しにしてあげます！　ほんの少しだけ良いいところもあるんですね」

「へいへい。そりゃあ、どうも」

　悪態を吐つきながらも、嬉うれしそうにぬいぐるみを抱だきしめているゆんゆん。

　空っぽの財さい布ふも報むくわれそうだ。
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「二度と行かねえぞ、あの街には！」

　俺が馬車で絶ぜつ叫きようを上げると、疲つかれ切った表情の仲間達は俺をちらっと見ただけで黙だまり込んだままだ。

　一晩中、あの街を走り回り信者達を振り切ると、仲間達と合流して乗合馬車で街を去った。

　仮装を解いたクリスは「別なところに用があるから」と言って帰りも別だ。

　車内にいるのはリーンとキースとテイラーといういつものメンバー。他ほかの連中はもう一台の馬車にいる。

　……俺達と同じように疲ひ労ろう困こん憊ぱいで眠ねむっていそうだ。

「ほんと、酷ひどい目に遭あったわ。旨うまい話には裏があるって本当ね」

「俺は悪くないぞ！　カズマがくれた宿しゆく泊はく券だかんな！　そこを勘かん違ちがいするなよ！」

「はいはい、分かったわよ。別にあんたが全面的に悪いなんて言ってないでしょ」

　肩をすくめてやれやれと頭を振るリーンの態度に少しイラついたが、これ以上は言い返す元気もないので背もたれに体を預ける。

　今回の一件はバニルの旦だん那なが悪いという話になったのだが、騙だまし取った写真集の売り上げの一部が相当な金額になったので、全員が蒸むし返すのはやめようという話になった。

　ゆんゆんだけは金を受け取らずに、旦那に対して説教をしていた。人見知りをしない相手には強気なところがあるよな。

　今回の一件は命の危機を感じたが旦那に感謝している部分もある。あの温泉での出来事がうやむやになったからだ。

　もっと罵ば倒とうや追つい及きゆうをされるかと思ったのだが、誰だれも触ふれようとしない。この点に関してはマジで助かった。

「はぁー、早くアクセルの街に戻もどって酒が飲みてえな」

「あたしはベッドでゆっくり寝ねたい」

　どっちにしろ、のんびりやりたいもんだ。

　そんな事を考えながら馬車に揺ゆられウトウトしていると、御ぎよ者しやの声がした。

「お客さん、アクセルの街に着きましたよ」

　窓を開けて顔を出すと、アクセルの街を取り囲む壁かべが見える。

　一度誰かさんの大水で壊こわれてから建て替かえただけあって、まだ壁の破損個か所しよは少なく真新しい。

「あの壁はカズマが払はらった金でできてんだよな……」

「そう考えると凄すごい事よね。壊したのは仲間のプリーストだけど」

　同じ窓から顔を出すリーンが壁を見上げて感心している。

　体が触れあっているが文句も言わないって事は、温泉での事はあまり気にしてないのか。

「あれ？　門番の人がちょっと変じゃない？」

　目を細めて進路方向を睨むように見ているリーンに釣つられて見ると、いつもなら町を訪おとずれる人々を厳しくチェックしている連中が、話しかけもせずに素す通どおりさせている。

「やる気ねえな。変なものを持ち込むなとか、俺の顔を見る度たびに止めに入るヤツらなのによ」

「それはあんたが毎回余計な事して門番の人を困らせているからでしょ。前も生け捕どりにした一いち撃げきウサギを『愛あい玩がん動物として売れるんじゃねえか？』って街に持って帰ろうとしてひと悶もん着ちやくあったの忘れたの？」

「あいつら頭かてえよな。高値で売れるのは間違いないのによ」

「怪け我が人が出て、あんたが捕つかまる未来までは確定しているけどね。……じゃなくて、やっぱり門番の人が変だよ」

　いつもと違って素通りさせているので待ち時間がない状態で俺達の番になった。

　毎回馬車の中を軽く覗のぞいて、お尋たずね者がいないか危険なものを持ち込んでいないかを調べるのだが。

「通っていいぞ。はぁー」

　こっちを見ようともしなかった。

　通る側としては楽でいいんだが、これだと指名手配犯でも問題なく街に入れるぞ。

「おーい、あんた。もうちょい調べるとかするべきじゃねえか？」

　柄がらにもなく思わず門番に話しかけると、門番はちらっとこっちを見てからため息を吐いた。

「どうでもいいよ……。帰って寝たい」

「その気持ちは理解できるが、仕事しろよ」

「なんでも言う事を聞くメイドを雇やとって、寝て暮らしてえ……」

　こいつ一人だけがおかしいのかと思ったら、門番全員にやる気がない。

　門にもたれかかっているのもいれば、地面に寝っ転がってぼーっと空を眺ながめているヤツまでいる。

「い、異様な光景ですね。めぐみんを背負しよって帰った時は、親身になって私の心配をしてくれる門番さんまで……」

「精気を抜かれているような感じですけど、ちょっと違うような？」

「これは妙みような事になっているようだな」

　バニルの旦那達も違い和わ感かんに気づいたらしく、馬車から降りて徒歩でやってきた。

　俺達も御者に礼を言ってから全員が降りて、アクセルの街に入っていく。

　嫌いやな予感はしていたが街中も酷い状じよう況きようになっていた。

　住民が道のそこら中に座り込むどころか、寝ころんでいる連中もごろごろいる。

　商店の大半が閉まっているが、開いている店も店員が椅い子すに座った状態で日向ひなたぼっこをしているだけだ。

「これは異様とかそういう次元じゃねえな。非常事態だろ……」

「あ、あの。めぐみんが心配なので私は屋や敷しきに行ってみます！　失礼します！」

　ゆんゆんがカズマの家の方へ全速力で駆かけていく。

「お店が心配なので私もお先に！」

　ロリサキュバスはバニルに何度も頭を下げてから、同じように走り去っていく。

「我わが輩はいも店が心配ではあるな。この状況では売り上げは期待できぬだろうが」

　旦那は慌あわてることなく歩いて帰るのか。

　取り残された俺達は思わず顔を見合わせる。

「冒ぼう険けん者ギルドに行って確かく認にんしてみてはどうだろうか？」

「そうだな。ギルドなら異常事態に対して何かしらの手を打っているかもしんねえし」

　仲間達と冒険者ギルドに向かったのだが、その間も何処どこを見ても住民はだらけた状態で寝るかぼーっとしているかのどちらかだった。

　ギルドの扉とびらを開けてそっと中を覗き込むと、冒険者達の姿は何処にもなく職員がちらほらといるだけだ。

　その職員もカウンターに上半身を投げ出して、だらだらしている。

　頰ほお杖づえを突ついた状態で辛かろうじて眠ねむ気けに耐たえているのは、受付のルナだ。

　他は会話にもなりそうになかったので、仲間と一いつ緒しよにルナに話しかける。

「おい、どうなってんだ。ここもそうだけどよ、街も全部こうなのか？」

「あー、ダストさんですか。そうじゃないですかねー」

　だるそうに返事をするルナの目は半分閉じていて、瞳ひとみの焦しよう点てんが定まっていない。

　毎日忙いそがしそうに冒険者達の対応に追われているルナと同一人物とは思えないぐらい、だらけている。

「ちょっと！　本当にどうしちゃったの!?」

　リーンがルナの肩を摑つかんで前後に揺らすが、されるがままで抵てい抗こうすらしない。

「待てよ、リーン。今なら胸を揉もんでもいけるんじゃねえか？」

「ダメに決まってるでしょ！　なんでみんなやる気ないのよ。これじゃまるで……あれ？　ダスト、この状態ってキース達に似てない？」

「言われてみれば、あのダンジョンから帰ってきた時のお前らと似ているな」

　エロい本を見つけたダンジョンの中で急に「疲れた」や「だるい」を繰くり返すようになった、こいつらの症しよう状じようとそっくりだ。

　当の本人達は首を傾かしげているだけで自覚はないのか。

「ってことは、あの時の事が何か関係あるのかもしんねえな。お前ら何か覚えてねえか？」

「それがな。部屋に入った途と端たんに体中が重くなったような感じがして、考えるのも面倒なぐらい眠気とだるさが酷かったんだ」

「そうそう。何もかもがだるくてよ、暫しばらくずっと寝て食事するだけだったぜ」

　二人と同じ症状なら、街の連中も放ほうっておけば回復する可能性が高いのか。

　なら焦あせる必要はないな。

「うーん、本当にテイラー達と同じなのかな。ねえ、ルナさん。いつぐらいからこんな感じになっちゃったの？」

「そうですねー。三日前ぐらいから、仕事をサボったりする人が徐じよ々じよに増えてきてー。今日は昨日より体も重くて……。お医者さんは病気じゃないって言ってましたがー。あー、専業主婦になって素す敵てきな旦那様に甘やかされて、だらだら過ごしたい……」

　途と中ちゆうから欲よく望ぼうが漏もれ出している。

　今の話は冷静になって考えるとヤバくないか。

「それって、徐々に悪化しているって事だよな。テイラー達は一いつ瞬しゆんでなったのによ」

「やっぱり、これは大事じゃない？　徐々にこんな風になるのなら、あたし達だっていずれはこうなるって事よ」

　辺りを見回して血の気が引いた。

　悠ゆう長ちように構えている場合じゃないようだ。

「ど、どうすんだよ！　原因つったって、思いつくのは俺らぐらいだろ？」

「キースや俺が病原菌きんを運んだ、と考えるのが理にかなっているように思えたが、徐々に悪化するのは違うのではないか？」

「それによ。もしお前たちが何らかの病気になってそれが移ったなら、なんで俺もリーンも平気なんだ。おかしいだろ、一番傍そばにいたのによ」

　考えてもわけが分からん。

　情報が少なすぎる。もう少し詳くわしい事情が知りたいところだ。

「各自でばらけて情報収集しに行くぞ。集合場所はここだ」

　全員が頷うなずいてギルドを飛び出していく。

　こういう厄やつ介かい事が起こると、その中心にいる事が多いのはカズマ達だ。

　今回も何か絡からんでいるんじゃないかと考え、あの屋敷に行くことにした。
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　居なかった。

　代わりに屋敷の前をうろちょろしていた不ふ審しん人物──ゆんゆんを拾ったが。

「ダチの家ぐらい普ふ通つうに訪ねろよ」

「だ、だって、温泉旅行を散々自じ慢まんしたのにアルカンレティアでお土産みやげを買いそびれたから、めぐみん怒おこるだろうなって思ったら」

「そんな状況じゃないだろ。どっちにしろ留守だったけどよ。他ほかに頼たよれそうなヤツは誰かいねえのかよ」

　途中で寄った馴な染じみの雑貨屋は店が開いてなかった。

　警察もちらっと覗き見してきたが、警察官たちも同じようにやる気なく床ゆかに座っているだけで仕事はしていない。

　今なら犯罪行こう為いやりたい放題じゃないか、と一瞬だけ思った。やらないがな。……本当にやらないからな。

「あっそうだ。魔ま道どう具ぐ店に行ってみましょう！　バニルさんってこういう現象に詳しそうじゃないですか！」

　ぱんっと手を鳴らして、名案を思い付いたとゆんゆんが目を輝かがやかせている。

　旦だん那ななら原因を知っていても不思議ではないな。あの未来を見通す力なら、打開策も見つけてくれそうだ。

「だがよ。旦那の悪だくみに巻き込まれたばっかだぞ。解決策を教えてくれるかもしんねえが、また騙だまされる気がすんだよな」

「でもあれって、ダストさんがバニルさんの商売に割り込んだだけですよね？　自じ業ごう自じ得とくですよね？」

「よーし、旦那に相談に行くか！　ほら、なに呆ほうけてんだ。さっさと行くぞ」

「ほんと、いい性格してますよね！」

　文句を言いながらも、ゆんゆんが追いかけてきている。

　悪魔にもすがる思いで魔道具店に向かい扉を開けると、焦こげた店主が隅すみの方で転がっていた。

　それを気にもせず商品の整理をしているバニルの旦那。

「旦那、今度は何やらかしたんだ？」

「聞いて驚おどろくがいい。我輩の留守中にまんまと騙されおってな。なんでも、我輩が旅行中に事故を起こして損害賠ばい償しよう請せい求きゆうされていると言われたらしく、疑いもせずに稼かせぎの全すべてを渡わたしたそうだ」

「あー、典型的な詐さ欺ぎだな」

　最近流行はやりの手口だ。身内や知り合いが何かやらかして、その金を代わりに払はらわせる。

　単純だが効果的らしく、警察が注意するように呼び掛かけていた。

「そうであろう。我輩が逆の立場であれば店主を合法的に処分できてありがたいぐらいだ。『煮にるなり焼くなり好きにして構わぬ』で終わるものを。何故なぜ、払うのか。理解しがたい」

「そ、それは、バニルさんの事が大事だからですよ。心配して相手の言葉を信じてしまったんです……」

「このような無能店主に心配されるいわれはない。写真集の売り上げがなければ、またも貧困生活に陥おちいるところであったわ！」

　そう言いながらも若じやつ干かん嬉うれしそうに見えるのは、たぶん気のせいだな。

　旦那はお金に関してはシビアなところがあるから。

「それで、同性愛疑ぎ惑わくとぼっちマスターは何をしに来たのだ」

「その疑惑広めないでくれよ!?」

「ぼっちマスター……。ちょっと、格かつ好こ良いいかも……」

　怒るどころか喜んでいるゆんゆんは無視しておこう。

「街が異常事態ってのは旦那も知ってるだろ？　あれの解決策か、何が原因か分かんないかと思ってよ」

「ふむ。どうやら精気……というよりも、やる気を失っているようではある。気力を失っておるから怠たい惰だとなり、あのような姿に成り果てておるのであろう」

「そうなんだよな。前に俺んとこの二人も同じような状況になった事があってよ。それと何か関連があるんじゃないかと思ってんだが」

「それは興味深い話ではあるな。詳しく話してみるがよい」

　旦那に仲間達とダンジョンに潜もぐった時の話をすると、旦那は顎あごに手を当てて何やら考え込んでいる。

「そのダンジョンの部屋に何かあったのではないか？　それが病原菌か魔道具なのか、はたまた別の要因があるのかは分からぬが、それが原因なのは明らかであろう」

「わ、私もそう思います」

「やっぱ、そう思うよな。となると、あのダンジョンに行ってみるしかねえか」

「それも早さつ急きゆうに旅立つべきであろう。見通す大悪魔が宣言しよう。このまま放置していると街の人々が食事すらしなくなり飢うえ死にすると」

　その言葉に俺とゆんゆんは顔を見合わせる。

「そ、それって、大問題じゃないですか！」

「それも俺達が原因ってバレたら、言い訳がきかねえぞ!?　使えそうな連中をかき集めて、行くしかねえか！」

　重要な情報は得たので、とっとと集合場所のギルドに戻もどって旅立つ準備をしなければならない。

　何人ぐらいが戦力として役に立つのかは不明だが、最悪の場合は俺達だけでやるしかないよな。

「あっ、旦那も手伝ってくれよ！」

「断る。我わが輩はいは騙した詐さ欺ぎ師しを見つけ、無能店主に化けてすり寄り『お金を返してくれるなら私を好きにして構いません』と言って迫せまり、相手が下心を出したところで正体を現す刑けいを下さねばならぬのだ！」

「……そりゃ、詐欺師もご愁しゆう傷しよう様さまだな。情報マジで助かったぜ！」

　これ以上を旦那に求めるのも無理な話か。

　まずは仲間達と相談してから、使えそうな連中をかき集めるぞ！
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「アレが原因だったのね。となると、あたし達がどうにかするのが筋よね」

「ああ。自分のケツは自分で拭ふかないとな」

「面倒だけど、しゃーねえよな」

　仲間達はダンジョンに行くことに同意している。

「わ、私も微び力りよくですが、お手伝いします」

　ゆんゆんも手伝ってくれるのは助かる。戦力としてはこの中で一番頼りになるからな。

「ゆんゆんさんが微力なら、私はどうなるのでしょうか……」

　ロリサキュバスも参加するそうだ。

　店の連中も同じ状態だったのだが、同どう僚りようのやる気よりも冒ぼう険けん者達が性せい欲よくも失っているのでサキュバスとしてはかなり困るらしい。

　今ならサキュバスの店に行ってやりたい放題できるような……。時間がないのが惜おしい。

　そんなロリサキュバスも含ふくめ全員で必死になってかき集めたというのに、戦力はたったこれだけだ。

　街中を走り回って人を探したが、知り合いでまともに動けるようなヤツは一人もいなかった。

　普通に動けるのはこの街を訪おとずれたばかりの者だけで、一日でもこの街に滞たい在ざいするとダメ人間が完成するようだ。

「カズマ達がいれば助かるんだが、しゃあねえよな。俺達だけで何とかするぞ」

「元々、あたし達が蒔まいた種だしね。直すぐに出発しないと！」

　最低限必要な物をかき集めると、すぐさまアクセルの街を出た。

　スピードが重要なので利用したばかりの乗合馬車の御ぎよ者しやに説明すると、快く承しよう諾だくしてくれて馬車も確保できた。

　これなら半日もあれば余よ裕ゆうで目的のダンジョンに着くだろう。

「お前ら本当に部屋の中で何があったのか覚えてないのか？」

　何が待ち受けているのか分からないと対策も練れないので、当事者であるキースとテイラーから詳しく話を聞き出そうとしているのだが。

「それがな。今思い返してみても、部屋には特に変わったものはなかった。急に体がだるくなったのも思い当たる節はない」

「部屋に居たら何もかもどうでもよくなったから、あんま覚えてないけどよ」

「頼たのむぜ。そこがハッキリしてねえと困るんだよ。何が待ち受けているか分かんねえからな」

「人のやる気を吸い取るとなると、悪魔の仕し業わざかもしれませんね」

「魔道具とかの可能性はないでしょうか。紅こう魔ま族ぞくの里では、そういう魔道具が作れないか研究していた人もいましたよ？」

　ロリサキュバスとゆんゆんの意見も可能性としてはありか。

　旦那のように悪感情を好んで、サキュバスのように人の精気を必要とする悪魔がいるのだから、そんな悪魔がいても不思議ではない。

　魔道具だってとんでもない力が秘ひめられているのは、あの玉で嫌いやになるほど理解した。人のやる気を吸い取る魔道具の一つや二つあってもおかしくはないよな。

「どっちもありそうだな。警けい戒かいするに越こしたことはないか」

　道中で魔物を見かけることもあったが、こちらに飛び掛かってくることもなく脱だつ力りよくして寝ねているだけだ。

　おかげで一度の戦せん闘とうもなくダンジョン前にたどり着けた。

「てめえら、覚かく悟ごはできたな。気合い入れていくぞ！」

「「「「「……おー」」」」」

　気の抜ぬけた声が返ってきた。

　さっきまでの様子と違ちがいすぎることに驚き振ふり返ると、あくびをしたり肩かたを落として地面に視線を向けている仲間がいた。

「お、おい、お前らまさか……」

「なあ、ダンジョン行かなくてもいいんじゃないか？　放ほうっておいてもたぶん大だい丈じよう夫ぶだって」

「そうだな。昼寝でもしてゆっくりするのもありだろ。よっこらしょっと」

　キースとテイラーが武器を放り出して地面に座り込む。

　荷物から保存食を取り出したかと思うと、寝ころんで食べ始めた。

「おいおい、何やってんだ!?　今からダンジョン探たん索さくだぞ！」

「えー、もういいって。それよりも猥わい談だんでもしようぜ」

「少し寝てからでいいんじゃないか」

　キースはいつもよりちょっとだらけている程度だが、テイラーはあからさまにおかしい。

　堅かた物ぶつのこいつがこんな事を言い出すなんて考えられないぞ。

「リーンも何か言ってやれよ！」

「面めん倒どうだったら別にいいんじゃないかな。あたしもできるならサボりたいけどー」

　リーンに話を振ると予想外の言葉が返ってきた。

　まじまじと顔を見ると、あくびを嚙かみ殺して何とか立っているといった状態だ。

「ダストさん。体が凄すごくだるいです。これって、なんか変ですよ……」

　ゆんゆんは目ま蓋ぶたが閉じそうになっては目を見開いて、頭を左右に振って懸けん命めいに耐たえているようだ。

「精気を吸われていく感覚があります。キースさん達は前回吸われたことで抵てい抗こう力が弱くなっているのかも、ふあああぁぁ」

　二人に比べて他ほかが耐えられるのは、そういう事か。

　だが時間の問題っぽいな。この調子だと直ぐにこいつらもダメになりそうだ。

　キース達は諦あきらめて行くしかないか。

「とっとと、ダンジョンに突つっ込むぞ！　余計な事を考えずに、進む事だけ考えろ！」

「「「……はーい」」」

　やる気のない返事を止やめろ。
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「ダスト。あたしをここに置いていって。足手まといになりたくないの」

「お前を見捨てて置いていくわけないだろ？」

　殊しゆ勝しような事を言うリーンに優やさしく微笑ほほえみ、右みぎ肩かたを貸して歩いていく。

「私も気にしないでいいですから……。本を読んで待ってます」

「無理しないで置いていってください。ダストさんだけでも先に」

　背中にゆんゆんを背負しよいロープで固定して、左ひだり腕うででロリサキュバスを抱だきかかえている。

　三人の弱々しい声を聞いても歩く速度は緩ゆるめず、全員を見捨てたりはしない。

「お前ら、サボりたいだけだろ！　なんで俺だけこんな苦労しないといけねえんだよ！」

　ダンジョンのあの部屋までもう少しなのだが、近づくにつれこいつらが歩くことを拒きよ否ひし始めて、何かにつけて休きゆう憩けいしようとするので、こうやって強ごう引いんに運ぶしか手がなかった。

「みんなで一いつ緒しよに寝よう？　今なら添そい寝してあげるわよおー？」

「は、恥はずかしいですけど、我が慢まんしますうー」

「特別に無料で最高の夢を見せてあげますよおー？」

「魅み力りよく的な誘ゆう惑わくすんじゃねえよ！　思わず飛びつきそうになるだろうが！」

　俺だって本当は全すべてを投げ出してこいつらと寝たいが、この状じよう況きようを放置するわけにはいかない。

　ここで誘惑に負けたら死ぬまで眠ねむる事になりそうだ。

「なんで、あんただけ動けるのかなあ……」

「ダストさんは、いつもだと真っ先にサボろうとか言うのにー」

「もしかして、日ひ頃ごろからやる気がないから、やる気が少々なくなっても同じとかー？」

　こ、こいつら。言いたい放題だな。

　だけど言われてみれば確かに、何で俺だけ平気なんだ？

　ダンジョン探索なんて面倒だとは思っている。正直、かったるい。とっととアクセルの街に戻って酒を飲んで騒さわぎたい。

　それが本心だが、いつも思っているので今いま更さらだ。

「お前ら、もうちょっとだから頑がん張ばってくれよ。俺一人じゃどうにもならない敵だったらどうすんだよ」

　もう返事をするのも面倒なのか、返事すらしなくなった。

　ダメだこいつら。ここら辺に転がして俺一人で行った方がいいんじゃねえか？

　ダンジョン内に残っていた魔ま物もの達は無防備な姿で寝ているだけなので、放っておいても危害は加えられないだろう。

「万が一があるか……。はあー面めん倒どう臭くせえなあ」

　三人を連れて奥へと進んでいく。

　全員を引きずるようにして何とか目的の部屋の前までたどり着いた。

「ぜーはー、く、くそつかれた。おい、お前ら着いたぞ！」

「「「あと五年ー」」」

「ざけんな！　とっとと起きろ」

　俺の苦労も知らずに眠りこけていた全員を床ゆかに降ろすが、立ち上がる気配すらない。

　扉とびらを開けて中へこいつらを引っ張り込む。

　されるがままの三人はそれでも動かない。

「しゃーねえな。もう放置するしかねえか」

　このダンジョンの主あるじが住んでいたらしき風化している部屋の隅すみにまとめて置いておく。

　どう考えても一人で行った方がいい。

「どいつもこいつも幸せそうな寝顔しやがって」

　文句の一つも言いたいが三人揃そろって緩んだ顔で寝ている姿を見ていると、そんな気も消え失うせた。

　壁かべを調べて隠かくし扉を起動させる。

　スライドして現れた部屋を警戒しながら進んでいく。

　左右に扉が見える。前回俺は左を調べてお宝をゲットした。テイラー達が調べていたのは右の扉だったな。

　右の扉に耳を当てて音を探さぐる。何も聞こえないな。

　ドアノブを摑つかみ慎しん重ちように扉を開けていく。室内は薄うす暗ぐらいが見えないほどじゃない。天てん井じように小さな光が灯ともっていて、それで辺りを窺うかがう事ができる。

「さっきの部屋と同じぐらいか。机と椅い子すにベッド。ゴミが散乱しているって事はここに誰だれか住んでいたのか？」

　生活感あふれる部屋に足を踏ふみ入れる。隠れるような場所は何処どこにもないので敵はいないとは思うが、警戒は緩めないでおこう。

　床に転がっているゴミに用よう途とが不明な品がある。

　小さく平べったい板がありその表面にガラスが貼はり付いた物。黒くて太めの紐ひもが付いた手のひらサイズで十字や丸い出っ張りのある、よく分からない物体。

「なんだこれ？」

　分からないままゴミを調べていて分かった事がある。

　飲食料品のゴミが多いような。

　保存食の袋ふくろや最近開店した話題のパン屋の包み紙までもある。ということは最近までここを利用していたという事か。それに量が多いので複数人の可能性が出てきた。

　机の引き出しを開けるとそこには日記帳があった。何か貴重な情報がないかと読んでみる。

『──〇月×日。隠れ家の設備が充じゆう実じつしてきた。毎日毎日、無理難題を押し付けられて息が詰つまりそうだ。ここは俺だけの憩いこいの場所。日本の漫まん画がもなんとか復元できた。好きなだけサボるぞ』

　このダンジョンとエロい本を作ったヤツの日記のようだ。

　アクセルの街の状況に関する情報は何か書かれていないか。更さらにページを読み進める。

『──〇月×日。アレの試作品として予算を流用したが、カモフラージュの小型模型も何とか形になってきた。見た目はこれで騙だませるだろう。問題はコアの部分だ。こっちが本命なのを気づかれないようにしないと。人のやる気を吸い取る事でエネルギーに変えるなんて、でたらめな噓うそを吐ついたが意外と可能なのか？　言ってみるもんだ』

　アクセルの街と仲間の異変はこいつのせいで確定だな。

　もっと詳くわしく触ふれているページはないのか。

『──〇月×日。くそっ、仕事を全然サボらせてくれないじゃないか！　この隠れ家に来る回数もかなり減っている。だが諦めないぞ。機動兵器の資金を流用して作っているアレの完成まであとわずかだ。起動実験をまだやっていないが、ほぼほぼ完成している。これが発動すれば周囲のやる気を吸い取り、無気力化させられるはずだ。そうすればあんな馬ば鹿かげた仕事もやらずに済む。形はバレないよう手のひらサイズの球状にしておくか。うっひょー、完成が楽しみだ』

　話の流れが見えてきた。

　先が気になるので続きを読もう。

『──〇月×日。起動実験中に致ち命めい的てきな欠けつ陥かんを見つけてしまった。発動してしまうと自分のやる気も吸われてしまい、ゲームや読書を楽しめなくなる、という事だ。発動者と近くにいる者には影えい響きようを与あたえないように設定をいじるか。安全のために発動した者がある程度離はなれると、自然に機能停止するようにしておこう。初めに発動した者は別の者が発動しても影響を受けないようにセットするか。一度目の起動は威い力りよくを弱めに設定して、二度目に起動すると威力と効果範はん囲いが増すようにして……。機動兵器もそろそろ完成が近い。あの仕事が終わったら、もう仕事はしないぞ。ここにきて発動させて長期休きゆう暇かだ！』

「やっぱ、元げん凶きようは日記の主か……」

　そこから先のページは白紙だった。

　よく見るとページを雑に破った跡あとがあり、残っている部分に『説明書』と書いてある。

　この男はその魔道具を発動させずに終わったのだろうか。機動兵器ってのが引っかかるが、まずはこっちをどうにかしないとな。

　日記の内容からして、やる気を吸う魔道具が起動してこの惨さん事じになっていると考えるべきだよな。

　球状の魔道具か。

「球……。んんっ？　何か引っかかるが、気のせいだよな」

　何か忘れている気がするが、それが思い出せなかったので考えるのを放ほう棄きした。

　他ほかには調べるようなものがなかったので日記を持って部屋を出る。

　何者かが住んでいて何処どこかに出かけている可能性が高い。もしくはもう一つのお宝部屋にいるかだが。

　以前俺が調べた方の部屋の扉に耳を付けると、何やら声が聞こえてきた。

「やっ……いい……もえ……たまら……」

　扉とびら越ごしなので声がハッキリしないが何人もの声がする。

　複数で何かやっているのか？　この部屋にある物といったら……まさか、な。

　音を立てないようにそっと扉を押し開くと、こちらに背を向けて熱心に本を読んでいる男達がいた。

　人数は三人か。本に集中しすぎていて俺の存在にまったく気づいていない。

「ほとぼりが冷めるまで身を潜ひそめるつもりだったが、最高のアジトを見つけたな！」

「ええ、親分。ここには俺達が求めた宝が山ほどありやすぜ。絵の目が大きすぎるのがあれですが、これはこれで」

「チンピラ冒ぼう険けん者にやられてから、運が逃にげちまったかと思ったらこんな幸運があるなんて。人生分からないもんですね。実はこのお守りのおかげじゃないっすか」

　三人組の一人が腰こしの袋から何かを取り出したようだが、この位置からだと見えない。

　こいつらの話し声どっかで聞いた覚えがあるが気のせいか？

「それを手に入れてからというもの魔物は寄り付かないですし、アクセルの街に食料調達に行った時も警けい戒かいされる事がなかったですからね」

「冒険者を敵に回すような真ま似ねをしちまったってのに、無反応に近かったのは助かったぜ。本当にその玉のおかげかもしんねえな、いっちょ拝んでおくか」

　親分と呼ばれていた一番体格のいい男が、手のひらに玉を載のせて掲かかげている。

　……あれは確か、この部屋に初めて入った時に見つけた玉じゃねえのか？

　俺が拾って上の方の出っ張りを押して、そのまま捨てたやつだよな。

　って事はつまり、あの魔道具を俺が初めに起動させちまったから、テイラー達がああなって、リーンは俺の近くにいたから影響がなかったのか。

　次にこいつらが起動させたが、一度発動させた俺には影響が出なかった。そう考えると全すべての辻つじ褄つまがあっちまうな。

「日記を信じるならマズくないか」

　二度起動させると威力と効果範囲が増すって事は、一度目に起動させた俺もほんの少しは責任があるって事だ。

　……日記は処分しておこう。

　男達は玉を拝むとまたすぐに読書に没ぼつ頭とうしている。

　話の内容からして犯罪者らしいから不意を突ついて倒たおしても文句は出ないだろう。

　そっと足音を忍しのばせて室内に忍び込む。

　全員がぶつぶつと独り言を口にしているようだな。

　近づくにつれてその声がハッキリと聞こえてきた。

「この絵は可愛かわいいなあ。目と口が大きいのがあれだが、幼く見えるのはポイントが高い」

「いいっすよね。字は読めないっすけど、大体は分かりやすいっす。主婦っぽいのにどう見ても十代半ばにしか見えないのがたまんないっす」

「しかし、エロい内容はダメですよね！　ロリは愛めでるものであって手を出すのは愚ぐ行こうですよ、そう思いませんか！」

「そ、そうだな！　幼女に手を出すのは最低だな！」

「で、ですよねー」

　こいつらはエロ要素がない本だけを読んでいるようだが、全員後ろにエロい本隠してないか。

　しかし、今の痛々しい会話は前に聞いた事があるぞ。

　さっき話していた内容に合がつ致ちする人物を俺は知っている。

　こいつら前にリーンを誘ゆう拐かいしようとして俺が捕つかまえた……。幼女好きのロリコン集団じゃねえか！

「やっぱ、涙なみだ目めの上うわ目め遣づかいが最高っすよね！」

「いやいや、笑え顔がおが一番に決まっているだろ！　幼女の笑顔は金貨や宝石にも勝まさる！」

「だからお前らは甘いんだ。幼女は何をしていても可愛いに決まっているだろうがっ！」

「「親分！　一生ついていきます！」」

「むさ苦しいわっ！」

　厳いかつい男同士で抱だき合っている姿に苛いら立だって、思わずツッコんでしまった。

　相手が全員こっちを向いている。

　この顔はあのロリコン集団のメンバーで間ま違ちがいない。

「よう、お前らこんなところに居たのかよ」

「て、てめえは、ロリ強ごう盗とう！」

「ちげえよっ！　人聞きの悪い事言うんじゃねえ！」

　立ち上がって指をさすロリコン集団どもを怒ど鳴なりつける。

　向こうも俺の顔を覚えていたようだ。特に親分は俺に対して思い入れがあるらしく、他よりも興奮気味だ。

「お前の悪行忘れねえぞ！　俺に新たな扉とびらを開かせようとしてもそうはいかねえ！」

「お、親分……」

　隣となりで親分をちらちら見ながら照れている男は……俺がひん剝むいたヤツか。

　そういや全ぜん裸らにしたこいつと親分を抱き合うような格好にして、ぐるぐる巻きにした覚えがある。

　親分は怒いかり狂くるっているが子分の方が浮うかべている表情は、最近テイラー達が俺に向けていた顔と似ている気が……。深く考えるのはやめておこう。

「何で、てめえがこんなとこにいやがるんだ！　まさかまた俺達を捕とらえて警察に突き出すつもりか！　あれから犯罪行こう為いはしてねえぞ！」

「「そうだ、そうだ！」」

「別にお前らはどうでもいいんだが、その玉を貰もらえねえか？　それさえ渡わたしてもらえれば、見み逃のがしてやるからよ」

　今はこんな連中よりもアクセルの街での異変を解決する方が先だ。

　止め方は日記になんか書いてあったが、ぶっ壊こわせば止まるだろう。

「玉ってこのお守りの事か。やっぱ、価値のある物なんだな。それを聞いて渡すかよ。もしかして、お前は一人……のようだな。てめえら、仲間達の恨うらみと俺の復ふく讐しゆうも兼かねて、こいつをボコボコにすんぞ！」

「「へい！」」

　武器を構えて扉付近の俺にじりじりと詰め寄って来る。

　人数差もある状態で戦うのは得策じゃない。

　……いいことを思いついた。

　俺は扉から隠かくし部屋に出て更に隠し扉から、風化している部屋へ移動した。

「おいおい、逃げんじゃねえぞ。あの時の感かん触しよくと屈くつ辱じよく忘れてねえぞ！　俺にそっち系の趣しゆ味みはねえんだ！」

「おいらはまんざらでも……」

　子分の呟つぶやきは聞かなかった事にする。

　親分は前と同じく得物は槍やりか。子分は片手剣けんだな。

　一気に間合いを詰めようとしてきた相手に対し俺は……床ゆかで眠ねむりこけていたロリサキュバスを抱きかかえて、剣を当てる振ふりをする。

「お触さわりは……禁止ですよぉ……」

　寝ねぼけてんな、こいつ。

「てめえら、動くんじゃねえぞ！」

「ひ、卑ひ怯きような！　お前の仲間だろ！」

「何て野や郎ろうだ！　ロリは人類の至宝じゃねえか！」

「あ、悪あく魔まだこいつは……」

　俺の脅おどしに対して、腰が引けている。

　効果はてきめんだな。

「こいつを助けたかったら武器を捨てな」

「は、早まるな、その天使のような肌はだを傷つけるんじゃねえぞ！」

　俺の脅しにあっさりと屈くつして武器を投げ捨て、両手を上げて無条件降こう伏ふくをした。

「クズだ……」

「最低です……」

「相手の方が紳しん士し……」

　寝ぼけ眼まなこの女どもが何か言っているが聞こえない。いいから、大人しく寝てろよ。

　お前らが役に立たないから、こうやって知ち恵えを働かせているんだろうが。

　足あし下もとの武器を部屋の隅すみに蹴けり飛ばす。

　荷物からロープを取り出して、全員を縛しばり上げていく。

「せめて、そこのロリっ子に結ばせてくれ！　それならご褒ほう美びだ！」

「親分ずるいっすよ！　俺もそれでお願いするっす！　少しきつめだと嬉うれしいっす！」

「おいらはポニーテールの子で頼たのむ！　見下すような視線と罵ば倒とう付きで！」

「うっせえよ！　黙だまって俺に縛られてろ！」

　注文の多い連中を黙らせて全員の捕ほ縛ばくが終わった。

　額の汗あせを拭ぬぐい一仕事終えた気分だったが、まだ元げん凶きようの玉を破は壊かいしていない。

「おい、あの玉を寄こせ」

「はっ、残念だったな。あの玉は隠してきた」

　玉を持っていた親分が鼻で笑い、勝ち誇ほこった顔をしている。

　どうやら状じよう況きようが理解できてないみたいだ。

「あのな。この状態でそんな事が良く言えるな。立場ってもんが分かってないのか」

「どんな脅しにも屈しないからな！　この状況では前と同じ事はできないだろ！」

　前回はそこの子分の裸はだかの股またに顔を近づけて情報を引き出したが、全員まとめて縛った今だと手を出せないと勘かん違ちがいしているのか。

　前回と同じ手段は確かに使えないな。だが脅し以外にも口を割らす方法はいくらでもある。特にこいつらに有効な手段がな。

　それに別に黙っていてもあの短時間で隠せる場所なんてそうはない。

　三人を部屋の柱に括くくり付けて置くと、もう一度あの部屋に入った。

　本ほん棚だなをざっと調べてみるが見つからない。

「おかしいな。本棚と本しかないんだが、もう一つの部屋か？」

　日記のあった部屋も隅すみ々ずみまで調べてみるがどこにもない。ゴミ箱もひっくり返してベッドの下もまさぐったが、ないぞ。

　探すよりも聞き出した方が早いか。そうなると方法は一つだ。

　風化している部屋に戻もどると大人しくなった野郎と、未いまだに床で寝ているリーン達に目を向ける。

「あの短時間で上う手まく隠したじゃねえか。ここで脅しても親分ともなると簡単に口を割ったりしねえよな。あーっと、ところでこの部屋少し寒くねえか？」

「急に何言ってんだ？　別に寒くなんかねえだろ」

「おっ、そうか。でも俺はちょっと寒くてよ。暖を取ろうと思うんだが何か燃やす物はないか……。おっ、こんなところに燃えやすそうな本があるじゃねえか」

　そう言って取り出したのは、こいつらが読みふけっていた本と隠していた本だった。

　それを床に重ねて置く。

「お、おい、ちょっと待て……。な、何をする気だ」

「寒いから燃やそうかと思ってよ。お前らも遠えん慮りよなく暖まっていいからな」

「いやいやいや！　無益な事はやめるんだっ！」

　ランタンの炎ほのおに丸めた本を近づけると、連中が暴れて騒さわぎ出す。

　俺としてもお宝を燃やすつもりは毛頭ないが、反応が面おも白しろかったので何度かからかっていると、向こうが先に折れてくれた。

「分かった話す！　話せばいいんだろ！　あの部屋の右みぎ隅すみの本棚はスライドするようになっていてな。その先の部屋に玉を置く台座みたいなのがあるんだよ」

「そんな部屋があったのか知らなか──」

「ええええっ！　親分、あそこに置いちゃったんですか!?」

　子分の一人が目を剝いて驚おどろいている。

　なんでこいつが一番驚いてんだ。

「親分、あの部屋に貼はり付けてあった紙を見なかったんですか！　あの玉はあそこに置いたらダメだって注意書きがあったじゃないっすか！　小型模型が起動するとかどうとか！」

「あっ」

　親分がハッとした顔で子分と見つめ合っている。

　噓うそや冗じよう談だんで言っているわけではないようだが。

「おい、何が書いてあったか教えろよ。気になるじゃねえ……かっ!?」

　地鳴りのような音がしたかと思うと、足下から激しい揺ゆれが。

　初めは軽く左右に揺れる程度だったが、今は立っているのも辛つらいぐらいだ。

「な、なんだ、なんだ!?　どうなってやがる！」

「やっぱりやっちゃダメだったんですよ！　赤字で書いてやしたし！」

「んな事言われてもよ！」

　これだけ揺れて壁かべや天てん井じように亀き裂れつが入って崩くずれかけてきているというのに、リーン達はぼーっとこっちを眺ながめているだけで動こうとしない。

「おい、逃にげるぞ！　立ちやがれ！」

「えー、面めん倒どう臭くさいー」

「アホか、死ぬぞ！　ああ、くそ！　動きやがらねえ」

　この崩ほう壊かいの早さだと、俺が一人でこいつらを担かついで逃げ出しても間に合わない！

　となると、この手しかないか。

「おい、縄なわを解いてやるからこいつらを担いでくれ。このままじゃ生き埋うめになるぞ！」

「「「喜んで！」」」

　威い勢せいのいい返事に別の意味で不安になるが、こいつらなら命を賭かけても守ろうとするはずだ。

「俺はピンク髪がみのロリっ子を担当するぞ！」

「親分ずるいっす！　俺もその子がいいっす！」

「それじゃ、おいらはポニーテールを背負しよいますぜ」

　奪うばい合いが始まっているが、誰だれもゆんゆんを選ばない。

　おい、ゆんゆんが泣きそうな顔してんぞ。誰か選んでやれよ、見た目で差別すんなよ！

　結局、ロリサキュバスを親分。リーンを子分二人で運ぶ事に決まった。

　必然的に残り物のゆんゆんは俺が背負う羽目になったようだ。

「う、う、私は売れ残りです……」

　背中から涙なみだ声ごえが聞こえてくるが無視して全力でダンジョンを駆かけていく。

　あいつらの足が心配だったが異様な速さで俺の前を走っている。ロリサキュバスとリーンを運ぶ使命感で速度が上がっているのか……。

　何とかギリギリでダンジョンから飛び出すと、同時に入り口が落らく盤ばんで埋まった。

　俺も含ふくめた男連中は疲ひ労ろうの余り声も出せずに、地面に体を投げ出している。

　あいつらはこんな状態でもそっと優やさしくリーン達を寝かしていたが。

「うっ、うっ、私だけ扱あつかいが酷ひどい……」

「はあ、はあ、はあ、た、助かっただけでもありがたいと、おも、い、やがれ……」

　非難の視線を飛ばしてくる投げ捨てられたゆんゆんに、乱れた呼吸を整えながら返事をしてやった。

　元犯罪者の三人組は全力を尽つくしたようで、仰あお向むけの状態で虚うつろな瞳ひとみで空を見上げているだけだ。
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　揺れが収まると女性陣じんが上半身を起こして、じっとこっちを見てきた。

「んー、あれ。何で地上に戻ってんの？」

「ふぁー、おはようございます」

「さっきより、だるさが抜ぬけているような。投げ捨てられたせいかも……」

　かなり元気になってないか。

　寝ね起おきのように背せ伸のびをして辺りを見回している。

　アレが壊れて失ったやる気を取り戻したのかもしれないな。

「さっきの揺れは何だ？」

「ういーっす。ダストそいつら誰なんだよ」

　テイラーとキースが平然と歩み寄ってきている。

　こいつらも元に戻ったのか。やっぱり、ダンジョンの崩壊で玉が壊こわれて体調が元に戻ったようだ。

「吞のん気きなもんだぜ、まったくよ。俺様に感謝しろよ。誰のおかげで元に戻ったと思ってやがんだ」

　仲間がこの様子ならアクセルの街も時間が経たてば元に戻ってそうだな。

　これにて一件落着か。あの部屋の残りの本を持ち出せなかったのが痛いが……。

「体も軽くなったって事は、何か知らないうちに解決したみたいね。じゃあ、帰ろうか」

　リーンがそう切り出して、全員が帰り支じ度たくを始めたところで再び足下に震しん動どうが。

　嫌いやな予感というより確信があったので、崩壊したダンジョンの入り口に恐おそる恐る目を向けると、入り口をふさいでいた岩が弾はじけ飛んだ！

「きゃああああっ！」

「幼女をガード！　ぐふぉっ！」

　こっちに飛んできた岩の破は片へんをその身を挺ていして防いだ三人組が地面に倒たおれる。

「なんかもうすげえよ。ここまでやるなら褒ほめるしかねえな。って、それは後だ！　何が起こりやがった！」

　粉ふん塵じんが晴れるとダンジョンの入り口があった場所には、八本足の巨きよ大だいなクモのような形状をしているソレがいた。

　大きさは俺の身長の倍ぐらいだが、この見た目は──

「大きなクモのように見えますけど、何なんでしょうかこれ」

「な、何ですかこれ!?　あれ、でもこの形って前に依い頼らい書で見た事があるような」

　ロリサキュバスとゆんゆんは首を傾かしげているが、俺達は一目見てピンときた。

　ソレが何かわかってしまった事で、冷や汗がどっと吹ふき出る。

「あたし、これに見覚えがあるんだけど。アレよりかはかなり小さいけど……」

「奇き遇ぐうだな。俺も見た事がある……」

「あー、気のせいじゃないのか。やっぱ……」

「カズマ達と一いつ緒しよに挑いどんだ、デストロイヤーにそっくりな気がするんだが……」

　俺の呟つぶやきに仲間達が一いつ斉せいに頷うなずく。

　それを見たゆんゆんとロリサキュバスの顔から血の気が引いた。

　デストロイヤーの知名度は抜ばつ群ぐんだからな、さすがに知っていたか。

「デ、デ、デ、デストロイヤーって、あれですよね!!　ガシャガシャって動いて街を壊かい滅めつさせて歩いていた。高額賞金が出ていて、めぐみん達が破壊したって散々自じ慢まんしてくる、あれですよね!?」

　俺の胸むなぐらを摑つかんで激しく揺らす涙目のゆんゆんにされるがままになっている。

　こいつの言った通り超ちよう大型ゴーレム、機動要よう塞さいデストロイヤーにそっくりだ。大きさはかなり小型化されているが、それでも迫はく力りよくは十分だ。

「何で、何で！　こんなところに小型のデストロイヤーがいるのよ！　子供!?」

「落ち着けリーン！　ゴーレムは子供なんて産まねえよ！」

　俺達が取り乱している間に小型デストロイヤーはダンジョンの瓦が礫れきを押しのけ、その姿を完全に現していた。

　よく見ると小型デストロイヤーの顔部分に赤く光る複数の目があるが、その内の一つだけが光を発してなく、あの玉のように見える。

　もしかして、こいつが動いたからやる気が吸い取られなくなったのか？

「こいつを逃がしてアクセルの街にでも向かわれたら大事だぞ！　お前らみたいにやる気が戻ってるならいいが、前の状態のままだったら好き放題に蹂じゆう躙りんされちまう。ここでぶっ壊す！　いいな！」

　元々の責任が俺にあると分かったら、ただじゃすまない。

　ここで完全に証しよう拠こ隠いん滅めつしてやる！

「そうよ、ね。よく分かんないけど、ここを探たん索さくしたのはあたし達だから責任はあるよね」

「腹を括るとするか。防ぼう御ぎよは任せろ！」

「しゃーねえな！　ヒュドラ退治の要領でいくか。矢にロープ結んで動き封ふうじるぜ」

　仲間達は俺の意見に賛成してくれたか。

　強がって笑っているが少し表情が硬かたい。俺も同じようなものだろうけど。

「わ、私もやります！　ここで倒したら、めぐみんの自慢をもう聞かなくていいから！　逆に自慢します！」

　ゆんゆんもやる気になってくれたか。

　紅こう魔ま族ぞくの里一番の実力とやら期待させてもらうぞ。

　一人残っていたロリサキュバスは倒れている三人組に近寄り何やらやっている。

　すると三人組が急に立ち上がり、ロリサキュバスの前に跪ひざまずいた。

「何なりと、ご命令ください！」

「何やったんだ、ロリサキュ……ロリーサ」

「この人達の望む夢を途と中ちゆうまで見せて、続きが見たいなら手伝ってとお願いしました」

　ぺろっと舌を出す姿が可愛かわいいというより魔ま性しようの女に見えた。

　初めてこいつが一人前のサキュバスに思えたよ。

「弱点はあの光っていない目玉だ！　あれさえぶっ壊せば動きは止まる！　気合い入れるぞ、おらああああっ！」

「うっしゃー！　任せろ！」

　キースが素す早ばやく弓を構え、相手の体にロープが絡からむように矢を放つ。

　狙ねらいを違たがわずにロープが絡み、そのロープを三人組が必死になって引っ張っている。

「頑がん張ばってください！　一番活かつ躍やくした人には夢の中の幼女一人増やしますよ！」

「「「うおおおおおっ！」」」

　一番気合い入っているなあいつら。

　暴れて抵てい抗こうする小型デストロイヤーの足が、魔法を唱えようとしていたリーン達に向かってくる。

「通しはせんぞおおっ！」

　足とリーン達の間に割り込んだテイラーが盾たてで何とか防いでくれた。

「できるだけ耐たえてみせるが、あまり余よ裕ゆうはないぞ！」

「私も負けていられません！　『ライト・オブ・セイバー』ッ！」

　ゆんゆんの手から放たれた光の剣けんが八本足の二本を切り裂さき吹き飛ばした。

　俺は地面に転がっている親分が持っていた槍やりを拾い、小型デストロイヤーに向かって突つっ込んでいく。

　残った足の内の三本が俺を狙って振ふり下ろされるが、そんなロープに縛しばられた状態での攻こう撃げきが当たるかよ！

　槍使いとしての足あし捌さばきも身の躱かわし方も体が覚えている。

　降り注ぐ足の先せん端たんを全すべて避よけて一気に間合いを詰つめた。

　ロープに手を掛けて小型デストロイヤーの体を素早く登っていく。

　ヒュドラの時は油断しちまったが、同じ轍てつは踏ふまねえぞ！
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　幾いくつもある目の中で光っていない目を見つけると、全力で跳とぶ。

「おらあああ、往生せえやあああっ！」

　全体重をかけた槍の穂ほ先さきが玉を貫つらぬく。それでもまだ暴れて抵抗する小型デストロイヤーの頭の上で、リーンに向かって叫さけんだ。

「この槍に向かって撃うて！」

「了りよう解かい、任せて！　『ライトニング』ッ！」

　リーンの手から稲いな光びかりが放たれると同時に、俺はロープを摑んで滑すべり降りる。

　そして地面に着地すると同時に背中から爆ばく発はつ音と爆風が押し寄せ、俺は地面を転がり森の木にぶつかってようやく動きが止まった。

　逆さまに見える視界には胴どう体たいが吹き飛び足だけを残した、元小型デストロイヤーがいる。

「最後まで格好つかないわね、あんたは」

「本当ですね。途中までは紅魔族の琴きん線せんに触ふれる格好良さがあったのに」

「でもその方がダストさんらしいですよ」

　リーン達が俺を心配するどころか、好きな事を言っている。

　文句の一つも言おうと思ったが、それよりも重要な事に気づいてしまった。

「おい、お前ら。もうちょっとこっちに来てくれ。あと三歩だけでいいから」

　もう少し近づけばこの体勢だとスカートの中が覗のぞける。

　リーンは短パンで面おも白しろ味みがないが、二人は中々いい感じにパンツが見られるはずだ。

　それに対する女どもの答えは、迫せまりくる靴くつの裏だった。
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「非公式なのでそんなに多くの賞金は出せませんが、未然に危機を救った事を評価しまして、これを受け取ってください。お疲つかれさまでした」

　ルナが満面の笑えみを浮うかべて金貨の詰まった袋ふくろを手て渡わたす。

　依頼もなく賞金首でもなかったというのに袋は結構な重さがある。都合の悪いところは破っておいた日記と一緒に持ち帰った、小型デストロイヤーの足を見て判断したそうだ。

　これだけあれば人数で割っても十じゆう分ぶんな金が手元に残る。借金を返してもこれなら余裕があるぞ。

「俺がいない間に面白い事があったみたいだな」

「おう、カズマか。面白くはねえが色々あったぞ」

　王都に出かけていたらしいカズマ一行がいる席に俺達も座る。

「めぐみん、知ってる？　実は私もデストロイヤーを倒たおしたんだー」

「はっ、くだらない冗じよう談だんですね。とうとうぼっちをこじらせて妄もう想そうと現実の区別もつかなくなったのですか」

「妄想じゃないもん！　本当に倒したの！　それだけじゃなくてデートもしたんだから。このぬいぐるみは男の人からプレゼントされたのよ、凄すごいでしょ！　ねえ、ちょっと、ちゃんと聞いてよ！」

　爆ばく裂れつ娘むすめとぼっちが何かもめているが放ほうっておくか。

　賞金はロリサキュバスの分も取っておかないとな。あの三人組は十分なご褒ほう美びを貰もらえるからいらないと辞退した。

　今日の晩にでも、それこそ夢の世界が待っているのだろう。

「何があったか教えてくれよ。賞金出たんだよな、じゃあ今日は……みんなダストの奢おごりだってよ！」

「こりゃ珍めずらしい事もあるもんだ。剣と槍と魔法が降るんじゃねえか？」

「今までの迷めい惑わく料としてじゃんじゃん飲むぞ！」

「そうよね。セクハラの代金としては安いぐらいだけど！」

　カズマの余計な一言に反応して、ギルド内にいた冒ぼう険けん者連中が一いつ斉せいに注文を始める。

「お、おいお前ら！　誰だれもそんな事を言って……」

　俺の抵抗は騒さわぐ連中の声に搔かき消されて、誰の耳にも届きやしねえ。

　カズマはしてやったりとドヤ顔でこっちを見ている。

　散々ダチに奢らせてきたツケが回ってきたか。

「諦あきらめなって。少しぐらいは出してあげるからさ」

「そうだな。たまにはこうやってはしゃぐのも悪くない」

「人の金で飲む酒が一番旨うまいんだが、今日ぐらいは奢ってやるか」

　リーン達も出すならそんなに懐ふところは痛まないか。

　それにこいつらは日ひ頃ごろから金を借りたり、バカやっている仲だしな。

「おっしゃあ！　俺様の奢りだ！　てめえら、好きなだけ飲み食いしてはしゃぎやがれ！」




　　　　２




　夜も更ふけてきたが宴えん会かいはまだ盛り上がっている。

　カズマんとこのプリーストがお得意の宴会芸を披ひ露ろうして、歓かん声せいと称しよう賛さんの拍はく手しゆが鳴りやまない。

　めぐみんとゆんゆんは酒を飲もうとしてカズマとダクネスに止められている。いい加減に見えて妙みようにルールや規律を守ろうとするよな、カズマって。

　喧けん騒そうから逃にげるようにギルドの外に出たのだが、まだ背後が騒がしい。

　夜空を見上げると星々が輝かがやいていた。

「空か……」

　夜空だというのに飛ぶ鳥がいた。一いつ瞬しゆんだけ昔を思い出して声が漏もれる。

「なーに、黄昏たそがれてんのよ。似合わないってー」

　完全に出来上がったリーンが俺の肩かたに手を掛かけて絡んできやがった。

　酒気を帯びた息が頰ほおに当たり、しかめ面つらを向けるとニヤニヤと笑った顔がある。

「ご機き嫌げんだな」

「そりゃみんな無事に帰って来られたんだから、機嫌がいいに決まっているでしょ」

「そういうもんかね」

「ところでさー、前から気になっていたんだけど。あたし達に何か隠かくしてない？」

　緩ゆるんでいた顔が急に真しん剣けんなものに変わった。

　少しだけ動どう揺ようしそうになったが平静を装よそおう。

「何の事だ？　もしかして、金が無い時にお前の下着を盗ぬすんで売った事か？」

「よーし、そこに土下座しろー！　そのまま土に帰してやるわ！」

　顔を真っ赤にして魔法を唱えようとしているが呂ろ律れつが回らないようだ。

　よたよたとふらつくリーンを支えてやると、きっと俺を睨にらみつけた。

「悩なやむなんて似合わないんだからねー。あたし達は仲間なんだから、悩みがあるなら話しなさいよお」

　そんな潤うるんだ瞳ひとみで見つめられると、余計なことまで話しそうになるじゃねえか。

　俺は目を逸そらして、再び夜空を見上げた。

　こいつになら話しても大だい丈じよう夫ぶかもしんねえな。

「実はな……」

「すぴぃー」

　寝ね息いきが聞こえた。

　口の端はしから垂れた涎よだれが俺の肩を濡ぬらしている。

「ばっちいな、おい。はあ、このタイミングで寝るか普ふ通つう」

　俺はリーンを背負しようとギルドの中へと戻もどる。

　静かな場所で寝かせるより、あいつらの騒ぐ中で眠ねむった方がいい夢が見られる。そう思ったからだ。
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あとがき






　まさかの二冊目となりました、昼ひる熊くまです。

　この巻は一巻を気に入られた方が購こう入にゆうされているはず……ですよね？　まさか二巻から手を出すという奇き特とくな方は少ないとは思いますが、一応自己紹しよう介かいを。

　前作に続き、スピンオフ作品を担当させてもらう事になりました昼熊と申します。以後お見知りおきを。

　今作の内容に少し触ふれておくと、ダストが好き勝手に大暴れしています。ええもう、自由気ままに彼らしく人生を謳おう歌かしているようです。

　前回よりも仲間へ焦しよう点てんを当てて、キース、テイラーの出番も増やしました。

　といっても、一番出番が増えたのはゆんゆんですが。

　前作でご好評をいただいた、リーンとロリサキュバスも活かつ躍やくしていますのでご安心ください。ダストと仲のいい貴重な女性陣じんには色々と頑がん張ばってもらっていますよ。……そういえば、今回は水と温泉の都アルカンレティアでの話もありましたね～。

　アクシズ教団の総本山にダストを放り込んだらどうなるか。考えただけでも面おも白しろそうじゃないですか？　そこにクリスとバニルも同行させて……。気になる方は本編をご覧ください。今作では笑いの要素を強くしたつもりなのですが、どうでしょうか。『このすば』のスピンオフで一番の難所が笑いですからね。いつか暁あかつきなつめ先生のセンスに追いつきたいものです。




　あとがきも残り半分を超こえましたので、皆みな様さまへお礼と感謝を。

　まずは暁なつめ先生。合同インタビューやその後の飲み会でお話しできて光栄でした。前作に引き続きよろしくお願いします！　やはりダストは魅み力りよく的ですよね。

　三み嶋しまくろね先生の愛らしいキャラを脳内に浮うかべながら、今回も書かせていただきました。リーンの挿さし絵えがなかったら、一巻はもっと苦戦していたと思います。

　憂ゆう姫きはぐれ先生。今作でもお世話になります。ロリサキュバスとリーン最高でした。いやー一巻でのリーンの笑顔とロリサキュバスの押し付けられた胸むな元もと、そしてあの格好……ご馳ち走そう様さまでした！

　スニーカー文庫編集部の皆様。担当のＭ氏。この本に関かかわった全すべての方々、本当にありがとうございます。

　そして、読者の皆様。一巻を購入していただいたおかげで、この二巻はあります。本当にありがとうございました！　今作もどうぞよろしくお願いします！





昼ひる熊くま　　
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　◆仲間の秘密




「ねえ、ダスト。ちょっと聞きたい事があるんだけど」

　いつもようのにギルドの一階で飯を奢ってくれとリーンに頼み込んでいたら、手招きして耳打ちしてきた。

「好きな女のタイプだったら秘密だぜ？」

「そんなの微塵も興味ないわよ。キースとテイラーって最近怪しいと思わない？」

　眉根を寄せて何を言い出すのかと思えば、あいつらの話か。

　特に変わった様子はないように見えたが。

「怪しいって何がだ？」

「キースはあんたと一緒にどこかに出かけているみたいだけど、何か隠し事してない？　前も見かけた時に話しかけたら焦ってたよね？」

「そうだったか。覚えてねえな」

　思い当たる節は……あれだよな。

　サキュバスの店に向かっている途中で会った時の話か。

　あの店は男の冒険者だけの秘密だから、リーンとはいえ女にばらすわけにはいかない。

「それにさ。今までは毎晩酒を飲んでいたくせに、最近はお金があっても酒を飲まない日があるよね。二人揃って」

　金が入ったらサキュバスの店に行って、最高の夢を見るための金を払ってるからな。

「あれだ、健康の大切さに気づいてな。胃を休める禁酒日も必要だろ？」

「………」

　半眼で睨まずに何か言えよ。

　これっぽっちも信じてないな。まあ、噓だが。

「それについてはまた今度詳しく話を聞くとして、問題はテイラーなんだけど」

「あいつは俺達と一緒じゃないぞ」

　サキュバスの店の存在はテイラーには知らせていない。

　あいつは妙に真面目なところがあるから利用しないどころか、下手したら俺達に説教をしてきそうだから。

「むしろあんた達と一緒なら心配いらないんだけどね。テイラーはたまに人目をはばかって誰かと会っているそうなのよ。冒険者の知り合いが高級な酒場に誰かと入って行くところを何度か見たらしくてさ」

「おいおい、女でもいるのかよ。俺が独り身だってのに許さねえぞ！」

　テイラーの女っ気の無さは認めていたというのに裏切りか。

　……だけど、そんな素振りを見た記憶はない。

「それが女じゃなくて男みたいなのよ」

「じゃあ、テイラーのダチだろ？　放っておいてやろうぜ。てかさ、仲間のプライバシーについては関わらねえ方がいいだろ。犯罪行為じゃなけりゃ放っておいてやろうぜ」

「私が貴族の人と会って相談受けている時に邪魔をしに入ったのは誰？　どの口がそんな事を言うの？」

「やっぱ、仲間って大切だよな。悪の道に引っ張り込まれる可能性だってあるかもしんねえ。ここは今日あたり見張ってみるか！」

　大声で誤魔化すと、リーンの目つきが更に細くなり眼光が鋭くなった。

　あの時はカズマと協力して写真撮影をしたら酷い目に遭ったので、今回はあまり深入りせずに遠くから見守る程度にしよう。







　あれから二日後。

　仕事終わりの飲みに誘うとテイラーだけが断った。

「すまんが、ちょっと人と会う約束があってな」

　と言って晩飯も食わずに一人でギルドから出て行ってしまう。

　リーンと俺はキースに断ってすぐさまヤツの後を追った。

　前の目撃談と同じ店の前でテイラーが立ち止まると、辺りを気にしながら中へと入る。

　俺とリーンは帽子とフードで顔を隠して入店した。

　ギルド一階よりも洒落た感じの店内でテイラーを見つけると、その背後の席に座る。

「やっぱ、女とデートじゃないのか？」

「違うわね。座る瞬間にテイラーの方を見たけど、誰か男の人が座ってたわ。顔までは確認できなかったけど」

　隣に座ったリーンと声を潜めて会話をする。

「遅れてすまん」

「いいって。俺もさっき来たところだから」

　テイラーじゃない方の声に聞き覚えがある。

　ちょっと距離があるから確信は持てないが……この声は。

「今日はどうだった？」

「特に問題なく終えたぞ。キースもダストも能力面は問題が無いからな。リーンはしっかりしているので助かっている」

　自分が褒められたのが嬉しかったのか、リーンが俺の脇を肘で突いてくる。

「そこが羨ましいよなー。こっちは酷い有り様だ。人の言う事なんて聞きゃしねえ」

「そ、そうか。俺は組んだ事がないのでよく分からないのだが、あのダストが酷い目に遭ったと愚痴をこぼしていたぐらいだからな」

　これでテイラーの相手を確信した。

　この内容と声、間違いなくダチのカズマだ。

「あれっ、これってカズマだよね。二人って仲良かったんだ。どっちもパーティーのリーダーだから親近感が湧くのかな」

「かもしんねえが、だったら隠す事はないだろうに」

　男二人で酒を飲みかわすなんて珍しくもない。

　もっとやましい事でもあるのかと思ったのに肩透かしもいいところだ。

　……と思ったら出るわ出るわ、互いのパーティーに対しての不平不満が。

　カズマの愚痴はもっともでそれは俺も同意する。テイラーはリーンに対して何も不満はないようだが。

「俺への不満が多くねえか？」

「言ってる事に間違いはないわよ。……あっそうか。黙ってこんな場所で会っていたのは、互いの愚痴を仲間に聞かせないようにしていたのね」

　……帰ろうぜ。
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